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今 回 は五 助 さんの 旅 人 との街 道物 語 は 山 中 か る石 合 ま じん

楽 しい 旅道 中 にな りま した.故 郷 ん ぁ げな話  こげ な話 題 なん

か も 入 れ こん だ  お しやべ り道 中 に ゃ 思 わず 笑 いを誘 うこと

も 毎 度 あ るけん ど 憎 め な い五助 さ んがん  瓢 々 と した語 りが

なん か 親 しみ ぅ感 じるち いわ れ る と嬉 しいです o

野 津 原伝 統 文 化 継 承 会 ん 発 行 した 104ペ ー ジ カラ ー版 の

本 に ゃ 古 い伝 承 、 民 話 なん かが  あ つち そ れ に 方 言調 査 会

も お手伝 い しま した き そん 中ん読 み物 が  少 し掲載 しちあ り

ます 。若 い噴 に聞 ぃ た話  知 っち ょっ た民話  そげ なん に ふ と

出会 ぅと懐 か しい 記 憶 とと もに若 が え りそ う。

方 言 単語 は『 か 』 の 項 か る掲 載  今 回 は ['こ 』 ま じ進 ん で

合計 が 14266語 に な りま した。 こん ま ま進 ん だ時 に ゃ 終 わ

りに ゃ約 45000語 ぐれ に  な るかん知 れ ませ ん。

戦後ん農作業

っち 《カタル》

Z 0 .ry{t & if A :ft ; i"L if /J L .[ ;.t a {* ['''l1 i: A
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いつ も ご愛読を厚 く お礼 中 しあげます。お元気な 日々を

お祈 り申 して い ます。 ご自愛 の程 を。
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取 り組 ん で 25年 に な りま した。 単語 は約 17000語 に

な りま したが  :最 終 的 に ゃ 47000語 ぐれ ま じ 行 きそ う。

ネ ガ イイ→値 段 が い い、値 段が高 い、正 直者 で お とな しい、

根 元が しっか り して い る、 もと もとよ い製 品 。

こげんふ うに 同 じ単 語 でん  _L下 に連 な る言 葉 によ っち 意 味

が 変 わ っち来 ます 。 そ げな解 説 が ち一た 単 語 が 毎 回分割 しち

掲 載 して あ ります 。 こん か い も『 か』 の項 で す 。

故 郷 ん宝 の玉 手箱 r⇒ 珍 しい、貴重 品 、素晴 ら しい人 材 、遺 跡 、

思わず好奇心 も 湧 きそ うな話。

味〔か故 郷 に伝 わ る食文 化  あん 頃 食 べ た

ょばれ た  みや け に貫 った

あん 時 に作 った

なん か も

女性 の底 力・→家庭 を守 り戦争 時代 も 子育 て に母 性 本能 が

影武者 と して  あん な話  こげ な人 も。

伝 承 、民 話→ 古 くか らの民話 が語 りつ が れ  伝 承 文化 が

ひ っそ り心 を 和 ませ る。

五助街道物語→肥後移動ん 5回 シ リー古ズに続 く 表往還街道ん

442号 線ぬ 小岩戸か る荒木谷 じ 5回

シ リー‐ズ 今回は山中か る石合 ま し。

子 ど もん 世界 は→ 読 み闘 かせ か ら 子 ど も向 けの方 言入 り本 の

中か に 3編 を。

毎 回 ご愛読 を誠 にあ りが と う ござ い ます 。 ご 自愛 な さ って 次 国

も又  お会 いで き るのを  楽 しみ に して い ます 。
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古 い唄…あんた方 ど こさ

昭和 3年 頃にダイタイん 事が 解 った ごた る。丹辺恭平 さんが

《ニベキ ョウヘイ》 坪井 川添 い じ染物扱 いを  10代 にわ たっ

ち しよっち こん頃か るはや りよ ったが 大元は参勤 交代 じ江戸

詰 めん 武士や女中が故郷 恋 しさに 唄いよ ったんを持 ち帰 っち

それがはや り出 した ごた る。 と も言わ るる。

江戸 じゃ交流 なんか もあ っち 次 々に覚え た しも 又教 えた り

す るきソゲナ したちん 日か る伝 わ った り 結婚なんか じ広が る

こと もあ っち 調子ん いい リズム感覚が  そ りゅう一層進 めた。

運 の唄 じゃつたんかん知れん。船場 た ぁ船がつ く所 じゃが 舟 ち

言 うと人が乗 り降 りす る コ ンメー舟。船 にな りゃ荷物ん運 び役

ん 大 きな船 じゃが 加藤 清正 は開運 に も 長 けち ょつた き船ん

往来 は ガイ トあ った らしい。

『 さ』ちつ く言葉 は や っぱ江戸言葉 じゃろ う。 じゃき江戸 じ

唄 いでたな ゆ う解 る し 熊本 じ作 ったん は エ ビん代わ りに狸

が お った り 時代ん流れん なか じでん 唄 い易 い歌詞 に変わ った

ん も 頷 けるよ うな気 もす る。全国的に広が ったのん 清工ん人

が らか ら広が る そげな風潮 もあ ったそ うな。

地方 に広が ると 手 ま り唄 にな るとこんだ 子 ど もか ら広が る

親近感が そ りゅうさ らに推 し進 めち よそん国ん唄を嘆 うと

チ ッ ト上品 に も聞 こゆ る 人間の欲望が又 広が る連鎖反応 も。

じゃもん じゃき 野津原 に来 た時 にゃ 歌詞 もチツ ト変わ っち ょ

るけん ど誰|も 悪 う 言 う しもお らん き そん ままは いはいと.

歌詞 は 2番 ま じじゃが 場所 によ り国が違 いよ った 昔 は もち

っと違 いよ ったんかん 知 れん けん どソ リャそれな りん 味 もあ

っちいい もんでんある。 それが民謡でんあ ろあな ぇ。
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熊本 じゃ洗場 をセ ンバ とん言 う。 そん洗 い場が あ ると セ ンバ

ち呼ぶん も親 しみが あ る。 じやきそん川 に ゃ エ ビもお ったん じ

ゃろ う それ とん フナ、 コイ、 ウナギ、 とにか く網 じ取 る こちな

る。煮て 焼 ぃて  :食 べ ち しま う ―̈・『 うまさが さ っさ』 いか

に も美味 しか った と 微笑 む姿が 目に浮 かぶ。

あん た方 ど こさ 肥 後 さ

肥 後 ど こさ 熊本 さ

熊 本 ど こさ 船 場 さ

船 場川 に は  エ ビさが お つて さ

それを 漁 師が  網 さで と つて さ

煮 て さ 食 って さ うまさが さ っさ。

あんた方 ど こさ 肥後 さ

肥後 どこさ 熊本 さ

熊本 どこさ 船場 さ

船場山 には 狸がお つて さ

それを猟師が 鉄砲 で撃 って さ  《ア ミチ ャデ とん唄 う》

煮てさ 食 って さ まさがさ っさ。

方言説明  ダイタイ ン…おおよそは。 しよつた… して いた。 よ

ったんを…唄 っていたのを。 ごたる… ょ ぅです。 ソゲナ…そん

な。 コ ンメー…小 さな。ガイ ト…た くさん。や っぱ…やは り。

そ りゅう… それを。 お らん き…いなてので。 けん ど…けれ ど も

。民謡 一故郷 に生 まれ育 った唄で 労 働唄 とも言 えるが 生活

ん声か も知れん ごた る。歌詞 に込め られ た意味合 いは まさに

人間の生 きざまが 込め られち ょるごた る。先人が守 り育てた

大切 な 宝物ですか ら これか らも大切 に して なが く生 きて

来た人 たちの 気持 ちに感謝 したい もんです。唄ん意味か ら

察す るに比較的 当時の時代 は落 ち着 ぃていた そん な時代 の

唄であ った 肥後の平和時代が続 ぃて いた そんな感 じが して

6
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方 言 こす ドコマ ジ ン行 く 来 る もん じゃ きイ ツ ンナ カ メーカ

江戸 ん『 さ』 が 肥後ん 熊 本 ち 連 れの うち そん 途 中 じ ′ヽ ぇもう

野津 原 に も 根 づ いち ょる。 “あん た方 ど こさ 肥後 さ 肥後 ど

こさ 熊本 さ 熊本 ど こさ 船 場 さ 船 場 山 にわ  狸 が お つて さ

………とま ぁ  『 さ』 が ガ イ ト使 わ れ  唄 われ ち ょる。

今回 は『 け』の『 モ』ん所 じゃが 前ん残 りが 出ち きたき こ

き―チ ッ ト並べ ま した。

ヵタデ……………………ほかの仕事 を しなが らにす る。片手間に。

カ タゲマエーチ………………担 いで回 った。担 いて うろ うろす る。

カタテマ……………………・かたいつぼ うの仕事 の間を利用 して。

カタチ ンバ・………………長 い短 いがあ る物 .箸 が少 し長 い短 いが。

カタズラ……………片面 の。反対側。  カープのある橋の欄 千。

カ タ ンナ…………… …………加わ らないが よい。加えて あげない。

カタメグジュ… 嫌 って疎外す る。仲 間はずれにす る。

カ タ ヒラ…… … … …… …… … …片 側 の。 反 対 側 の 。 半分 の場 合 も。

―加 え て も。 仲 間 に入 って も。

カ タ ン…… … ど こそ この家 の 。誰 だれ さん の家 の。 お前 の家 の。

カ タ レンゴツ … …… …加 え られ な い よ うに。 入 られ な い ょ うな。

カ クナ シ・… … … …… …面 目丸 澄 れ。失 敗 して 顔 も見せ られ ない。

け  ケモ アル キ … …心 配 せ ん で も毛 は あ ります 、毛 が な い と心配 。

ウ モ イ ジ… … …蹴 って 落 と して しま う、蹴 った ため に壊 して。

ケ モ ウチ ョル ー…… ……ど うや ら死 ん だ よ う、 落 命 したので は。

ケモ ネエ ゴ ツ…… あ る もの まで な い よ うに、 ま るで無意 味 なり

ケヤラ ヒゲヤラ… 毛 なんか髭 なのか解 りに くい。

ケヤ リャ……………………蹴 って散 らかす と、蹴 って飛ばす と。

ケユ リャセ ンカ…………消え るのではない。消えないか心配。

きえそ うなので、消え るか もしれないが。

か も、消えて しまいそう、消え るのでは。

カタ ッチ ン… …………

ケユル

7
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け  ヶュ ル トキ ャ…… … … …………消 え る時 には 、消 え た時 に は。

ヶュ ーーク… ……… … ……真剣 酔 って しま った、意 地 悪 く酔 う。

ヶ ヮ ッチ …… …・… …受 け持 ちを請 け失 敗 。 思 い通 り出来 ず .

ケ ワ ノー デ ンー ー毛 は な くて も、 あ るべ き もの が な くて も。

ケ ヮル ト……… … …… …失敗 した ら大 変 、失 敗 しな い よ うに。

ケ ワ ノーーナ ルー‐毛 は な くな るが 、気 持 ちは な くな った よ う。

ケ ン ドイ イ ド・―一 一 けれ ど もょいです 、仕 方 が な いだ ろ う。

ケ ンツキ テ ッポ …` … …空振 りに終 わ るが 、 見せ か けの仕 種 .

ケ ンツ ゥ… …… …嫌 わ れ者 、気 質 が悪 いの で 、変 わ り者 と。

ケ ンー言 うけん 、 食 うけん 、 ふ くけん 、 な どに使 う一か ら。

ケ ンナ ンナ …… … …。… …… … … ‐蹴 りな さん な、蹴 らな いで 。

ケ ンデ ンー ー … … … その話 で 、 あん 時 の 事で 、 あ れ か らの。

ケ ンコス リャ・一 … ……喧嘩 をす れ ば、 喧 嘩 を したば か りに。

・・見地 す る際 の 基本 点 に あ る石 。

ケ ン トオ … ……見 当て に した もの。 見 さ ざめ た か らの結 果 。

ケ ンメ ………… … … …懸 命 に、頑 張 った、真 剣 に取 り組 ん だ。

…… 中国 か ら渡来 の精 進 料 理 。

ケ ンケ ン………… … …… …意 地 悪 く腹立 て す る、起 こ り上 戸 。

ケ ンゴ …… …・一 あ つ ち こ つち、 見 当つ か ぬ、 索 人の慌 て者 。

ケ ンチ ョロ…… … こそ こそ して い る、 じっと して な い性 格 。

ケラケ ラ…………………粕笑 いす る性格、意味のない笑 い方。

ケラル リャー蹴 られ ると、け られたのな ら、蹴 られ た戻 し。

ケラ レテ ン………………蹴 られて も、蹴 られたのに素知 らぬ。

ケラ ンジ ョケ………蹴 りなさんな、蹴 った りしないよ うに。

ケラ リュウ ト……・ 蹴 られて も、蹴 られ た所で知 れて いる。

ケ リュー…区切 りを、後始末を、 これで終わ りに。 _

ケリマエーチー・……………………蹴り乱暴したが。■覇翼野
ヶ リャ ッッケタカー……………蹴 って降参 させたか。 v
ケ リア グル…蹴 って勝負あ ったが、果 た してその気持 ちは。

ケ ンチ イ シ・

ケ ンチ ャ ン……

8



け ケ リタガ ル ……… … … … … _蹴 りた いよ うで 、蹴 りた い希 望 者 。

ケ リヤ ガ ックー ー ー ー蹴 って い じめ た、蹴 って う ま く点数稼 ぎ。

ケ ル ケ ン……… …… … … ……蹴 ります か ら、 蹴 って もよ いで す か 。

ケル ンカ …… … ……蹴 ります か 、蹴 って もよ うけれ ど。

ケル ダ ケデ ン… ……… … ………蹴 るだ けで も、蹴 る こ とで 自身 も。

ケル ゴ タ リャ…………… … … ………蹴 るよ うな ら、 蹴 るので あれ ば。

ケル フ リュ ……蹴 る格好で歎 く、蹴 る真似をす る。

ケルナラ イイ ド………蹴 るのであればよいか ら、蹴 って もよい。

ケル カ ン シ レン…… … …蹴 るか も知 れ な いか ら。

ケル ター ……… …… …蹴 る とは、蹴 るな ら早 め に。

ケ レー トン・一・… …蹴 り ます が 、 蹴 れ ます か ら。

ケ レ ー～ドチ… ……・蹴 るよ うな欲 で 、蹴 ります よ。

ケ レン ジャ [」 ウ・…蹴 れ な いだ ろ う、蹴 りこま無 理 。

ン…… ―… … ……蹴 れ な いで しょう、蹴 るの は無 理 だ ろ う。

トシチ…… ……… … …… 白 け た顔 色で 、 素 知 らぬ顔 を して 。

ンナ ラ……………蹴 れ る もの な ら、蹴 るの は ど うだ ろ うか。

チー…… …… …蹴 る準 備 が で きたが 、蹴 るか も しれ な い よ。

ロー…… … … ……蛙 が 泣 いて い るよ、 涼 しそ うな鳴 き声 が 。

ケ レ レ

ケ ロ ッ

ケ ロモ

ケ ロ ド

ケ ロケ

a :r*f'Jy 香 りを か いだ よ うに、鼻 を か み ま したが 。

ゴー ソー‐ガ…………………ごみが たま って、不用品が い っぱいに。

コー シチ ミリャ………………この様 に して見 ると、考えてみ ると。

コーケ リャ………………… このよ うに蹴 ると、 こっちか ら蹴 ると。

コー プテ ン…………… …このよ うに して も、 こん なふ うに した ら。

コー ク リャ・ヽ…………・……この よ うに来 たか、 この手があ ったか。

コア リュウカー…………壌れ るだ ろ うか、両替 で きないだ ろうか。

コアユ……粉合えの料理 、 こあえ食べて、 こあえを持参 したよ。

コアエデ ンーー…………………・こあえで も、 こあえ たべ ませんか。

コア ジュ……………小 さな鯵を、小 さな畦道を、小 さな畦を作 る。

コアメ シュー…………お こゎ飯、赤飯のお返 し祝 い、餅米 いり飯。
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ヂ タ ンナ … … こ ぎ落 と して くだ さ い、雑穀 して くだ さい。

サ デ ンー … … … …今晩 で もよ うの で 、今 晩 お願 い します。

ジクル ー … 引 き抜 いて き ます 、収 穫 して くる、収 穫 す る。

ジ ョケ ー… …… …… …引 き抜 いて お いて 、雑 穀 してお いて 。

グチ ュ……… … … …酒 の絞 りは じめを 、濃 い いめの飲 み 物 。

グ レヮー … ・これ くらいは 、恋 ぐらい は 、 濃 い くらい は。

タグ・… … … … … … … ・肥運 び よ うの桶 、 下 肥 運 搬用 の桶 。

ヮズ ロ………… …… ………恋 の悩 み の病 気 、 恋 の病 にな って 。

ジ ョク‐… … …… … …こいで お きます 、雑 穀 して お きます 。

ツ‐… … … …… これ は、.こ の場 合 は、 これ で す 、 この物 は c

ヨ ウス リャ……… … …この よ うにす れ ば、 こ う した らど うで す 。

コ ウサ ン シチ ーーー ー・参 つた、 負 け ま した、 降 参 します か ら。

■ ウデ ンセ ン ト… こ うで も しな い と、 こ う しな い と困 るの で。

コ ウナ リャモ ウ… こ うなれば仕 方 な い、 よ い よ うにお まか せ 。

ヨ ウチ ョケ … … … …飼 いなさ い、買 うな さ い、 買 った らど う。

コ ウ シチ ャ リャ…… … …・この よ うにす れ ば 、 こ う してみ た ら。

コ ウナ ンナ ドゲ … こ うな るの は ど う、 こん な結 果 は ど うで す 。

コ ウセ ン ト…… …… …この よ うに しな い と、 こ うす れ ば結 果 が 。

コ ウ ソゲ ー ー… …… …この よ うに そ いだ ら、 こん な方 法で そ ぐ。

コエ リャイ イ チ ー … … …越え た らよ いので は、 越 え る こ とで 。

コエ ク ロウチ ー… …… … ………肥 え て大 文 夫 、肥 満 体 に な って く、

コ ■1キ ラ ン… … … …肥 え な いの で 、病 気 で は や せ て しま って 。

コエ ク レタモ ン…… …… ……よ く もま ぁ肥 え て 、 肥 満で大 丈 夫 。

コエ ケ ー チ … … … …肥 え たの は よ いが 、 少 し肥 満 で は な いの 。

コエ デ ンダセ・一 一 一 ―肥 や しを だ して 、肥 や し出 しを お願 い。

コエ カルサ キ … … … …声 か らだ す こと、発 声 練 習 が大 事 だ が 。

コエ チ ョ リャ… …肥 え て いれ ば 、痩せ たの よ り もいいの で は .

コエ ガオ モ ド…… … … ………声 が お もだ か ら、 発 声 練 習が 基 本 。

コエ ガカ レチ ョル… …声 が痛 ん で い るよ う、 喉 に気 をつ けて 。
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こ ヨエ トラ レチ … …声 が か す れ て 、声 を い た めて 、 音 声 が悪 い。

コエ ガ ン ピー …声 が 渋 もヽ唄 い方 、民 謡 向 きの声 帯 、奥深 い声 。

コエ ガキ ネ ー ド…・―一感 高 い声 、 細 い声 、特 殊 に聞 こえ る声 .

ヨエ ク グ・… ……… …… …肥 や しの 入 った肥桶 、液 肥 を運 ぶ 桶。

フエ クガ 一́液肥 の入 った桶 は、 一知 らな いか。 質 問 す る場 合。

ゴォ ソ ウ・一 一―ごみ な ど、雑 多 な物 の総 称 、整 理 して な い物 。

ゴ ウッ クパ ル…… …… … ……意地 っ志 張 り、意 見 が 噛 み合 わ ぬ。

ヨオ タ ヌ… …買 った もの を 、買 って 来 た物 は 、 そ れ を だ して。

コオ ラ ンウチ…… …凍 らな い うち に 、凍 れ ば傷 む か ら早め に。

コォ ロー ト… ……… … ……凍 った と し て も、凍 って も構 わ ない。

ヨ ウデ ンセ ニ ャー… … ‐この よ うに しな い と、 こ う して お けば。

コオ ナ キ ″――一 ―… … …買 って来 たの で 、買 って き ま した よ。

コオ ミ リャセ ン リョ… この よ うに見 る と千両 美 人 、見方 で特 。

コオ チ ニ1ク ・́・…買 って お きな さ い 、 買 って お け ば役 、14つ か ら。

コオ テ ン… …買 って も必 要 ないか も、 買 って も使 わ な いで は。

コガ タ ン… ………… …… …… ………小 さ な形 の、小 さ な物 だか ら,

コガ タ ノー ……小 さ い品 物 だか ら、失 わ な いよ うに しな い と。

コガ ロ ウ………… ……鋤 鍬 の器具 、 土 地 の鋤 お越 しに利 用 す る ()

ヨガ サ ンリツ……焦 が さ な いよ うに、焦 が すと品 が 悪 くな る。

コガ シ… … ……・…麦 を 煎 って粉 に した 食べ物 、 ノヽ ッタ イ ノ粉 。

コガ ス ナ … ……焦 が さ な いよ うに、焦 が す と匂 いが 気 に な る c,

コガ セ … … …焦 が して香 り つヽけを 、焦 が れ た底 飯 は お い しい。

コガ レ ドマ ー焦が した の を好 きな人 も、焦が れ た底 飯 は美 味。

コガ レクナ ……焦 が した もの は好 きな人 に、好 み が あ るか ら。

コカル イ ーー……子供 を お んぶ した子 守 、子守 も腹 が 空 いたか 。

コカ ルサ キ ー これ か ら先 は 、 この先 は通 行 止 め 、 工 事 中です 。

'カ
ア トオ シイ… こ こは通 して ほ しいが 、 こ こ も無理 です か。

コカ トウセ ン………… … …… ここは通 れ ま せん 、交 通 止 めです 。

コカル サ キ ャ… … これ か ら先 は通 れ ませ ん、 この 先 危険 です 。
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″
」 ョキ ー…・ここに 、 こん場所 に、 この場所 、 位 置 な どの原 点 ぅ

コキォ イ チ ョケ ー こ こに置 い てくだ さい、 こ こに保管 す る。

コキ デ ンー… … ……こ こに で も、 このば しょにで も保管 して 。

コキザ ミー小 さ (刻 む、小 さ く微 動す る、 恐 怖 心 で身 震 い。

コキ カ カ ルー こ こか ら始 め る、 ここに傾 け て、 ここが始 点 。

コ クモ チ ッ ト… … …・… ここを も少 し、 ここを 少 し修 正 して 。

コ ク リャ……転 ん だ な ら、転 なん だので 、 転 ん だ な ら手 を 。

■ ク ミリャー よ く見 ると、 このへ ん を見 る と、 直視 す れ ば 。

コグキ ー… … … … …… こ ぎます か ら、 こい で もよいで す か 。

コ グ ル………… … …潜 って、 潜 って行 きます 、 く ぐり抜 けて .

: \ "" )1, ""'"' '"

,.1. ,T -. -i >: _.. ,.

.7 )7' -J )f ".- "-- -"

:-t )f -< 'l y 'i^ "'

・垢 で 汚れ て 、 汚 れが ひど くて 、 不潔 な 1:来 相 。

一―こんな に まで して 、 こん な に世話 に な り。

一 ……… こヽん なふ うで、 これ これです か ら .

転 げ回 って 、嬉 しさを 全身 で 表 す 。

ョケ クナ ー ー転 ん だのです ね。転 び ま した か 、転 ん だ な ら。

コケ メ ドチ 一́ … … ………転 ぶ ま ヽヽ と、用心 したの に転 ん だ。

コゲ ンコ ター … こん な事 は恥 ずか しい、 こん な失態 を して 。

コゲ アル ター ー こん なにあ る も″)だ か ら、 こん な事 に な る。

■ゲ マ ジー… …… … …こん な に まで して、 こん な に気 の 毒 な c、

ヨゲ ン……・こん な 、 この ょ うな事 が 、 この よ う、 こん な に。

ty'r-.rJ..--.--" ニ ツ トリ、養 鶏 の、鶏 の異 名 。

コケチ……………転んで、転ん だ弾みに、転 びはずか しい事。

コケテ ン…転んで も、転んで何か拾 ったの、す ぐ立 ち上 る。

コゲーデ ン…… ………・こん なにで も、 この よ うに してで も。

コゲス リャー………こんなにすれば、こうすれば よいので は .

コゲチ ョル………………焦 げているよ うです 、焦 げて ます よ .

コゲス リャ・一…………こん なにすれば、 この ように した ら。

コケ タナイイガ ー‐転んだは ずみ に拾 い物 、転んで捻挫す る。

コヶ クウジ・………… 転んで恥 さ らな、転ん で怪我 して大事。
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コ ロ ジ… … … こ こで、 ここ らあ た りで 、 この 場 所 で 、 この場 。

「
:コ ラー・… … …この場所 、 この へ んで は 、 この あた りの場 所 。

」 コカル … … …・―この場所 か ら、 この線 か ら、 ここを起 点 に。

コ コギ リーー こヽ こだけの話 に 、 この場 か ぎ りの 、 こ こだ け に。

コ コ ノタ・…9つ は 、九の数 は 、 この場所 の 回ん ぼは、 この 田。

コ 1‐lグ レヨカ ロウ…… こ こだ け な らよいの で は、 この場 な ら。

コ コ ンシャ イイ カ ……… … こ この 人 は よ い の 、 この家 の人 は。

コ コ ジャ十 一 ……… …………こ こで す か ら、 この場所 で す か ら。

コ コヘ ラ ー… … ………… ……この へ ん な ら、 このへん の事 な ら。

コ コ ン トコラ・…… …… この と ころ御 無 沙 汰 、最 近 は無 沙 汰 で。

コサ カ シュ‐… ……生意気 な 、 意 地 張 りな、 で しゃば り性 格 で 。

■サ タ ンシユ ャー・小 作の 人 た ち には、小 作 して くれ る人 た ち。

IIサ ギマ ユ ー チー ー ー …… …削 りと って 、 表 面 を美 し く して 。

コサ グ リャー …… …… 小ヽ さ く刻 ん で整理 、 か たず けす る造 作 。

コサ ニ ャオ クル ル……………追 い抜 か な い と遅 れ る、追 い越 せ 。

コ サィ ジ ョヶ 、一 … …… …制 って お いた ら、 表 面 を ,:語 麗 に して。

コサ ンコチニ ャ… ……・追 い越 さ な い と、 追 い越 せ ば勝 つ か も。

コサ ギ …́ … … … … …削 り、削 って奇麗 にす る、 表面 を 美 し く。

コサ グ ン… … … …… …・削 って 奇 麗 にす る、 表 面 を美 しく して 。

コサ ジ… … …… …・動 作が早 くて 仕 事 も進 む 、動 きの 早い性 格 。

コザ カ シー生 意 気 だが動 き も早 い、言 う代 わ り動 くの も早 い。

コ シラエ テ ン… …… …‐着飾 って も、美 し く して も結 果 が 問 題 。

ロ シベ ン l―… …・・丼 当を腰 に下 げて 、人 の腰 に頼 る性 格 人 間。

コ シギ ンチ ャ クー人 にべ った り頼 る性格 、 言 うわ りには鈍 い。

ロ シャク十 一 一生 意 気 な、 言 ぅ癖 動 きは鈍 い、実行 が 伴 わ ぬ 。

コ シュ ヒヤ シ ャー・腰 は冷 や さ な い よ うに、肝 心 な場所 人 事 に。

コ シュ ウデ ン…… ……ず る賢 くで も、欲張 りだ が 金使 いは違 う。

コ シイ ノー… …ヽ欲 張 りだ けで嫌 わ れ る、 出す の は舌 も惜 しい。

コ シキ ー … … … …欲 張 りの典 型 的 な、 あ そ こまで徹底 すれ ば。
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ョ シク_一 ―け ち けち しな い と、辛 抱 して 過 ごす 、欲 張 りに。

ョ シ ンイロケ・一 ……腰 回 りに色気 を忍 ばせ 、 色 ごとの秘 密 が 。

コ シュ‐―ノシナ ァ……疲 れ たので は腰 を伸 ば した ら、 一 体 み 。

■ シュウー ー … …腰 を い たわ って は、腰 に無 理 しな い よ うに。

コ ンイ ク ノー欲 張 りの癖 に食 うと きに ゃ居 る、出 し惜 しみ は。

Jズ カ レチ ー… … ……・叩 か れて 、叩 かれ る理 由 もあ った の か。

コス ゴク リャ 越す よ うな ら、溢れ るよ うな らlLめ て。

コス ス リャモ ウ ケ ー欲張 りでは抜 け る面が あ る、欲 す り ゃ貧 ゥ

コス ィ タガ … …… … …・叩 い たので は、相 手 の痛 みが 解 らぬ か 。

コズ リャ…… … … …… …子 ど も連 れ な ら、独 身 で は なか った の .

コズ ミャ・・小 さ く積 み 上げ る、 藁 束 を保 存 に格 み ヒげ る方 法 。

ユ:ス ラニ ャーす らな ιナれ ば .摩 擦 で傷 むの で は、す り傷 用心 。

コ スカ リ 、一 一・一欲張 りな ら、欲 張 りには 相 手 を見 透 か して。

コス キ タ… …欲 張 りを 前 面 に、節 約 方法 で 対 抗 、心 が 貧 しい。

コ スケ リャ・……欲 張 りな ら合 わ せ て、 け らん 坊 な らそ の対 抗 。

コス ッ チン… …擦 れ 合 って も、す れ違 って も、摩擦 に ご用 心 。

コズマ ッチ…… … …・積 み 上 が って 、余分 な仕 事 にな るの で は。

ロセ ロセ シチ … ……細 か い性格 に、 落ち着 きの な い生 活 環 境 。

ゴ ビン トグチ …… ………… …前座敷 の戸 日 、昔 の農 家 の 玄 聞 口。

コセニ ャッ カエ … ……小 さ な支 出を 弁えて 、 多取 りで 小 使 う。

ヨゼ マ ッチ ……集 ま って 、 積 み上 げた残 り物 、仕事 が 残 って。

コゼ ム リャー…… …集 めて み る と多 くな る、 時 時 の整 理 が肝 心 。

コゼ ヮシイ… … …二 月蝿 い よ うな、慌 た だ しい。

コセ ニ ャョ コェ …越 せ な い な ら小 休止 、余 裕 も。

コ ゼキ ク… …細 心 の注意 力 、器 用人 、何 で も屋 。

コセ クル… … 口を挟 む、 す ぐ意 見を差 しは さむ。

コセ ロセー常 に こそ こそ して い る、落 ち着 きが。

コセ タニー越 せ たの に、 越 せ ま したか、 上出来。

コゼアツメチ………一緒 に集めて、整理整頓 は危害予防 に も。
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こ  ヨソコ ソ… ……… …うろ うろ して 、ち ょろ ち ょろ して 目ざわ り。

コソツ トー・静 か に、 抜 き足 忍 び足 、物 静 か に、 油 断 は な らぬ。

コソガキ ャー動 きの 早 いが 、悪 坊主 に ゃ用 心 、 い たず ら用心。

ゴ ソゴ ソイ ング……… ……慌 て て帰 った、 いつ の間 に か帰 った。

コ ソズル … … …結構 悪 坊 主 、 見か け に よ らぬ 、 油 断 は な らぬ。

ヨ ソバ イ ー ー……刺激 され て 面 はず か しい、触 られ て 気 持 悪 く。

コ ソ ウ ドツ ー越 す よ うだか ら、越 す か も知 れ な い、越 す か も。

コ ンカ ン………………越 す か も知 れ な い、越 す に決 ま つて い る。

コ ノ`ドチ…越 す よ うだ か ら、す ぐ越 しモ うだか ら、 越 す 直前。

コ ソモ ンナ ラー……越 す とす れ ば、越 す な ら大変 、越 した な ら,

ヨタエ ンー……持 ち きれ な いか 、待 ちきれ な いか 、 我 1,野 の限界。

ゴタ ゴ タ… …騒動 が持 ち 上が つて 、荒 々 しい雰 |「綴気 、騒然 と。

コダカ リャ… …子 ど もが 多 くな って 、子 た くさん の よ い家庭 。
コタチヘ ー レ…………… … こたつ に入 った ら、 こたつ にお入 り。

コダ ネ ン ヒ トマキ ー ………不 合理 な子供 が 、倫 理 に違 反 す れ ば。

コダ カ シイ … ……………結 構 馬 力 を だ して 、生意 気 な振 る舞 い。

コダ クル ー枝 を切 って 整 理 す る、 ざつ な材 本 を こ じん ま りと。
コダ シ ン… …… …・…少 しず つ 小 分 け して 、使 う分 だ け縮 して。
コタユ ル…… … ……体 に抵 抗 が 、疲 れが 残 つて 、 1;バ ビ リ必 要。

コグ シンソベ …………_少 しず つ 分 けて い る側 に、 分 配 の側 で。

コグス ノキ ……・……小 さ く分 ける側で、分配す るそばで加勢。
ヨダ レ…… 本陰 にな って、本のかげで作物 に被害 も。
コ手 ンコチ ン・……………固 くなって、緊張のあま り萎縮 して。
ゴチ ヨゴチ ヨ…………・……ば らば らに整理 したので、種 々雑多。
コチカルー……………こち らか ら、 こち らの方か ら、手前か ら。
ヨチユー………銀を貸 して、鐘を借 りたいが、襲 を使 わせて。
コチベラー…………こち ら側 に、 こち らの方 に、 こち らの面に。
コチ ンハ ト……… こっちの面を、 こち ら側 の、 こち らの方向。
コツチキ ~…………… こち らにお いで、 こっちにい らっ しゃい。
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コッ ッ リハ ゲ チ…… ……つ きかか つて 傷がつ いた、傷 が は げて 。

コ ッチベ ラー…… … こ́ちに側の 、 こち らの 面、 こち らの方 向 。

ゴ ッ ト_一… ……… … …陶器製 の戸 車、雨戸 な ど に使 って いた 。

コ ッチズ リ……… … … こち らに向 か って 、 こ つち に来 るよ う。

コ ッチ ドリ'一… …こち に ら来 るよ う、 こち らに向 か った よ う。

コ ッチ ドマ …… こち ら側 は、 こち らの方 向は、 うちの ほ うはり 、

コッ チガ … …… こち らが 、私 の ほ うが 、手前 が 、 こち ら側 が 。

コッ カ ルガ ……… こ こか らが 、 こ こが境 、 こ こか らが正 念 場 。

コ ック リガ …… … ぅた た寝 が、 っい うっか り して 、 油 断 して 。

ゴッ ゴ ッ ー… … 動 き [口]っ て 、 うる さ く動 く、用 事 もな いの に ,

コッ コ ッ ………確実 に、 賢明 に、用 心 深 い性格 、 慌 て ず動 ぜ ダ。

コ プ` リオ・―チ ー・・一・`… …ぶ つ つ́か りあ つて、 [攘 会 いが しら :こ 。

ゴ ッソ ゥ…・ごち そ うさ ま、湯 には い る、心 くば り、接 待 され て 。

食 べ物 だ けで は な くて も 感謝 の き もち の  お礼 に

使 う場 合 も多 い。 貰 い湯 の ば あ い も『 い っぱ い貸 し

ち ょ くれ 』 と ことわ つ て入 り 出 た ら『 ご っそ ん

な りま した』 と 感 謝 の気 持 ち で言 う。 た とえ 貧 l_

くと も 心 が豊 かで あれ ば  どん な に幸 せ か。

コテキ ギ ンー………器 用 人 で何 で もこなす 、何 で も取 り組 め る。

ゴチ シ ンノ…怠 け者 の 、の ろ ま な性 格 、 火急 に は間 に合 わ ぬ 。

】 ギ ンツ ウ…小 さ な 田ん ば、狭 い畑 、小 さい こ とに いろ い ろ。

コテサ キ ャ・… …… … … ……手先 の仕 事は万能 、 器 用 なの だが 。

コデ リャ コマル… …文 旬が多 いわ りには動 きが 、愚 痴 が 多 い。

ゴテ シ ンナ … ………… …怠慢 な性 格 、 日は効 いて も動 きが鈍 い。

コ テサ キ ャ…………手 先 は器 用 なマ 万 能 、繊細 な手 法 ん持 ち主 。

コデマ チ ャー‐小さな田んぼは、狭 い畑 は、小 さ くて も米 の粉。

ゴチカルー・……文句が多 くて手 は止 まってい る、愚痴が多 い。

コテ クル ー…………文句 が一言多 い、文旬の割 に ゃ手が動かぬ。

コテ コテ……調子が いいが、持 ち上げ上手 も、迷惑か けす ぎ。
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こ  」

コ

コ

コ

ゴ

ゴ

ゴ

ヨ

ヨ

コ

トノー ジ… ……… …ぃ ぃ按 配 に大 事 なな くて 、何 事 もな くて 。

トコ ト ……… …静 か な リズ ム の音 、不思 議 な音 が 聞 こえ て 。

トンゴ ツ……大 げ さに言 い張 って 、 そん な に言 う と信 用 が 。

トンコ トン…… ………… リズ ム正 しい音 階 、 何 の音 だ ろ うか 。

トツ ト……… …………不気 味 な音 が して 、 大 きな音 に不 安 が 。

トンゴ トン……… ……騒 々 しい音 に、不気 味 な音 に び っ くり。

トツ トン……… ……少 しの 不 安 も聞 か な いが 、 家庭 111満 の証 。

ドリ… … もちつ きの相 手 役 、餅 つ きで杵 が 上 の 時餅 を 回 す 。

トンネ ー ゴツ… …何 事 もなか った ょ うに 、無事 だ った ょ う。

ドキ ジー…… … ……子供 の 時 間 に、 授乳 の 時 間 に な った の で 。

コ トシヤ ヒ ドシ………今年 は千 ばつのよ うで、実 りが不安 に。

コ トトシダイ ジヤ………話の都 合では、内容 によ っては問題 .

ゴ トキ………食事 の時間で、食事 について ください、食事友。

ゴ トク…鉄製の生 活用具で  5つ の使 い前が あ ると も言 う。仮

に使えば 鍋をかけて煮 る、温め る、焼 く、沸かす。、

この他 に 網をか けて焼 く、沸か した蒸気で蒸す、 な

どの使 い勝手が よい。 古 くか ら焚 き火の 上に 鍋 など

を使 って料理、乾燥、 などで人間の生活か 保たれて

きたのでは。鉄文化が もた らした 英知 ア イデアは

今 も高度 に使われてい る。

ヨ トワキ ヤ………理屈 は詳 しく話 して、内容説明。

コナゴナ ジ……微塵 に壊れて、散 らば って しまい。

ヨナイダ ン…………、この前 の、以 前話 した続 きは.、
ヨナ シテ ン……ぃ じめて も、仲 間 はずれに して も。

ヨナサニ ャ……………苛め なぃ と、 ぃ じめ るといつか 自分が。
コナサ レチ…………苛め られて今 に見ておれ、我慢 の幸 さが 。
ゴナ ンギ ナ…………難儀 な 目にあ って気の毒 、大丈夫ですか。
コナス ク シー苛 め る癬 に痛 みを知 らず、人 の痛みを知 る勇気 。
ヨナゴナニー微醸 に壊れて、元 に戻 らぬ悔 しさ、全滅 にな る。
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こ ヨニ クラ シュ ウ…… ……憎 ら しいが愛 ら しい、生 意気 さか り。

コニ モヤ ラ ン ジ…… …… …子供 に もあげ な い で、子 供 の分 まで 。

コニ コスオ シイ ー … 子供 に こそ教 えて、 子 供 の躾 よ り親 が 先 。
コニ デ ン…‐……子 供 にで も、子 供 こそ大 事 だか ら、 子供 が 先 。
コニキ シー…子 供 に着せ て、子供 に似 合 うか ら。 子 供 に よ い。
コニ ケー チ ャル ー子 供 に貸 して あ げ る、 子 供 が 持 って帰 った。
コニ クタ リー ー生 意 気 な索振 りが おか しい、 それ も愛 ら しい。
コニ ンオ ヤニ ン…子 供 に も親 に も、親子 に別 けて あ げ るか ら。
コ ヌス ト… … 出来 心 な泥棒 、安 易 な盗 み だ が 、根 絶 しな い と。
コ ヌ ンナ イ ィ ガ …… ………… こね て もよ いが 、 手加 減 が難 しい。

コ ヌカサ ンゴ ウ……‐…… ……粉糠 三 合 あれ ば 、 婿 養 子 の厳 しさ。
コ メカア リャー・… …粉糠 が あ った な ら、 貧 しさが 厳 しい時代 。
コ ヌル ゾベ ……… … …こね て い るそば に、見 真 似 か 盗 み技 法 か。
コ ヌルネキ ………。… …こね て い る側 で じっ と見 て 、覚 え たか な。
コ ヌ クモ ル … …・′Iソ じ暖 ま るよ うな、 ゃ っと温 か くな った感 触 。
コ ヌル ンカ … … こね ます か、何 の ご馳走 が 出来 るか 、技術 が 。
■ ヌケ 一ヽマ メル … … …粉 糠 に まみ れて、糠 化 粧 もよ く似合 う。
コ メー ドデ…… … ………こね よ うか と思 ,́て 、 お手 際 の よ さを 。
コ ネ リャー……・―…こね て ぃ る後 は 、生地 が で きたか ら本 番 に。
コ ネテ ン…… … … … こね て いて も、気 に入 った ょ ぅな生地 が 。

〕 ネ シヨ……… … … … …こね て仕 上 げ る、 旨 くこね た ら本 番 に。
コネ マユ ー チ…… … … ……こねて こねて次 は 、 練 習 で も難 しい。
コネ タナ ……… … … …・こね て 出来 たのは 、少 し寝 か せ て次 に。
コネ カ ……… …… … … .小 さな猫 は 、子猫 は ど こに行 ったか な。
コネ チ ヨキ ヤ……… … … … …こね て お けば誰 で も延 ば せ るか ら。
コネ ク リャ………1~ね 回 した生 地 は 旨 く :´会くか な、生 地 作 りは。
コネ ノニ … … … … こね てす ぐで は 、 しば ら く寝 か せ たが ょ ぃ。
コ ノ ミガア ッチ ……… …好 き嫌 いが ぁ るの で 、 人 の好 み は至 難 。
コ ノ ミュ イェ … …………好 みを言 いな さい、 好 き嫌 い は早 め に。
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こ コ ノマ ンマ ニ … この ま ま に、 そ っと して 置 いて 、 自然 に して。

コ ノムキ … … …… この ままに、 そ っ と して 置 く、 この状 態 で。

コ ノソベ … …子 ど もの 側 に 、 この物 の側 に、 この側 に何 か を 。

コ ノモ リャ ヒ ジ… … … … 子守 は苦労 す る、 子 守 は大 変 な仕事 .

コ ノ ンジキ タキ… …好 き勝 手 に来 たの で 、希 望 して来 たか ら。

コ ノキ リュ こ……… … ……の布 を 、 この仕 事の 区 切 りを して は。

コ ノモ ウ ト…… ………好 む こ とで 、好 ま な くて も、好 き嫌 いは。

コバ ラ ン… ……… …少 しお腹 が 空 いたの で 、 間 食 は ど うです か。

コバ ラ ミュ…… ‐…妊 娠 したの で、赤 ち ゃん に恵 まれ て 、受胎 。

コバ ロヤ ンナ ア … … ……・少 し食 べ て お いて 、 お茶受 けに一 口。

コバ ケ………………・憎 たれ 日を言 う、人の嫌 うことを平気で。

コバケ シチ…………生意気 な態度 の、勝手気 ままな発 言をす る。

コバエ………動 きが早 い性格、早 さが取 り柄 、す ぐ間 に合 う。

コビリュー……………休憩 のお茶 に して、間食で腹 た しに して。

コ ビカ リュ………小 さな [liし 合 いの食事、割 り勘の楽 しみ会。

コ ビキ……………大 きな鋸 でわ く仕事 、材本の大割を鋸です る。

コ ビック リ…………瞬間吃驚。 製材所 のなか った時代 には

コ ビツチ ヨ…………小 さな体格。 足場を作 って大 きな 材料

コ ビ~チ …………… こぼ して。 を鋸 で割 く仕事があ って

コ ビツチ…………………削 って。 コ ビキサ ンと呼んでいた。

コ ビル… …̈Ⅲ農家が長 い時間の仕事の中間 に簡単 な食べ物を。
コ ビキ ヤ …̈・木割 りを鋸 です る人は、製材所 の役 目をす る人。

コプダラケ……… こぶが 出来 た表情、転んで叩かれて作 った。

コプラ ンカ………噛みつ いて食べ る表情、大胆 に こぶ るつ く。
コプ リメー…… こぶ らず に上品 に、歯が悪 いか ら無理 しない。
コプ ツチ………… こぶ つて たべ る醍醐 味、独特 な食感がある。

コプタンガ… こぶが 出来て恥ずか しい、転ん だのでみやげに。
コプカ ン……………………… こぶか も、転んだ時 に打 ったので。

コプヨブ…………凸凹 になった形態、不揃 いな見かけの悪 い。
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コ ビキ …木挽のことで製材所が発達 してなか った頃 大鋸で

製材す る人たち。材木屋 に雇われて共同で働 く例が

多 く 棟梁 が世話 を して いた。柱や板にわ いて運 び

出す手法が多か つたが 庭先 まで運 びだ して わ く

仕事 も見か けた。大 きな鋸 を『 おか』 と も呼び そ

の鋸で挽 いて出た屑 を『 おか くず』 と 言 い現在 も

使われて いる。庭先 で大 きな材木 に乗 って 挽 く様

は男 らしさが 浮世絵 のよ うだ った。

コベベ ー小 さな牛 の子 、 出来 た ばか りの牛 の 子 、 小 さ な着物 。

ヨベ リチー チー……… … ぴ った り く っつ いて 、真 剣 に密 着 して 。

本当に下手で、お粗末 な振 る舞 いで。
]ベ ツ ーーー ー小 さな場 所 、 ち い さな物 、小 さな面 、小 さな傷 。

ゴボ ゴボ ー ーー 水 に沈 む有様 、水 を 入 れ る と空気 が 浮 き出す 。

コボ シチ ョル …… こぼ して 行儀 が悪 い、落 と して始 末 が 悪 い。

コボ シチ …… ^こ ぼ す 、落 と して滲 み 出 る、 落 と して散 らば る。

コボル リャ……流 れ 出 ると、散 らば って しま うと、溢 れ 出 る。

コボ レテ ン…………… こばれ て も、流 れ 出て も、 散 らば って も。

コボス ター…………・… こぼ しな さん な、 散 らば らさ な い ょ ぅに。

ヨボルル ド…Ⅲ………こぼ して汚 して は、散 らば って迷惑では。
コボク レー小 さな木片、小 さ くな った断片、小 さい雑多 な物。
コボサニ ヤ…………………… こぼ さないと、散 らば らせ ないと。
コボ レチ……………………散 らして、 2:撻 れでて、周囲 に迷惑を。
コマゴマ シチ………精密 な道具 にな って いる、説明を読んで。
コマガ クル…………種馬が回 つて くる、発情時期の種付 け馬。
コマカキ ュツクロェ ……壇根 の修理 を しないと、補修管理が。
コマラ ンデ ン…… 国ヽ らな くて も用事 はあ る もの、即応体制を。
コマル ゴタ リャ…困 るょ うな ら応援 を、相身互 いの互助精神。
コマワ リャ………些細 な織細 さが役立つ、急 ぎは遠回 りで も。
コマ シャク レチ…………小 さいわ りには過度成長、大人 びた子 .

コベ タ ジ………
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こ コマ カ ケ … …馬 が 下 り坂で 道 か ら飛 び お りな い よ うに :L手 を。

コマ ンナ ーー ‐困 るの は、困 って迷 惑 に な る、迷惑 か けて ご免ぅ

ゴ ミマ ミ リ・一ごみ に まみ れ て 、汚 れ て しま って 、汚 れ が 酷 く。

ゴ ミャ… … ごみ は 、 ごみ の 始末 を 早 く しな い と、 ごみ を 始末 。

ゴ ミゴ ミ・一 ―一 ―・雑 多 に混 み 合 って 、整 理 整 頓 を しな い と ,

ゴ ミンイ イ ナーー……歌 声 が なか なか L手 で 、発 生 が 堂 に居 る。

ゴ ミヤキ ュー ごみ を焼却 して、不 衛 生 は病 気 の 元 、 火 の用心 。

コ ミュ ウツ ク………… …米 つ きす る、精 米 所 の爽 や か な リズム。

コ ミュオ サ ミ‐…米 の人庫 を、小作 米 の納 め込 み 、米 で納 め る。

コ ミノニ ー込 ん だ ば っか りなの に、 や っと平 穏 に な ったの に。

]ミ セ ン…柱 のつ な ぎ [」 を 本 の 栓 で つ な ぐ、つ な き日の固定 。

]ム ゴ ク リ ャ・… … … … …混 む よ うな ら、 混 む な ら別 の道 路 を .

ゴム ジュ ウ ジーー・ゴムの力 で飛 ばす 遊 び鉄 砲 、 子供 の 自家製 。

コム ナ ワ リーー ーー ーー…・混 む よ うで は困 る、混 ま な い企 画 を 。

コム ンカ … … …… ………混 む よ うで は、 混 む の な ら別 の方 法 を 。

■ムゲ チ ー担 ぎ挙 げて 、担 いで運 ぶ 方 法 、担 いで上 にあ げ る。

ゴム リャユ ウチ…… …・無 理 を 言 って恐 縮 です 、無 理 を承 知 で。

コム リャ ……入 れ て しまえ ば 、思 いが lF驚 じると思 う。

コメ ミサ チ ンゴ…米 味噌 は お手 の物 、米 味 噌 な ら食 い延 ばす 。

コ メグ レ…米 くらいな らば、米 で ょ けれ ば 、米 な らいつ で も。

コ メダキ ャ・…米 だ けは なん とか 、米 な ら任 せ て 、米 は手 の物 。

コメ ンデ ケア キ ー米 の取 り入 れ が 済 ん だ 、 取 り入 れ おわ った。

コメチ ナ ンボ …… ……い っさ いふ くめ て幾 ら、全部 で ど うで す 。

コメ ジ ャキー米 だか ら後 は なん とか 、米 さえ あれ ば なん とか。

コ メル リャ・… … …込 め られ るな ら、込 め たの な ら、込 め れ は。

込 め た ば っか り に 、 込 め た ま で は よ い が 。

ヨモ ヨバ ニ ャーー…… …子 供 も呼 ば な い と、子 供 を 呼ぶ 勇気 が 。

ロモ リュ…… ……… …子守 を して も ら う、子 守 を して あげ よ う。

コモ ウ ッチ ー……コモ打 って お けば先 が 楽 しみ 、 こま うち半 作 。

コ メ ノ ニ
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こ コモ リャ ヒ ジイー 子守 は 大変 だ けれ ど、子 守 に は 責任 もあ る .

コモ ッチ ノヤ… …煙 りが 充満 して、湿気 が 家 の 中 に た ま って。

コモ レクカ ン……落 ちて しま ったか も、途 中か ら落 ちたか も.

コモ ッチ ョル …… ……煙 りが た ちこめて い る、家 か ら出 ないで。

コモ ッタキ・……入 った ま まにな ってい るの で、様 子を 見て は。

ゴモ クナ ラ ビュー ーー ー囲碁 を して い る、囲碁 の 対 局 が あ る。

コモ ラ レチ… … …入 った ままにな って い るので 、 出て こな い。

コモ カル イ・……薦 を持 参 して作 業 を 、薦 を 背負 う と蠅 防御 に。

コモ チ ャー子供 持 ち な らば、 卵 を抱 いて い る虫 、 子供 が い る。

■モ ッチ ン… こ も った ま まにな って も、効 果が あ るのか疑 問。

コヤ ンカ ゲ ジー小屋 ん 影 じなん じゃろ ぅ、若 い しん 楽 しみ か。

コ ヤカマ ンイ…五 月蝿 いか ら、静 か に しな い と、 同 じ!1調 ん 。

コャ シュツカ I‐ … Ⅲ…肥 や しを有 効 に使 う、何 事 も使 い様 で。

コヤオ ウ・一一少 し静 か に して は、落 ち着 い て静 か に、 軟弱 に。

コユ マ ケー肥 や しを撒 いて、追 懸巴が効 果 を あ げ る 、適 期追 肥 。

コュ ル トン…肥 え るの は考 え物 、肥 え て は美容 に もよ くな い。

コユ ンナ ー肥 え な くて も、太 るの は考 え物 、肥 え な い正 面を .

コユ リッ ト…… …… …・ゆ つ くり して いて 、楽 に楽 しみ 時間 を。

コュ ダ シャボ ン…肥 や し出 しす れ ば盆の 区 切 り、 区 切 り仕 事 。

コユ ー トン… ……太 って も苦 にな らな い、肥 え て もよ いか ら.

コ ョキ ー タキ ー肥 や しが 効 いた よ うで 、肥 や しの 効 果 、肥 倍 。

コ ョコイスル …… ち ょ こ っと休 む、少 し休 憩 して は 、一体 み。

ゴ ヨ ウネエ ー用 事 は な いですか 、用事が あ るな ら、 使 いの序 。

Jヨ セ チ・一 ―ひ と所 に集 めて、片 隅 に集 め て整 理 、 整理整 頓。

コワ ヒ トリジ…… …… … … …子供 は 一人です 、 一人 っ liで す が 。

コ ワメ シ ャ… ………… …お こわで す が 、モ チ ヨメ入 りの祝 い飯 。

コ フ リャス ンダ……小 さ く割 る仕 事 は済 ん だ、分 散 す る仕事 。

コ ワキ ンマ チ ボ I卜…… …隠 した内緒 金 、 内緒 に して いたの に。

コ ン…… この 、 この 人 は、 この品物 は、 この ひ と た ち よ り も。
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こ 1■ ラ レ ンカ… …… 来 られ ます か 、 米 て くれ ます か 、 来 ます か。

コラル リャー こ られ るな ら、来 て くれ ま ケか、 来 て くれ た ら。

「
1ラ エ ジ ョウネー我 慢強 い性 格 、耐 え忍 ぶ心 意 気 、頑 張 れ る。

■ ラ レタ ンカ……………我慢 した の か 、 よ く耐 え て くれ ま した。

コラ チ ャダ レカ… … こ らとは誰 に言 うのです か 、礼 儀言 葉 を 。

ゴ ラ ネ コ ンワヤ クー ま ぐれ 猫 の悪 戯 、飼 い主 の無 い稚 に用心 。

コラエ チ ー… …・…我 慢す る、 耐 え忍 ぶ 、関 わ らな いの も上等 .

コ リャマ ァ… …… これ は ま ぁなん と、予 想 とは 異 な るけれ ど。

_1リ カ タマ ッチ… … …頑 固 一 徹 な性 格 、 よさ は あ るが 変哲 な。

IIリ ュマ ァ…… これ を です か 、 これ で い いの です か 、難 間 で 。

ゴ リオ ンュ……… …・強 引 な取 引 、押 しの 一手が 思わ ぬ結 果 に。

二|リ ュヤル ……… これ を あ げ ます か ら、 これ を あ げ ま しょ う。

コ リガ トブー…… …… …凝 りが 快 方 に 向か った、 回復 の兆 しに。

コ リグ レー…… … …凝 りと油 断 は禁 物 、専 門 の治 療 が 効 果 あ り。

コ リチ ョケ・…殺 して お けば 、殺 生 は よ く考 え て 、即 決 は問題 .

コ リンコ リン… … …
:r壼 ま った状 態 に、 さて どん な手法 で解 決 〔)

ヨ リェモ ラ ェー…… …これを 頂 い た ら、 頂戴 す れ ば い いの で は。

コ ルモ ラ ウーー… … …これ を 頂 き ま す、 これが 気 に い ったの で 。

コ ルカル ー タ… … これを担 ぎ ます 、 これ が よ いの で担 ざ ま 夕。

コル カ ンシ レン… …凝 るか も知 れ な い趣 味、 気 に い った結 果 。

コル ナ~7ハ レ… …凝 るの な ら張 った ら、凝 るよ うな ら早 め の .

.ぶ_′ 、不 ぃ ′ ふ た   こ■ 2ぅ 率 キ́ 、十
´

士
=半tム、′υ ヽ マ 'も

'′
V r,、  千ム ′υ ヽ /ヽ ノ、 ノヽ o

コルゴタ リャ…………………凝 るよ うな ら、凝 りす ぎた ら用心を。

コルー シヨ…これを使 った ら、 これを利用 して、 これが最良゛

コ レカル ド………… これか らですか ら、 これ は始 まりです よ。

コ レンノカ……来 られないのですか、来 られず に残念 ですが .

コ レメーヽガ… 一ヽ来 られないのですか 、やは り来れないですか。

コ レルルナ… …… ……来 られ るの な ら、来れ るよ うで した ら。

〕 レテ ン………来 られて も、来て くれて も、留守 に しますが。

a rl -...- -'^),- rl .4 lV / J tV - -'
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こ コ レグ レーーカ ラ … この く らいか らな ら、 こん な場 合か らな ら。

r■ レ ミタカー それ み な さいや は り、言 った て しょうこの通 り。

コ レコ レ… これ なの です よ、 この ょ うな時 の 為 に、 これ で す 。

ョ レ ドマ……… これ な どは、 この場合 は 、 こん な時 に な って 。

ヨ ロガ シ ャ…転 が した な ら、転 が してみ れ ば 、転 が るよ うに。

コ ロゲマ ワ ツチ ー……よ ほ どおか しいのか 、 よ ほ ど腹痛 なの か。

コ ロガ ッチ・一 一・転 が って、転 が るよ うな、転 が って い ます 。

ヨ 曰ガ リャー転 が れ ば、 転 が るか ら満点 、転 が らな い と不 J:2。

ゴ ロゴ ロ……車 の つ いた物 が 、手作 りの 遊 び道 具 、 車 の 音が 。

コ ロガル カ ン… …転 が るか も、転 が らな い と、転 が って こそ。

ゴ ロ

コ ロ

コ ン

コ ン

コ ン

コ ン

コ ン

ゴ ン

コ ン

IIン

マ ワ

ッ ト

ダカ

メ ー

ノ ン

コ ン

II・ ・
ヽ

ゴ ‐`…

ク リ

ニ ヤ

ン

‐
フ

ヤ

カ ア

………ごろ こっ音 を

― す っか り、 う ―
)

―・… …今度 か らは

・一一小 さい、.け ち

・̈ この 上無 く、 こ

… 十分 に、念 入 り

… …漬 け広 た く

一 それ は あ ま りに

この くらい な ら、

…ヽ… こん に ゃ くは

出 して動 く、車 を 押 して遊 ぶ 。

か り、 悪 ιノ
｀
ιデは な いが 、 志、却 。

、 この次 か らは、 今後 一切 に。

ん ぼ う、細 か な性 格 、 辛抱 家 .

れ以 上は な い よ うな、 と て も。

に諭 して 、 湧 水 の姿 、咳 の 音 。

あん、雪 降 りの状 況 、 この 子 。

も、 とて も信 じられ な い行 い。

これ ぐらい よ いか 、許 容 範 囲 。

、裏 表が あ っては 、表裏 一体 c

コ ンダ ンコ ドマ …… …… …今度 の子 供 は、今 度 は娘 か男 の 子 か て,

コ ンク レヮー ーー・この く らいは、 ここまで は 、 この線 まで は。

コ ンモ デ ン……小 さ くと も米 の粉 ダ ンゴ、 ち い さ いか らで は。

コ ンコ ロモ チ… … … …心 持 ちの よ い喜 び、 快 感 、 嬉 しい祝 杯 。

コ ンモ ジー小 さ くて 、小 さ くと も役割が 、 不 要物 は ない世 界 。

コ ンシャ… この 人 は、 この人 た ちは 、 この 人 に は それ な りの。

コ ンジ ョソコ ラ… め った に人物 、品物 、 知 識 人 、 同僚 、仲 間。

コ ンゲ ンネ ェー この上 無 い、無類 な 、素 晴 ら しい、心 豊 か な。

コ ン… この よ うな 、 この人 の よ うに、 こん な物 の 、無 類 な品 。
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姫 隠 しの悲 しい物 語

上 石合ん 山 の奥 に姫 の霊 が  そ っと葬 られ ち ょる。 源氏 に敗 れた

平 家 ん落人 た ちが  逃 げ延 び こ こ まで辿 りち ― たが  遂 に亡 くな っ

て 惜 しまれ た。高 貴 な姫 で あ ったの だろ う 朱 漬 けに しち棺 に納 め

埋 葬 。 身 の回 りの宝 物 なん か も 合 わせ ち そ こに納 め た。 小 高 い山

に は地 区の墓 地 が あ るが  そん 奥 ま った――角 に姫 は 今 も眠 っち ょ

る との事。

そん墓標 に ゃ文字があ った じゃろ うが  1昔 しいかな長 ぇ年月に

文字 も読む こた ぁ難 しい。 さ らに一段高 ぇ所 に も 同 じょ うな石塔

が あるき も しかす りゃ姫ん墓 は ここか も 知れんの じゃが詳 しい

事 は 今は謎 に包 まれた ままにな っちょる。地域ん人 たちが以前に

そん 基標ん側を本 の棒 じ突 いち見た。

1000年 も昔 ん事 とな り ゃ 果 た して ど うか は決 め られ んが

何 か に当た っち コ ツ コツ と 反 響 ん 音が 伝 わ るよ うな そ げ な気持

ち に な るのん  ま るで姫 が 呼 びか け ち ;囁 くよ うな思 い も伝 わ る。

人 ん魂 は何年 11量 ぎた と して も 心 あ るな らば 人 に は伝 わ る もの。 ま

して や人事 に され て い る人 た ち に 何 か お礼 を 、思 いは ゆ う解 る。

ここの石塔 は全部が東向 きに 普通は西 か南 に向 くもの じゃが

故郷を忍ぶ心 くば りか ら そ うした優 しい心 つか いは 無性 に涙を

誘 うように も感 じられ るが。 それ に風習 と して は金の 掃除は 7日

頃 にす るん じゃが  お参 りは 13日 じゃの う じ 14日 にす るち言

うん も そ っと忍んで参 るか らじゃろう。

それ に盆に ゃ灯 も『 と もさん ごつ な っち ょる』 ち 聞 くと哀れ と

も思えてな らない。 それだ け地域 の人たちに 迷惑か けまいとす る

藩人の 毅然 と した心の持 ち方 も かいま見 られ るるごたる。
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優 しい里 の 人 たちが いつ も 気を使 い なが ら影 か らそ っ と支 え

見守 った 昔 の物語 じゃが戦 乱 の 時 代 に負 ける事 の 厳 しい宿 命

:ま  こ こだ け じゃの ぅ じ そん 頃 は お そ ら く九州 各 地 に  あ った

ん じゃなか ろ うか。 そ こ じ厳 しい暮 ら しを続 けち  :地 域 ん 人 た ち

の中 に溶 け こむ 試練 を 味 わ ったん じゃろ う。

そん ま ま そ こ じ消えて しま う人 た ち  また一方 じゃ人 事 に され

ち そ こ じ無 事 平穏 な イ ノチキ も 約 束 され た人 た ち。 苦 労 を乗

り越 え て定 着 した人 た ち。思 わ ぬ支 援 で 今 も恵 まれ た  そ げ な人

た ち もあ るん も 腱の 中 で は運 もあ るが  巡 り会 わ せ た 人 たち と

の  縁 もあ ったん じ ゃろ う。 よ く言 う一 期 一会 くイ チ ゴイ チエ》

まさ に  素 晴 ら しい百葉 じゃなか ろ うか 。

それ は『 人 間 は一度 き りか も しれ な い』 が  そん 一 回 を 大 事 に

す る事 が  又 思 わぬ場 所 での出会 い もあ る』 か ら 大 事 にす るか

粗 末 に した か は その 時 に答 え も出 る もの。

☆  方 言 説 明

朱漬け・―朱 に漬けてお くと 腐敗 しな い殺菌作用で  水久 にそ

の ものが保存 出来 る。す りゃ一す ると。 な っち ょる一

な って い る。 なりゃ…なれば。 そげな一そんな。 られんが… ら

れ ないが。 ゆ う…よ く。 じやが一ですがoじ ゃの う じ・―ではな

くて。 じゃろ う…・で しよう。 と もさん ごつ…と もさないよう。

の うじ…な くて。 シノチキー生活。 あ ったん じゃろ う一あ った

ので しょうゅ きりかん …その時だけか も。

思 わぬ場所で 出会 う事 もあるんが 人生 なのです 。お礼 もそ こ

のけに会 って も 知 らぬふ りす る人があ る。がいつ か どこかで又

世話 にな らないとも 限 らないんが人生 なのです。 お礼 や挨拶 は

笑顔で それが人間には得 な 生 き方人生 と思 います。
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一荷和尚 との力 くらべ

熊本城下 じ一番力 自慢 の さむ らいが一荷和尚ん 評判 ぬ聞 いち

『我が領内ん野津原 ぃ そげな凄 い僧侶 が おるた ぁ誠 ち頼 も しい

。 いっぺん  『 力 くらべ しちみて ぇもん じゃ』 ち わ ざわざ遠 い道

の りゅう 旅 しち地福寺 ぅ尋 ね ち来 た。 和尚は とでん 喜 くうじ

そん さむ らいを  もて な しま した。

そ しちそん 力 くらべ じゃが  二人 じ相 談 した アゲ ク に  i´ しっペ

い』 ち言 うや りか た じ 勝 負 す る こち な った。 Fし っぺ い』 ち言 う

な ぁ ひ とさ し指 と中指 ぅ そ ろえ ち相 手 ん手 の 甲 を打 ち 強 か っ

た方が 勝 ち に な るち 決 ま りま した。 こ りゃ一面 白 い どち そげ な

話 ぅ問 いた近 所 ん 人 た ちが 集 ま っち来 た。

は じめ に熊 本 ん さな らいが  :先 に打 つ こち な った。 なん さま こげ

な場 じ  『 し っべい』 をす るなん か  :珍 しい二人 だ け に ち っとは

緊 張 しち ょる ごた る。 窓 ん外 か る飛 ん じ来 た 鉢 が ぐる り ゅ飛 ぶ き

『 ふ ん と も ぅこげ な時 ぃ』 ち 気持 ち が 落 ち着 か ん 。 見物 しよ る

しもち ょい と 一息つ く間 が 出来 た。

和尚は机ん上に 側にあ った丸石をお くと 自分の手をそん上 に

おきました。『 じゃご免」 ち さな らいは 2本 の指 に 息をふ っか

けち 和尚ん手の甲に 力 いっぱい打ちま した。熊本 きってん力 も

ち じゃき どげなったかな……和尚ん手 は腫れ上が り 黒 ぅなっち

しまいま した。さぁこんだ和尚ん番です。

さむ らいは石ん上に手を 表 し出 しま した。和尚は『 じゃご免』

ち右手を振 り上 げち 今 に も振 り下 ろす ち 思 うと何気 の ぅ和尚ん

目を 覗 き くうだ ら なん とそ こに ゃ仏様ん 姿が見 えたんです。

ハ ッと しち さむ らいは手を引 っ込めた  とそん時 こJゃ つた 和 尚

に二本指 は 侍ん手の下 にあ った丸石 を 打ちすえ ち 8つ に 割 れ

ち よつた。 そ しち飛び散 りま した。
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和 尚 は ニ ッコ リと さむ らいは タマガ ッチ シモ ヮ手 r腰 を抜 か

しち しも ぅた。 じ ゃ もん じゃき 力 比べを 中 し込 ん だ無礼 を  詫

び ち決 ま り悪 そ うに  コ ソコ ソと寺 か ら lLち 行 っち しもうた。

和 尚 も丁寧 に見送 っち  『 あ ぁ久 しぶ りに力 が 入 った』 ち 嬉 し

そ う じゃつ た。

自慢 もいいけん ど 相手ん本当ん力が  どん くれかは解 らん も

ん じゃき 勝手 に 自分の力を 鵜呑み しち ゃ相 手に 迷惑 もか け

失礼 にな っち しま う。 ひ ょいとす りゃ『 うぬばれ はいけない こと

です よ』 と 無言 の諭 しを しち くれたんかん知れ ない。 これが

『 しんぺ い』 じ よか ったが もし 真剣勝負 じゃつ た らな ぇ。

一 荷和 尚ん逸 話 は い くつ もあ るが  どん 一 つ に も相手 ん気 持 ち

いつ も 大事 に しち ょる。 そ りゃ僧 侶 ん立 場 もあ るが  それ 以 上

に 人間 と しち 守 るべ き心 が あ るん じゃ なか ろ うか。 さむ らい

も帰 り道 み ち じ 反 省 しなが ら自分 がん  なん と幼稚 な考 え ち

悔 や ん だん じゃろ う。

茶 店 じお茶を よ ば れ ち そ ろ そ ろ帰 ろ うち 思 い よ った ら顔 を

しか め た 旅 人 が 側 に座 り くうだ。 『 ど う したん で 』『 ち っ と腹

痛 ん ごた っち』『 そ り ゃ大変 じゃろ う 持 ち合 わ せん薬 が あ る き

こ こ じ 休 ませ て も ら った ら』 茶店 ん じい さん も 手 を 貸 して

座 らせ た。真 っ青 か 顔 が苦 しそ う じゃ。

『 どこま じ行 くん です』『 肥後大津 まで』『 じゃ拙者 も熊本 ま

じ帰 るき 同道 して あげよ う』『 それは勿体 な いことで』『 いい

こと 悪 い時は甘 えて また手戻 しすれば いいか ら』 茶店ん じ

いさんが 言 うと侍 もそん気に なっち ょる ごた る。旅は道連れ

世 は情 けん ごつ 和 尚 に『 しなさい』 ち 言 わ れ るごたる。

“人 ん情 けが結 ん だ紐 は

こえ ち幸 せ人生 。

花 も咲かせ る実 も結ぶ “馬子歌が聞
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狸をだ ま した五助 さん

荷物を運んでん帰 り道  ち っと遅 くなったが 勝手 知 った道 じ

ゃき心配はね ぇはず。 じゃが ドシタ ンカ急に 目の前 が暗 ぅな っ

ち 道が二つ に別れち ょる。『 はは一狸 め出たな』 落ち着いち

座 り込むと 腰か るたば こ入 れをデー タ。 ソ シチ  『 じゃ忘れ も

ぬ した みやげは こき置 いち 一定 り行 っち くぅ」 と立ち上が

っち ち っと離れた。

す ると見事  バサ ッと音が したち 思 うた ら黒 い固 ま りが。 じ

っと見据え ち思 い切 り きせ りんガ ング ビじ叩 いた。見事命中 じ

狸 は 一 目散 に逃げち しも ぅた。『 狸め 痛か った じゃろう』

見送 ると二つ と思 うた 道が 一本 に見えで 一た。『 やれやれ』

五助 さんな馬ん手綱 ひ くと 家 に急 いだ。

2、 3日 しちか る 又 こ くう通 ると バサ ッ

ん だ もう 『 そん手 は食わん ど』ち 構 えた も

あん痛 さが まだ 残 っち ょるきか 側 に もよ っ

同 じこた―ニヘ ンモ す りゃ しめ―が  いっ ま

じょうシヨル ト ろ くな事が ねえん も 解 った

と音がす るが こ

ん じゃき 狸 も

ちコ ンジャツタ.

でん  そげん事ん

ごた る。

そ しち又 夜 に遅 くな っち帰 りよ った ら 側 に出ち くると済ま

ん ち 思 うたんか側 じ ウズ クマル ト 黙 っち山にかえ っち行 っ

たが  そげな姿 ぅ見 ると  『 ムゲ ノモアル』 ち :五 助 さん らしい

話が広が つち よつた。 そ リー してん  しら真剣叩かれ た きせ り

ん ガ ング ビゃ 相当痛 か ったん じゃろ う。

それか る先 は ショワネ =Lン カ ノ ゥ ちや っぱち った 心配に も

なるごたる も 優 しい五助 な りゃこすん話。 それか るは夜更けに

通 ってん あん まリワヤ クされた そげん話 は間かん ごたるき

反省 したん じゃろう。
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27P

28P

方言単語

そげな―。そん な。おるた ぁ…おるな ど。みて 一 もん じゃ

一み たい ものです。 とてん… とて も。 じゃが …ですが。

どち… ことと思 い。 ぐる りゃ―…周 りは。ふん ともう一

ほん との も ぅ…折角の時に。 ち ょうと…少 しの間。 じゃ

・―それでは .

タマガ ッチ しもうた…び っ くりして しま う。 じゃもん じ

ゃき…ですか ら。 ひょいとす りゃ… もしか した ら。 くれ

たんかん… くれたのか も。 しかめた… くる しそ うな顔。

ごた った…よ うで した。

29P でん …で も。ねえはず…ないはず。 しゃが ドシタンカー

ですが  どう したので しょう。 デーを夕…だ した。 ソシチ

…そ うして。 きせりんガ ンク ビ…刻みたば こを吸 う用具

の きせ りの『 たば こを詰めて火をつ けるEI状 の場所。

しちか る一 してか ら。 こ くう… ここを。 コ ンジャツター・

来 なか った。 しめ―か― しないで しょうか。 ショル ト…

して いると。 ムゲ ノモアルー可愛 いそ うに もある。 シ ョ

ワネー ンカノ ゥ・…世話はないで しょうか。や っぱ らった

…やは り少 しは。 ごたるも一そのよ うに もあ りそうで。

ワヤ ク…いたず ら.

伝承民話 と して語 られ ますが  1愛敬があ るのに空腹 になると

考えが疎か になるの も みな問 じで しょう。 しか し同 じ手を使

う浅はか さは やは り動物 らしく 笑 いばな しに もな ります。

人間世界の教 え と して も 心 に留 め置 きたい もの。豊かな心 な

ら助 けあいに も広が るのだが。動物 とさげすみては いけない

人間 も同 じ動物の仲間 なのです。 ただ言葉を使え相手を労 る心

が あるのは人間だか らで しょう。
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帰 って来 た宇曾の鬼

天狗 と約束 したに負けた 宇 曾ん 鬼は反省 しち よそに出ち行

ったが  よそに行 っちみ ると 今 ま じゃチ ッ トグ レチラ みん な

もあん まり 言わん じゃつた もん が  よそ じゃそげな事 ぁとてん

コラエ チモ  くれん もん じゃき ち っと『熱が出てん』 知 らん

ふ り しち ょる。

いまま じ近所ん じが心配 しち いろいろ シチク レタ ンガ  もう

ナサケ ノゥナ ッタ。がそれ も自分 がん 身か ら出た錯 びでん ある

。初 めち住み慣れた 宇 曾ん里が 一番似合 うち ょる ち気が ちい

た もん じゃき や っぱ里心がち―た。

あ る 日村 ん 人 口 ま じ来 たが  なん さ ま腹 が へ っち しもうた。 そ

き― ござ っち ょる お地 蔵 さん に ウマ ソ ウナ  ダ ンゴが供 え ち ゃ

るん が 日に入 った。『 たべ た いの ぅ』 ち 手を 出 そ うち思 うた。

と そん 時 じやつ た。 ど こか らか 蜂 が ツー ジ来 た。 そ り ゅう見 た

里 ん シタ チゃ饉 『 あ りゃ こん 鬼 は こ こ じ 皆ん なを コナ シよ っ

た鬼 じゃな』

『悪 い所 ぅ見つか つた』 ち 思 うた もん じゃき たまが っち

そんハ ズ ミ前 にツ ンノメ ッタ。石段 に『頭を ごつん』 『あ痛 ぇ

しもうた』 そん声があん ま り 1大 きい もん じゃき 道を通 りよ

る しが立 ち止ま った。人がい っぱ い集 まっち来 ま した。『 あん時

ん鬼で』『なにえなにえ』 じゃが考えちみ りゃムゲ ノヨサ レ。

側 に近寄 ると『 や っぱ七瀬ん里 が いい じゃろ う』 ち 言われ ま

した。 こげえ優 しく迎 え ち くるる こん里が 自分のおる場所 ち

しみ じみ解 つたよう じゃつた。 それを じっと見ち ょつ た 天狗 も

『 どうや ら反省 しち よるな』 ち 気持 ちを汲み取 った よ う じゃ

った。 で もこの まま甘やかすな ゆ うなか ろ う。 いっときこん ま

まに シチ ョコゥ.知 らぬふ り しち ょつた。

奪 t



そん時 じゃっ た  ど うや ら火事 ん ごた る。
」煙 りが モ クモ クあが

りよ る。 F早 ぅ加 勢 に行 か に ゃ』誰 か が大 声 じ 1疑 れを聞 いた 鬼

は  『 ふん と よ lノ  俺 が は りこまに ゃ こげ ん 時 お返 し じゅう』

ソバ にあ った ム シ ロ引 き寄 せ ち :水 にザ プ ンつ くる と Fa夏 に乗せ

ち一 日散 に走 った。 火事 場 は近 い ごた る。

あ っと思 うまの 出来 事 じゃっ たか  早 か った き大 事 に な らん じ

消 え た。 鬼 も『 役 にた った ごた る』 ち ほ つ と胸 なで お ろ した。

『 こん前 ん 火 事ん 時 に ゃ あん帰 っち来 た 鬼 が とて ん  活動 し

たん と』 そ げ な噂 が 広 が った もん じゃき 天 狗 も嬉 しか った。

『 あん悪、ぼ ぅ じゃつ た 鬼 じゃろ うか』『 反 省 した んか』 勝 手 に

話 す のを聞 くと天狗 も  『 そ ろ そろ迎 え ちや る・うか』 ち あ る晩

に呼 び寄 せた。

『 皆 ん な も喜 ん じ ょるが  1帰 った らどげ ―か 』『 ……… …』 鬼 も

嬉 しか った。 が  こ こ じソ ンナ ラ ち じや簿 あん ま り勝 手が よす ぐ

る。『 考 え させ て』 と い っぺ ん は断 ゎ った が   キん なが そん

な気 持 ちで あ るな らば と  『 心 入れ変 え て』 と 心 か ら反 省 した

気 持 ちを示 した の で  里 の人 た ち も大 喜 び 。

里 には天狗や ら鬼や ら 人間社会ん中 じ仲 よ く助 けぁ っち 住

む こちな り久 しぶ りん 楽 しい里 に戻 った ごた る。世の中にゃ誰

一人 い らん もん はない。 じやき助 けあい人ん ために 役立つ事を

それぞれがす るんが  一番いい事ですか ら 鬼 もそん仲 :11に また

ヘモ ドッタ ンデス。

1水 が出そ ぅしゃき 加勢頼 むで』『 い いで俺 に任せて』

元気 を取 り戻 した鬼 は 今 日も早 くか るハ リコム き 皆か ら真剣

頼 りにされ ち ょる ゴタル。 そげな風景をみ るど 皆んな笑顔 に

な っち もう。
′、  ″″
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2キ ロん米買 い

和 ちゃんが元気 な声 じ『 ただ いま』 と 玄開を開 けたところ

奥 か ら 咳をす るのが聞 こえ た。『 あ ら 誰が風邪 ひいたんか』

と 不思議 に思 うと急 いで 座敷 に行 って見 ま した。 そ こに ゃ

あん元気 のいい お父 さんが布団か ら手を出 して 苦 しそ うに

寝 て いま した。『 風邪 ひいたん』『………』

よ っぽず悪 いんか返事 は ないけん ど苦 しそ うです。『 しょゎ

ねえ き す まんが後 じいいき 米屋 に米買 いに行 っち来て くれん

』 『 いいけん ど』 心配 や ら吃驚や らで  じっと見ていた

和 ち ゃん。『 お母 さん知 っよ るん』『 いや 知 らんが大丈夫』

それでん心配で  『 薬飲ん だの』 Fう んに ゃ 大文夫 じゃき』

和 ち ゃん は服 を着 替 え る と  『 どん くれ ―買 うの』『 重 た い き

2キ ロ じい いゎ い 炊 事場 に袋 が あ る き お金 は ほれ 』 と 枕 ん

下 か ら 財 布 を 出 して  『 これ落 とさん ごつ しよえ 』 『 うん解 っ

た 大 丈夫 な」 心 配 して 和 ち ゃん が  念 を おす と それが よ っ

ぽ ず済 まな い と 思 ったん か  『 お父 さん は 大 丈 夫 じゃ きな

車 に気 をつ けて』『 は ― ぃ  じゃ行 って くる き』

和 ち ゃん はさすが に 女 の子や は り 風邪 の父親が心配にな り

ま した。米買 いに行 く途 中で  隣のばあちゃん に お父 さんが

風邪で 米 買 いに行 く事 も話 しま した。和 ち ゃんは小 さい時か ら

このばあち ゃん は 本 当の ばあち ゃんのよ うに 世話を して

買 って いたか らで した。『 なんかえ そげん事 じゃつ たん な』

ばあち ゃん も 吃驚 したよ う じやが す ぐ気かつ く人 ですか ら

さ つそ く 葛湯を作 って持 って行 って くれ ま した。

米 屋 に行 くと『 お米 2キ ヨ くだ さい』 店 の おば ち ゃん も又

『 あ らま ぁ』 吃 驚 した よ うです 。
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『 今 日は お使 い じゃな』 『 は い お父 さん風 邪 ひ いて 』 『 あ ら

元気 者 が珍 しい こと 早 くよ うな り ゃい いな』『 うん 』 みん な

心 配 して くれ ち ょる お父 さん な幸 せ者 じゃち 思 うた。 『 は い

2キ ロな』『 あ どが と う い くらですか』『 200円 で い いで』

『 は い  200円 』 和 ち ゃん は財 布か ら 出 して 渡 しま した。

『 ち ょつ と待 つ て な』 お ば ち ゃん は奥 に入 る と 紙 包 み を

持 って くる と『 は い お使 いの ご褒 美』 と 和 ち ゃん に渡 しま し

た。 キ ヨ トン トしま したが  受 け取 ると『 あ りが と う』 と ペ コ

ンと頭 を さげ ま した。 お使 い した だ けなの に お店 の お ば ち ゃん

か ら ご褒 美 を 頂 く。 き っ とお父 さんが  日頃皆 さん に よ く して

い たか らか  とふ と和 ち ゃん は思 い ま した。

2キ ロは 子 ど もに して み れ ば  結 構 重 た い荷物 で す 。 しっか り

抱 え て  ご褒 美 の 中身 は なん か  お父 さん は大 文 夫 か  あ れ これ

考 え て い る間 に家 につ きま した。 『 ただ い ま』 奥 に聞 こえ たの

か  お父 さん が『 帰 ったか え  あ りが と ぅ』 と ´
言 って い ます。

女 の 子 に米 買 い させ た 父 親 に して み る と 気が ひ け るけん ど

母親 が勤 め て遅 くな る き 早 め の準 備 しな い と 夕 方 が 忙 しくな

る ち 思 うた の で した。

5時 のサイ レンが鳴 ると 勉強 していた和 ち ゃん も  『 お父 さ

ん何か は しい もの ない」 と 聞 いて見 た。『 うん  いいよ気分

も少 しょ うな ったき』『 ょか った』 和 ち ゃん も ホ ッ トしたよ

うで おばち ゃん に貰 った 紙の包みを開 けま した となん と中

か るは 人形が可愛 い日で こうち 向いち ょつた。『 まぁ嬉 しい

お父 さん これ  もらったの米屋の おばち ゃんか ら』『 え そ り

ゃ―和 ちゃんの お利 口ん ご褒美 じゃな ぁ』

お父 さん も風邪が一遍 に 飛んだ よ うな気持 ちにな ったち

れ も和 ち ゃんの『親孝行』ん おか げ じ嬉 しそ う。
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負 け るは か勝

忠 さん の家 は ほかの家 よ り 離 れ た高 い所 にあ つた き  じゃ あき

共 同です るなん か は 皆 さん に迷 惑 か くる事 も 多 ゆ じ気 を 使 いよ

った。 米 す りの時 でん  大 け な機 械 を 運ぶ もの じゃ き 担 いで 上が

らに ゃな らん 。 そげ な時 で ん 済 ん だ あた ぁ 余分 に気 を 使 ぅち一 杯

買 い 楽 しん で 貫 いよ ったて,

じゃ き苦労 はす る し 皆 ん な に気 は使 うけん ど 戦 争 中 の疎 開 じ

ゃき それ も仕 方 なか った。 よそ か ら来 た 人た ち に は や つぱ土地

ん 人 ん  冷 て /目 が あ ―,た き仕 方 ね ぇ 巡 り合 ゎせ じゃつ たん じゃ

ろ う ら あ き らめ もシチ ョツ タ ,ラ 『 は りこみ よ りゃ い い事 もあ る

わ い』 忠 さん な そ げな気持‐ち じ みん な とあん ま り 喧嘩 せ ん ご

つ は しよ った。

所 が近 所 じ 忠 さん た ち家族 にユ ウ ンチ  くる る人 た ちにす りゃ

見 兼 ね る事 も多 か った。 大 雨が 降 った 日 じ ゃつ た。 井 路 ん水 を ′ヽ ズ

サ ンと田 に水 が  入 りす ぐる と壊 れ チ しま う。忠 さん カ タハ 高 い所

じゃき 心 配 は ね ぇが下 ん 方 ん  人 た ちん 剛が心 配 し 急 いで井路

ん 水 を ′ヽズ ス と 水 を川 に落 と した。 tIや き田が クズ レ ンジ や つ

と 雨 もや ん だ。

と ころが 水 を 落 と した ま ま 忘 れ た忠 さん に  『 勝 手 に水 ′ヽ ズ シ

チ俺 か たん 田 |ま  干 上が った」 ち 文 句 を 言い出 した。確 か に水 が

:上 ま った き 天 気 にな り ゃす ぐ 千 Lが る.し ゃが 大 雨 に水 止めん

と 今 頃 は囲 は クズ レ落 ち たん じゃ なか ろ うか。 後 先 な しん文 句

言 う気持 ち 解 らん事 もね ぇが .

仕方 な い き断 り
`こ

 一升 さげ ち 行 くと『 こん だか ら言い なあ ぇ、』

酒 瓶 み た途 端 に 文句 ん モ の字 もなか った。 悔 し涙 が 出 たが ま ぁ

い いか。帰 っち くると子供 が  心 配 しち『 どげ じゃつ た』 返事 を

待 つ 目に  1・ しょわね ぇ み や け を 差 いて 一た ら もうオ ンの字』

欝



秋 日 な っ ち山 芋 堀 り に 行 くん か  挨 拶 もせん じ通 る き『 ′ヽ リコ

ム ナ ァ、』 ち 声 だ け か け た ら 迷 惑 そ う な 顔 しよ った 。 無 理 に ゃ

ベ コベ コ せ ん で ん い い  じ ゃが 時 の 挨 拶 ぐれ ンテ ン 損 に ゃナ ル

メ ーーニ ち思 う たが  『 ま ぁ い い か 』 い っ と き した 時 じ ―った。 山

ん 方 か る ギ ュ ウ ラ シ イ声 じ  『 あ い た  や られ た 』

た まが った が  『 さ て は マ ヘ ビか  それ とん 蜂 が の う』 じ つ

と来 る ま じ待 っ ら ょつ た  忠 さん な 『 ど うや ら蜂 じ ゃわ い 』 と

家 に帰 る と 『 ア モ ニ ヤ 水 』 を  取 り出 しち待 っち ょつ た 。 『 ち ょ

い と済 ま ん が 蜂 ャラ レ タ き  ア ンモニ ャね ぇ』 『 そ り ゃ困 ろ う

は い  こ こ に あ るで 」 す ぐ足 ん ズ ポ ンぬ  弓|き 上 げ ち 流 れ る

るほずニ ジタッちゃつた。

イ ッ トキ した ら『 ひ りひ り』 が  ち ったユ ウナ ッタ ンカ  『 済

まん じゃつ たの ぅ』 『 い いえ  もう大 丈 夫 じゃろ ぅ ち ょい と ヨ

コャ イイ』『 ……・…』 テ レクサ カ ッヽタ ンカ  I'お お きに』 それ

だ け 薫 うと き ま りが 悪 か ったん か  ゴ ソ● ソ帰 っち しもうた。

折 角 llゃ に 一体 み しち 痛 `み が納 ま った ら 帰 る と楽 じゃろ うに

ま ぁま ぁ。

晩 飯 ん 時 に そげ な話 を  家族 に話 す と  『 負 け るが 勝 ち じゃな

ぁ 見 たか ったの ぅ』 『 俺 も見 たか った.1 日 ごろ父 親が い じめ

に 合 う辛 さが  解 るだ け に子 ど も心 に 力が 入 っ ち ょる。 『 ま ぁ

そ げ 一ヽ言 う もん じ、ね ぇ あん顔 は ヤ ウチニ ■見 せ とは なか ろ

う。 それ を 聞 くと父 親 も 本 当 :ま  シュ ヮーーとな った ごた る。

ソ レカル モ あん ま り 日汚 の ぅは 言わんが  人 ん 嫌 い な こつ ぅ

言 う き !員 な人 間 じゃ ろ ぅ。『 お前 ど う もあん ま り真 似 せん ごつ

せん と』  I俺 ど うセ ンデ の や 兄ち ゃん 』『 本 当か 』 貧 しいが

心 ま じゃ貧 しくね ぇ家 族  笑顔 が夕 食 ん場 に広 が った。 『痛 み は

なか ろ うか 』 弟が そ げ 一言 うた もん じゃき 兄 きが ゲ ンコ ツ` う

‐―̂́ )  1 ソ` ニ′。
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祭 り餅 のお礼

清 正 公祭 りが 1り疑や け ぇち 聞 いチ ョッ クが 友達 とん 見 物が  許 さ

れ た な ぁは じめ ちん  愛 ち ゃん は二人 じ御 輿が  来 るぬ待 っち ょつ

た。 そん 時 じゃつ た太鼓 が  急 に激 し ゅ鳴 りだ した ち 想 いよ った

らす ぐ側 じ  『 ワツ ン コイ 1フ ツ シ ョイ』 と みん な も も ぅ嬉 じ

い悲 鳴を あ げ よ る。

そん くれ 一祭 りは賑 や か じ 見物 人 ま じ興 奮 させ ち lン ま う。来 た

ち想 い よ るそん 瞬 11蜀 に もう 軒 先 前 に御 興 が 若 者 にす[」 が れ ち 日の

前 に… …
|「 あ ぅ大変 』 そん瞬 間 :こ  押 しマ クラ レチ ニ人 共  そん 家

ん縁 先 にセ リア ゲ ラ レタ。『 ご免 な さ い』必 死 で  それ だ け言 う と

靴 を  もう無 意 識 に脱 いだ ごた る。 ち ゃん と持 っち ょる。

F早 ぅこ っちにオ イデ』 この家 の 上 品 なバ ア チ ャ ンが  両 手 tj

奥 に引 き寄 せ ら連 れ こん だ。『 す み ま tiん 』『 い いん よ祭 りに ゃ

ゆ うあ る事  1雛 我 なか った』 ニ コ ■コ笑 い なが ら |「 ま ぁま ぁ可愛

い い娘 さん じ ゃこと I まだ動 悸 が納 ま らん が  御 輿 ほ遠 の いた き

ホ ッ トは  じち ょつ た。

『 こ っち に お いで  お 茶 で もど う .』 |「 す み ません 』 二人 は咄 嘘

の 出来事 に  タマガ ッタ事や ら機敏 に処 理 す る 手 際 ん よさに感 心

ンチ シモ ウ タ。『 ち った落 ち着 いた よ う |」 ゃな』 l'あ りが と うござ

い ます 』 二人 ん曇 を 見 比 べ ち『 も う シ ョ7ね え き は い祭 り餅 を

お あが り」 と差 し出 され た 米 の粉 餅 が カ ンカ ラん座 布 田 に  チ

ヨコ ッ ト座 っち ょる。 なん と品 (ア)い い こ と。

遠 慮 して い るよ う じゃき  『 遠慮 せ ん でん い いん よ 祭 りに ゃ誰

でん お接 待 す るん よ」 奇策 に言 わ れ て  急 にお腹 も空 いたよ うな

按 配 。『 頭 き ます .1 二 人 は カ ンカ ラσ)葉 を ジ ッ ト はが して 白 い

輝 くよ うな餅 を 眺 め た。 Fこ れが カ ンカ ラ餅 』 じゃち 顔 見 [11べ ち

ゴ ク ン生 唖飲 み こん だ。

奪ヤ



御輿 は三 度 11は 側 まで は来 てん  も う押 し上 げ は セ ンシャツ ク

.若 い娘 に しちみ りゃ 若 い人た ちん 躍 動 す る姿 に 母性 本能 も

くす ぐられ たん か  いつ までん脳裏 に残 映 が  刻 み 残 され ち ょる

ょ う。紅 白ん 祭 り提灯 が 幻想 的 に 町 筋 を 飾 った一 年 一度 の祭 り

。 あ っと思 う il月 に消 え た けん ど 仄 か な夢 は いつ まで ん 心 ん底

に残 った ごた る。

秋 の深 ま りが 肌 寒 さに変 わ った頃 じゃつ た。庭 先 を ハ ワイ ちよ

ると 木 戸 口 じ若 い娘 が た っち ょる。『 ごめ ん くだ さ い』 ゆ う

見 ると思 い出 した お バ アチ ャ ン  『 アラ あん時 の娘 さん 』 I・ は

い そ うで す  祭 りの際 に は いろ い ろ お世 話 にな り ご馳走 に な り

そ リーお土 産 ま じ頂 い ち あ りが と う ござ いま した』

や は り年 頃  Lll舎 と言 うてん  心 得 た もん じ きちん と挨 拶 し

た後 に なん と秋 の彩 りを添え る  『 ッル ウ メモ ドキ』 の 実 が

つ いた 葛花 . I｀ ま ぁこれ,頂 け るの  あ リズ戸と・う  ジイ チ ャ ンカく

人好 き じ ゃつ たん です よ ま ぁよ く気 が つ いた事 』『 は しヽ写 真 に

写 って いたの で 』

目ざ と く見 た の だ ろ う 晩年 の シ fチ ャ ンが  ツル ウ メモ ドキ

を嬉 しそ うに持 ,て  ス テ ップ写 真 。『 若 もヽ と思 って いた けれ ど

や は り よ く育 て られ て い ます ね  あ りが と う あ りが と う』

『 カ ンカ ラ餅 の お返 しで 」』『 そ う な に よ りの お 上 111で すよ』

おバ ア チ ャ ンの喜 び よ うは だ け に き っ と ジ イチ ャ ン も 喜 ん で

い るので は。

業 の間 の巡 り会 った 心 のお もて な しだ ったが  若 い娘 の心 に

人ん情 愛 も感 化 して  お返 しに と考 え た織 細 さ。 人 は こん な絆 に

支 え られ  広 ま ってゆ く社会 なので し ょ う。若 い娘 の成長 は この

先 が『 楽 しみ 」 と :1を 細 めて考 え る心 に は  も しか すれ ば花 嫁

姿 まで  浮 か ん じょるん じ ゃは あ る ま い か。実話 ア レンジ読 み語

りの 資料 か ら。

鷺



豊後 ん 岩 戸 に仄 か な夢

君 よ知 らずや 我 が故郷 ん  七 瀬 ん 川 ん 上流 に 造 化 の神 ん繋 ん

跡  豊 後 の岩 戸 ん鴛 ゆ るを 千 古 の音 ん 地 変 の たみ 一  自然 に生

まれ 出 た り しか  水 な した る業 な るか  見事 に 切 り立 つ あん 岩。

宇 7111¬三ん 川 を  見下 ろ しち 辻 原 ば るを 真 向 か いに 立 て られ し

豊 後 ん 岩戸 。 七瀬ん 川 に湯 あ み せ し こん 村 人 も今 もな お  不思

議 な扉 ん存 在 を 知 る人 な き ど 日惜 しい。

か って野 津 原 に在住 した 野 津 原 夏子 が  書 き残 した伝 承 ん扉

物 語 りん 説́ 、,な るほ ど権現 か る ち っと川添 いを 湖 って行 く

うち  そげ な場 所 ら しい所 ぃ i山 り ら一た。 そげ 一言 ゃ釜 もあ り

灰 岩 か  それ に似 た よ うな場 所 。 まさか コゲ ナ所 ぃ そ れが あ る

場 所 ん 目にす る 格好 ん場 所 で ん あ る う。

こん 人 が 言 うごつ 道 化 ん 神 が 撃 じ 掘 ったん な らそ り ゅう

チ ツ ドウタ しが お ‐,た はず 。 じゃにそれ ら しい もん な ね ぇ所 ぅ

み り ゃ仄 か な夢 か。 ち ょい と一 服 しち 回 り ぅ見 まえ ― た ら 見

事 に切 り立 )た 岩 が あ った。 安 蘇 噴火 ん 溶 岩 が 固 ま ったん か  ケ

ック シャ大 き い もん じゃ。 そ げ な璃 な ら馨 でん  削れ る る。

さて と 七瀬 川 が こ こま じ来 る と 古熊 川 が 出会 い 左 に il力 が っ

ち こん岩 は  うまい具 合 に避 け ち くれ た。 しゃ き心 配 ね え けん ど

そ しちみ り ゃど こか る こ とに来 たん じゃろ うか。 古 熊 に ゃ浅

内 か る来 た道 が あ るが  東 に ゃ入 蔵が あ る き 無 理 い こん 谷 にオ

レ ンデ ンコカ ロ ウ モ ン。

宇津尾ん鼻先か る 見 下ろ した七瀬川は いい眺め。 そん ま向か

いに辻原ば るが ゆ う見ゆる。 そ き――立て られ た扉 なん とまぁ絵

にでんな りそ うな。野津原夏子 さんがん話 ぅき くかな ぁ.
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死 して ldI獄 に落 ち る時  間魔 のIの 立 ち賜 い 王 国 の峠 と豊 後

の岩戸 を  見 しことあ りや と 問 い賜 う。 そん 時 岩 戸 を 見 し人 は

極 楽浄 上 に送 られ て 岩 戸 を見 ざ るその 人 |ま  地 獄 の 責 め書 に

合 うと言 う。 い に しえ よ りの伝説を  今 は大 方聞 こえ 果て  自然

の な した る 神秘 の技 を  知 る人 な きぞ恨 み な る。 人 も し七瀬 を

湖 り 千 古 の秘密 を 開 じこめ し 神密 の扉 ひ らきなば  造化 の神

も喜 ばん 。

見 るの も参考 に な り も し真 実で あれ ば コ リャ 又 モ ウケモ ン

かん知 れ ん 。 人間 が 死 ん で地獄  極 楽 もあ るか ん知 れ ん が  そ り

ゃ未 来 よ り ゃ現 世 に こす  あ ると思 うが 本 当 じゃね ぇ。生 きち ょ

る事 じ地 獄 ん 日に あ t｀  極 楽ん ごた る瞬 問 もあ るん で 。 人生 に ゃ

9つ ん 誌労 と 11つ ん 楽 が  当 た り前 人 生 そ うな。

とす り ゃ苦労 か 当 た り甫i]た まに楽 した な ぁ 苦 労 した こ褒 美

じ 9割 が 著労 な ら 1裏 も立つ め ぇ じゃね ぇ。 楽 す るん が 当 た り

前 ち思 うな ぁ ち っ と 虫が よす ぐるち思 う。死 ん だ 時 に聞魔 さん

が調べ る モ〉 現 世 じい ろ い ろ調 べ られ  い ろ い る人 に も教 え るじ

そ 持 ゅ惜 しん だ 教 え ん じゃつ たが手 に な る ごた る。

三国 峠 に ゃ江戸 時 代 後 に 諏訪 村 、 谷村 、野 津 原 村 ん  :`村 が

境 じ出会 う場 所 じゃっ た。 峠道 を こ こ ま じ来 る と 一体 み しち

顔 見 合ゎ せ た シタ チガ  苦 労 はな し 楽 しか った喜 び  なんか を

しゃべ る事 じ気 分 も ま ざれ苦労 も消 え 去 る。 話 を 聞 くと皆ん な

苦労 は  抱 え もっち ょる もん。 9つ ん 苦 労 を 今 日す り ゃ 1つ ん

楽 しみ ま びが あ る。 ち思 え ば腹 もた つ めえ。

両方見 らんでん頑張 ったんな ら ご褒美ん 11轟 楽 もあ る じゃろ う

きなえ。 くよ くよ しなんな たった一度 きりの人生。野津原夏子

さんの話 も参考 に 世の中夢 もロマ ンもある もん。 それよ リサ カ

シイんが一番幸せ じゃ あるめ―か健康 こす幸せん原点です。
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読 み 聞 かせ 力 の魅力

次 は何が 出 るの か  真剣 な 眼 差 しに 微笑 み なが らそん心 中 を

巧 み に 捕 らえ る独 特 な技 法 は 長 年 の体験 と接 す る 子 ど もん

「1の  動 きが 心ん 動 きに な っち 現 れ るち言 う。 自分 自身 も母 親

t'あ り 孫 とん相 手 ん 読 み 闘 か せん 時 じゃつ ちあ る。 色彩 が マ

ヨ チ美 しい紙 芝 居 も 人気 が あ る き取 り入 れ た り もす る。

ロー テ ー́ シ ョンを組 み 早 朝 ん ■ 5分 あ ま りに 学 校 に出向 く

のん  家庭 ん 理解協 力 がね ぇと 至 難 の技 じ ゃが  そ り ゅうヨナ

ス根 性 は も う 堂 々 た る もん じ敬 服 の み.図 書 館 ゃコ ンパ ルん

貸 し出 しを 利 用す る 手持 ち 図書 が 生 か さ る る 新刊 を あ さ る剰

那 に  自分 も勉 強 し 話 芸 も体得 した時 間  そ こに ゃ社 会 奉仕 ん

片 隅 じゃが  効 果 は大 きい ち も言 わ る ると コ ソバ イ嬉 しい。

チ ャイ ムに誘導 さ る る ごつ  教 室 に は い る と固 唾を 飲 む  =Fど

もた ちん 目は 圧 倒 され そ うな時 もあ る。 それ だ け期 待 もされ た

話 題 が持 たれ た時 。 先が 読 み取 られ そ うな 凄 い判 断力 に 出合

・)と  か え つて タ ジタ ジとな り 嬉 し くもさ t「 られ るか ら 不思

議 で ん あ る ち ホ ッ トす る ごた る顔 .

善 い時 に座 った子 ど もた ち は  まん じりと もセ ンジ [1も とを

追 い なが ら話 が  急 展 開す る筋 書 きに 先 を読 ん だ よ うな 目が

追 いか け ち くると声 が とま りそ う。 思 い代 え ち ひ と呼 吸  ふ っ と

笑 顔 が こば れ たの も  『 や っぱ そ う じゃっ た』 ち 狙 った先 が タ

マ タマ 当 た る と も う読 書熱 が 増 しそ ぅに見 ゆ る。

『 今 日は方言が入 っち ょる き』 怪謝 な目が『私は方言でん解

るが』 そ う言 いたげな 顔 じ見上 げ られた。子 ど もで も方言 に

関心が あるな ぁ嬉 しい こと そ りゃ一故郷ん生活用語ん文化でん

あ るきな ぇて、若 い人 たちが使 うた ぉ 楽 しみ ち思 わず・……。
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子 ど もの成 長 は親 の成 長 でん あ る。親が家 庭 教 育 だ け じゃの う

じ 読 み聞 か せ 、 読 み語 りなん か を通 じち  自分 の 成 長す る心 は

素 晴 ら しい。 家庭 、社 会 、地 域 つ くりにん  ひ ろが る ごた るな。

あれ か る も ぅ 15年: 26人 が チー ム ヮ ークい い。 共 通 の悩 み

苦 労 を抱 え なが ら それ らに向 ぅち取 り組 む  そん 自助努 力 はや

ん が ち 実 り多 い花 と咲 く じゃろ うち 想像 す り ゃ夢 も大 きい。

自身 も家庭 も周 囲 と 成 長 す る 自然体 に連 携 じ 無 駄 の無 理 の

な い活動 と して  評 価 され るので は。若 い時 代 に失 敗 した り 書

労 す る ことは それ だ け 箔 が ついた のか も知 れ ない。 20年 に届

く取 り組 み も ご苦 労 :議 決 して無駄 ここゃな らん  尊 い香 りの い い

花 じあ り 心 豊 か し有 意義 人 生 ん 謳歌 ん 響 き じゃろ う。

方 言説 明
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4()P

そげ … そん な。 そ げ な ―・そん な。 :]ゲ ナ ー こん な `)は ず

一 と思 い ます 。 しゃに 一 なの に。 テ ツ ドウ ター・加勢 した、

。 もん じゃ一 もの です 。 さて と一 と ころで 。 ど こか る一

どち らか ら。 オ レンデ ン■カ ロウモ ン… おれ な くて もよ

いの で は。 そ き一 一 そ こに。

コ リャー これ は。 とす りゃ… とす れ ば。 た ま に一時折 c

ち っと虫 が 一勝 手 す ぎな い。 シタチ カ ー 人 た ちが 。 なん

か ぉ―・あれ これ .サ カ ノイ …健康 で 。

41P じやつ ちあ…だ つてあ ります。 そ り ゅう…それを。 コナ

ス …,う ま く使 い分 tナ る。 コンバイ嬉 しい・…恥ずか しいよ

うに嬉 しい。 セ ンジー しな くて、,や つ ぱ…やとより。 タマ

´
心

Ｌ

　

　

‐〉

、　
ヘ }グ

タマ ー偶 然 に も。
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クル スを 刻 ん だ五 輪 塔

前 田の一 角 に四散 して 建 立 され た もん を 篤 志 家 が lヶ 所

に集 め ち 組 み合 わせ る こつ う ス タ イルを 整 え た墓 地 .45

塔 が あ ったが そ の 中 :こ  クル スを 刻 ん だ もん が  8基 以 上 は あ

っち 戦国 末期 ん犠牲 者 ん もの と 察 せ らる る。 こん 地 区 は昔

ゆ う戦 火 に 遭 遇 しよ つた き それ も額 け る ごた る。

そ げ な地 形 もあ ,́た が  定 若 者 以 外 ん 人 た ちでん  戦 火 を逃

れ ち移 動 す るナ カ メ ここ じ遂 に落 命 す る。 また は他 国 じ不幸

の 本 に こ こを 修篤地 に した。 な ど戦 国 時代 の痛 ま しい姿 は

世 の 東 西 は間 わ れん どた る。 それ て ん供 養 され る 心 は せ めて

も幸 せ で ん  あ った こ と じや ろ う。

他 地 区 で ん 資料 に もあ る ごつ  そ げ な犠 牲 者 ん精 魂 は 仏 門

を 開 いて広 しヽ心 で  懇 ろに取 り扱 うょ うな 流 布 もあ った よ う

に  人 の魂 は 途端 に仏 と して  現 世 の ひ とた ちが  供 養 す る事

も巡 り合わ せの 宿 命 か も しれ な い よ う。 戦 火 は人 が 人 を抹殺

す る 哀 れ さが付 きま と うが  現 世 に も LLま らな い 1現 実 の世

界 は 嘆 かわ しい ことで ん あ る。

大友全盛 にはクルス愛着 も 人の心 には根 づ くもの。 ま して

や当時の世相では 自然の姿で あ ったんか。 とづ りゃ追われて

行 く さ迷 うなどの運命 :こ  人が不幸 にな る事は 悲 しい現実

で もあ りその犠牲者を 大事 に してあげ る情愛 は決 して 行 き

過 ぎてはなか ったのだろ う。

平和社会では調査 によ っち こげな現実 ん社会が各地 で 浮

き彫 りされてヽヽ るが そ う考 え ると可笑 しな事 で も なさそ う

に見 るの も時代の 背景が そ うさせ るん じゃろ う。戦 火が続 い

た戦国時代 の 武将の悲 しさはど うに も な らぬが ,
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こ こん す ぐ 1ヒ ん 高 台 に ゃ 繁美城 が あ っち一 頃 は  優 美 な城

と しち全盛 を 誇 って い た。 台 地 に ゃ広 場 もあ っち 館 や賓客殿

、馬 場 、隠 し田、抜 け道 、 な とど完 備 され ち ょつ た。 じゃが

警 備警 護 が い いだ け に そ ん規律 も正 しか ったん か  江 戸期 に

な っち肥 後 領 地 ん接 収 ん 時 に ゃ あれ まで整 っち ょつ た 公 園

の ごた る城 趾 に ゃ それ こす墓 石 ん 一 つ も なか ったん と。

後 じ解 ったん じゃが  特 別ん墓 石以 外 は 麓 ん周 辺 に慄 然 と

並 ん じょる とか。 去 る もの の気 品 の一端 も 垣 間 見 る思 いが す

るち 話 しょ った そ うな。 まさに立 つ鳥 後 を 濁 さ ずん  世 の例

え なん じゃろ う。 北 ん 台地 に ゃ池 もあ っち 生活 用水 も完 備

だ け に過 ご した全 盛 |ま  き っと里ん 人 た ち も 幸 せ じゃつ たん

じゃろ う。

諏訪 文化 が 根 づ い た地 域  それ らを総 合す るに 人の交 流 も

城 が あれ ば そ こに 自然 と 離 合集散 もあ っち産物 、 人 、農 耕 、

文 化 、生 活 、 と向 上 した に達 いあ るめ ぇ。 郷 社格 ん諏 訪 神 社 も

文 化 を広 げ る 場 所 と して ん役割 も大 きい し 継 承 す る人的 な

後 継 者 の 輩 出 は それ も如 実 に物 語 っち ょる。

久 住 山系 の 末端 が ここに来 る 北 に は鶴 見 山系が 顔 を 出す 。

南 に ゃ阿蘇 山系 が  覗 いた場 所 とん 言 うき それ も頷 け る。 阿

蘇 噴 火ん溶 岩 が 川 底 ぅ固 め 一枚岩 が こ こや ら福 宗 サll 七 瀬 川

ん竹 内 ま じ敷 き詰 め た。 もん じゃき地 盤 が 岡 ぇち 言 う 節 も多

い な『 1111震 に強 ぇ』 ち 言 わ るり ゃ何 ん か にん 嬉 しいが。

人 を大 事 に した ご褒 美 が  も しか しち残 っち ょるん か。 そげ

な仄 かな夢 を追 うの は 少 し贅沢 じゃが そ げ な 土 地 柄 ち 自負

す るに ゃ い いん か ん知 れん な ぁ.戦 火 も火 伏地 蔵 仏 ん  ご加

護 じ護 られ ち ょるん な ら これか ら も人事 に しゅうえ な。 それ

が 先 人 に して あ げ らる る 今 ん 人た ちん仕 事 じゃろ うな ぁ。
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伝 承 民 話  『 義 経 を 迎 え る夢 も消 えて 』

戦国時代 に 苦難 の道 を 歩 い た 源義 経 とん 関わ りが あ っち サ天

か な夢物 語 りが 野津原 に もあ った。壇 の浦 の 源 平合戦 じゃ 武勲

脚 光を浴 べ た義 経 も悲 運 ιま こ こで ん 現 れ た。 兄 の軍 門 は こん儘

じゃ 禍根 を残 す ち 虐 げ らる る違 放 の手 じゃき 九 州軍 団 じゃ

『 そげは させ ん `|ち  迎 え の 手を 差 し向 け た。

大野 軍 は『 剛城 に迎 え よ う』 ら 画策 しち途 中の愛 宕 城 じ休息

ん  手はず と準 1′緒に 早急 の取 り組 み  野 津 原 でん急 き ょ補 修 なん

か手配 を は じめ た き 噂 が 忽 ち広 が っち若 ぇ娘 たち に や 憧 れソし

想 いが  日増 しに大 き ゅな っち ょつ た。

が それ も束の 間 ん  露 と消 え る悲 運 は こ こでん  如実 に現 れ て

追 っ手 を 辛 う して逃 れ た  ―・行 は四国 か る紀 伊 に渡 っち行 方を

くらませ た ら しい。夜 星 朝 月を明 か りに 娘 た ちん心情 は理解 も

で くる悲 しい舞 台 はや ん が ち 切 の ぅ消 え て し も ぅた。 幸運 に も

義経 は北 陸 を 抜 けて 陸 奥 に進 ん だ ち 言 う…… ……。

民 話  『 お地 蔵 さん な 子 ど もが好 き』

村ん辻 に お地 蔵 さ まが 立 っ らょる。 子ど もが暇 さえ あ り ゃ顔 う

撫 で た り 瑛 に あが ,た りす るモ ンシ ャ き 近 所 ん ′`アサ ンが

大声 じ怒 る。 じゃき子 ど も もそん バ 7・ サ ンが  お る時 に ゃォ トナ

シュ遊 ぶ もん じゃさ お 地 蔵 様 も心 配 しよ った。 『
｀
あ げ え言 わん

｀
でん い い に、1 苦笑 い しょつ たり

夏 ん暑 い盛 りん [1亜 じゃつ た。 あん バ アサ ンが  ど したん か熱 ぅ

出 しち寝 こん だ ち 子 ど もた ちが 心配 しよ る。 お地 蔵 様 もソゲ ナ

子 ど もん  気 持 ちを思 うと  『早 くユ ウナ リャイイガ』 ち 見 よ

った ら そん バ アサ ンガ『 見て は しい」 ち 頼 み来 た。 お地 蔵様

は『 あ /し ま り liど も ぅセ ガ ウキ』 ち 言 うて聞 かせ た。
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そ して『 寝 て い るか らと 子 ど もた ちは心 配 しち ょる事 なんか

も』 それを 聞 い たバ アサ ンは  自分が 言 う過 ぎた ことの 大 人 気

な い ことに も気 が つ き お詫 び して許 して も ら った。

帰 り適 で妙 に気 分 が よ うな っち  『 不 思 議 な こと』 ち お地蔵

様 の まえ まで帰 った ら そ こには子 ど もが 供 えたん じゃろ う 餅

や ら菓 子や ら子 ど もら しい物 が  一杯 供 え て あ った。 それ を しっ

と見 て い る と涙 が  ひ と りで に流 れ 出て  そん 中 に子 ど もたちん

遊 ぶ 姿が 一 杯 ひ ろが った。

Fや っぱ私 が 子 ど もに ヤ カマ シ ュ言 うな 間違 って いたん じゃ

こ らえて な、| じっと座 り込 む と 一心 に お詫 びを しよ った。 そ

り ゅう見 た 子 ど もた ちl= 『 わ ぁバ アサ ンか  元 気 な った ど 』

み ん な嬉 しそ うに 集 ま った もん じゃきた  バ アサ ンモ とて も

嬉 しか った。

『
´
みん な ケまん じゃつ た な ぁ やか ま し ゅ ぅ言 うちな ぇ」 I'い

ん に ゃいいで  これ か ら も怒 って な』 み ん なの笑 顔 が どん くれ

嬉 しか ったか  バ アサ ンは大声 で 実 った り泣 い た り 忙 しい事

。 お地蔵様 ら『 よか った よか った 』ち 嬉 しそ う じ ゃつ た。辻

が 賑 や か い もん じゃ き 野 良帰 りん シタ チ モ 集 ま って笑 い顔 ん

勢 鶴 いに な った。

次 の朝  バ ア サ ンが  ダ ンゴを 作 って供 え た ら 子 ど もたち も

ガ ヤガ ヤ集 ま っち来 た。 『 さあ さあ あ ん た た ち に ゃこ こに あ

る きお地蔵様 な 食べ なん な』 『 うん に ゃお地 蔵様 のが い い』 子

ど もた ちは や っぱ供 え た のが  い いん じゃろ う。 『'そ うな ほん

な  い っぺ ん そ なえ る き それを さげ ち食 べ た ら』 『 そ うす る』

里んひとたち も バアサ ンの考えがかわ ったのは ほ っと した

ごた る村ん辻 じゃつ た。
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44P

方 言説 明

もんを … ものを。 ごつ ぅ一 よ うに。 あ っち…あ ,て 。 しよ

つた き… して いたので。 そげな一 そのよ うな。 たちでん ―

た ちで も。 ここ じ… ここで。 それでん ― それて も。 ことで

ん あ る… ことで もあ ります。す り ゃ……すれば。 じゃ /4,う

…で しょう。

こ こ の 。こ こ ん じゃが一ですが。 もん じゃき…ですか ら

・とにか くいろいろあるが。な にん か にん

45P

4CP

ここでん・―ここで も。 そげはさせん ・そんな勝手 はさせな

い。 な っち ょっ た一なって いた。やんが ちをやがでの。 モ

ンジャキ… ものですか ら。 オ トナ シュ ー静か に して。あげ

ぇ…あん なに。 ど したんか …ど う したので すか。 ソゲナー

その よ うな。 ユ ウナ リャイイガーよ くなればよいが.セ カ

ウキ ーい じめ る、冗談に脅す。

子ど もたちんを語 どもたちの。 こ らえて な一ヽ ご免 なさい許

して くだ さい。 な ったど―な りま したよ。 どん くれ…どの

くらい。 ノク シモー した人たち も。 さげち…ヽさげて。

人 の為 に ゃ出来 る こた ―― して あ げて ――ん は人 情 。 ま してや 目の

前ん人 ん 痛 み を 見 り ゃ 知 らぬふ りは 出来 まい。 それが人 間 の い

い所 じゃが  それ に ゃ情 愛 と勇気 もい る もん。 して あ げて ―けん

ど 用 りん した ちが 見 よ ると 恥 ず か しい とか変 な憶 測 もあ っ ち

うつか り見 過 ごす の ん  困 った現 象 で ん あ る。

こん地 区 じやお そ ら く 戦 火 に逃 げ延 び た 人た ちが  喘 ぎなが ら

た ど り着 きそ こ じ 暖 か な もて な しを 受 け た とす りゃ もう感 涙

ん流坪 に溺 れ そ ぅに な っち しま う。 人 間 の素 直 な行 動 が相 手 に感

銘 を 与 え た瞬 間 は誰 で も『 地 獄 で仏 』 の 心 境 に な るん じゃあ

るめ ぇか。
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47P こた…… ことは。 してあげて―……行 って あげたい。それ

に ゃ一それ には。 けん ど…・けれ ど も。のん一の も。 こん

… こ この.そ こ じ一そこで。す りゃ一す るな らば。な ――
,

ち… な って。 な るん じゃあ るめ一 か…なるので は ない

で しょうか。

人 の為 にな る事 は 言 うは簡単 で も非 常 に 難 しい行 為 で ん あ り

ま しょう。が 咄 嵯 に 出来 る 人は 幸 世人生 を 謳 歌 して い る そん な

気 資が あ るで し ょう`,自 分 も人 に受 けた体 験  それ を 返 しす る相手

が  例 え受 け た 人 での うで ん 《な くて も》 実 践 す る こ とが  相 手

に問接 的 に お 返 し した こ とにな るのです 。

貧 しい老僧 に一 椀 の お接 待 を した娘 が  困 って い る ことを つ

い話 して しま った。 で もそ れ は欲張 りで は な い さ さや か な気持 ち

を  開かれ た か ら打 ち明 け た もの。感 じ入 った老僧 は 念 力 で地理

か ら地 下水脈 を  割 り出 して教 え た話 。 これ も優 しい娘 に対 して

何 か お返 しした い気持 ちが  そ うさせ たの だ ろ う。

地 下水脈 は規 定 の場 所 を 流 れ る もの  とす れ ば II理 論 が な りた ち

お互 いが情愛 の ご褒 美 と して 受 け るお接 待 で もあ る。『 あ りが と

うござい ま した 、1 素 直 に お礼が 言 え る優 しさ 心 くば りは人間 の

生 まれ た 時 か らの備 わ った本 質 で あ る。 が 途 中で心 の持 ちかたで

変 わ って もゆ くもの。

幸 いの に水 が 出 るのを  ま とめて利 用 す る手 法 は  その 老僧 に受

けた お接待 と心 得 て 人 事 に使 うと効果 が 出 る。 その高 貴 な老僧 は

き っと 自分 の 修 行が実 った と さ らに励 み 人の為 に精 進 す る。心

の成 長 は娘 の優 しい言葉 が  起爆 剤 にな った のか も知 れ な い。 世の

中 は持 ちつ持 た れつ の  人 生 双六 で何が か け て も 誰 か が 不幸 に な

る もので しょ う。
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表 往 還 街 道  五助旅 (4》 石 合 天領 の夢 ロマ ン

縄 文時 代 《前 3()(10年 → 300年 》や ら 弥 生時 代 《そん 後

ん 前 300年 → 西暦 200》 頃 ま しに ゃ お ば ね や ら川 べ りなん

か し 遊 牧 や ら定 着 す る人 た ちん  営 み もあ った ごた る。 特 に古

墳 時 代 《200rや 600年 》 に ゃ も う今 市 、 石合 、長 野 、辻 原

、 古 熊 、権 現 、野 津 原、 なん か が 浮 上 した 故 郷 ん夜 明 けが 現 れ

ち ょるよ うに 仄 か な夢 と EIマ ンが 香 っち ょ る。

七 瀬 川 を挟 ん で南 は岡領  北 側 は、 直入 、 肥 後 と時 代 ん 流 れ に

逆 ら うこと な く 従 う情愛 は 自然 が 素 晴 ら しいか ら 人 間 の心 に

まで それ が写 しだ され ち ょつ た。 表往 還 街道 も辿 る五 助 さん な

相 変 わ らず 瓢 々 と しち いつ も旅 す るひ とた ちが  取 り巻 い ち ょ

るん もまさ :こ  『旅 は道連 れ 世 は情 け』 じゃろ う。

=三 里坂道荷物を渡 し 後 ろ姿 に涙 ぐむ “

“あん娘 と しごろアネサ ンかぶ り いつか覚 えた馬子唄を
と

′ヽ 七瀬 のせせ らぎ サ ラサ ラサラサラ
′

ホ イホイホイ .

山 中 に入 っち くる と石楠 花 ん  美 しさが ひ きたつ。 上 を 選 ぶ ち

言 うき貰 ぅてん なか なか 馴 染 まん とツカ ン花 。 人間 とゆ う似 ち

よ る き 貰 う時 ぁ枯 れ た時 ん  お わ び 烙言 うん も い いか ん 知 れ

ん 。『 もうず ッタ ン ジャネ ェ コ ン先 ん 石合 い ま じ行 き ゃ 茶 店

もあ 4き 」『 そ うで すか  早 立 ちで したか ら チ ッタだ ったが 』

正 直 に言 うあ た り ゃ 肥 後 ん 問 屋 ん 若旦 那 だ けあ る。

こんへん ま じ天領 じゃき 年貢米 も集む るけん ど どげ言 うて

ん幕府ん出先機関 じゃき 偉 い役人 も多か った らしい。九州でん

だ いたい 真ん中へん じゃつ き 見か じめ も都合 よか った。 じゃ

きここに ゃいろん な 生活文化 も情報 も集 ま り 生活ん手本 に も

な りよ った ごた る。
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『 あ りゃ一五助 さんな 又今朝 は早 ぇな ぁ』『 す まんなえ』

『 いん ぎゃ す まに ゃ泳 ぎゃいいけん ど』 まるで掛け合 い漫才

が  始 ま ったん じゃな(i『 こん じが今 日中に 大津 ま しイニ テー

ち 言 うき 若え オカチ ャンガ待 っち ょるん と』『 こりゃまぁ朝 か

る ご馳走 さまで ｀

「
度 よか った  フツ餅が 出来 ち ょるき 土産

にいいかん知れんで』『あ りが と うございます』

若旦那 も嬉 しか ったよう こん な場所で女房ん 話 に花が咲 く

の も 幸せ者 じゃないの。仄かに脳裏を掠 めた ′寺ち くたびれて

いるで あろう 恋 女房が浮かんで来 る。お茶を飲むナカメ 五助

さん な荷蔵か る 竹ん皮を引 き出 しち  『 こリーよ もさ餅包 ん じ

くれ な ぁ』

若旦那 に『 ここん茶店ん じが  あんた じゃね ぇ 若嫁 さん に

生産 にあ ぐると』 差 し出 した もん tiゃ き 恐縮 したんか最敬礼

す ると 感泣 しよ った。五助 さんが おや じん顔 じっと見 る と

目 じ´

`針

図 した。『 お前が上産 にや ったこち しち よきや祝儀が あ

る じゃろ うき そん時 ぁ遠慮の う貰いょ』 それ しもうお互 いが

なえ…… .ヽ

朝 ん 嬉 しい楽 しい時 か流 れ るが  人ん心 に残 る感 謝 は い つ まで

ん  心 ん 片 隅 に残 っ ち 又 こ く う通 る時 に ゃ 思 い出 し茶 店 に も

立 ち よ るん じゃあ るめ ―・か。 そ こ に人 間 σ)双 六 人 生 が  形 成 もさ

る る もん じゃろ う。五助 さん :こ 耳 打 ち した  『 こん まま じゃ又

いつ 来 るか解 らな いので せ め て お礼 を 』 と  『 心 配 い らん わ な

じゃ あん たが 心 配 す る じゃろ うな ぁ ち っとで ん 祝 儀 した ら』

貰 い物 は 高づ くた ぁ昔 か る言 うが  でん そ りゃ嬉 しい もん で ん

あ る き 若 旦 那 も思 い切 り 今 後 の こと もあ る き 白紙 に包 む と

『 ご主 人 』 と 声 に振 り返 った ら  『 これ嬉 し くて  ほん の お礼

の気 持 ち納 めて くだ さい 又 いつ か寄 らせ て頂 き ます』 と 差 し

出 した。
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戦 中、 戦 後 ん 頃 に こ こん  石合 か るバ スん運 転 手 が  本炭 バ ス

ん運 転 を しよ った。 ガ ソ リンが 不 足 した そん  後始 末 ん勤務 じゃ

き 朝 は発 生 炉 じ起 こ しち 暖 気 じ馬 力 を 貯 め ち  それ か る運 転

じゃ き蓄 労 した ごた る。 けん ど頑張 りよ った き 世話 に な る乗客

も心 得 ち _上 り坂 は降 り ち歩 く。 そん なか め車 は ヨイ シ ョヨイ シ

ョち 先 に走 っち上 り待 っち ょる。

足が 不 自由 なば っか り ぃ乗 った Iこ  そん 上 り坂 じ歩 くなん か

思 い出す と漫 画 ん ごた る。 昭 和 31年 に一 の瀬 橋 が  台風 じ傷 み

架 け換 えす る こちな った。 こ こ も仮板 橋 を架 け ち や っぱ バ スは

ボ チボ チ橋 を 渡 る。 戦 争 ん わ か げ じも うな ぇ ふ ん と苦 も見たが

今サ カ シカ リャ い い事 い シチ .ヨ ウエ サ。

トチん 本 が 植 え られ たん が  貞観 5年 《863》 紀 州 熊 野神社

か る 倉1立 記 念 に頂 い た実 を 持 ち帰 っち植 え たん が それ。 県内

じゃ竹 田神 原 に あ る神 社 に もあ るが  県指 定 ん 天然 記 念 物 と しち

ゃ 素 III青 ら しい樹勢 が あ っち 保 存 食利 用 もあ った ごた る。 名前

に もあ る ごつ 高 い岩 ん 断 崖 を  バ ックに伸 び ち ょる トチ。 高貴 さ

も伺 わ せ ち くる る`)石 合 ん 高 岩 神 社 .

幹 まわ りが 6, 1,か ら 7Mあ ま り。 3本 は指定 木 じ樹 高 は 25

M前後 で  」本 は御神 本 と され ち ょる。 秋 に実 った物 を 乾 か して

晒 し 粉 末 にす りゃ多 少 の苦 味 は あ るが 飢 餞 な どの 際 の保存食

と して も か って は役 立 った とか。先 人 の知 力 は生 活 か ら 参み

出 た生 き方 の証 かん知 れ な い。

上 り坂 〔ま天 領管轄 ん 役 所 じ ゃが  広 域 な地 域 の政 務 :こ ゃ苦労 も

多 か った ょ う。 じゃが それ :こ よ っち領 民 :ま  平 穏 に過 ごせ る約束

もあ っち 世 の 中が 旨 く保 たれ ち ょつ た。 神 社 ん 石 段 を上 り詰め

た場 所 に、 こま犬が 番 を す るが  こ こ じゃ唐 獅 子 が 務 め ち ょる。

長 い慣 習 に よ っち配 置 も 任 務 も異 な るん じゃろ うが 。
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近 時 に なつ ち通算 7期 も村長 を務 め た 堀 恒 夫 は この期 間 に ゃ

議 員 も 2期 務 め た健 康 な人材 じゃつ た。地 域 行 政 ん要 と しち

手腕 を 発揮 した こん 間 に 石合原 に村 ん 中心 地  村 民 の集散 に も

拠点 と した 役 場 、学 校 、駐在所 、 郵 便局 、 なん か ん 公共施 設 を

集 め 教育 ん振 興 や 生 活 改 善  なん か も推 進 した。

改 新 会組 織 じゃ社 会 教 育 推進 生 活 改善 に ゃ地 域 起 こ し 植 林

2θ Oヘ ク タールの 実 践 。畜産改 良  しいた け増 産 取 り組 み 、 な

ど多 くの英 知 とア イデ ア によ る 発 展 の起爆 剤 に も務 め た。 養 命

会長 じだ い に は 結 婚 媒 的 な どに も人 間性 が  買 わ れ て 115組

の祝 杯 な ど も残 し 叙 勲 も表彰 も多 く受賞 して い る よ う。

ろ 合 原 の歌

浮 き雲 流 れ る青 い空  枯 れ野原 芽 を ふ く高原 の

あ あ 高 原 の春

小 さな校 舎 が 大 き く見 え た あの 日校 舎 c')桜 の花 が

ぁ ぁ 石 合 原  懐 か し く思 い出す
`,

茶 屋 場 を 過 ぎれ ば  一 本 くぬ ぎ 殿 様 お駕 籠 で 通 った

あ あ 通 った そ うだ

あ の道 この道 8年 間 の 小 さな足 跡 聞 こえ て くるよ

あ あ 石 合 原  通 り道 枯 れすす き。

ふ く風 季節 の II掟 が す る 石合 原 あ の丘 校 合 の窓 に

あ あ 校 舎 の窓 に

心 は豊 か に育 って くれ た なん だ か似 た よ うな友 達 同志

あ あ 石 合 原  今 一 度 帰 りた い。

あれ か ら何 年過 ぎ た か のか ふ と振 り返 る故 郷 に は あ の 時 の

あの夢  あ の香 り あ の ロマ ンも あ の人 た ち と 今 も甦 る。
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参 観 交代 …正 式 に ゃ こ う書 く 《サ ンキ ンコ ウ タイ》 は 大 名 ん

統 制 ん手 段 じ 1年 は 江 戸  次 ん 1年 は故 郷 に 然 じ妻 子 は江 戸在

住 。 1635年 制度 化 され ち 大 名 と領地 ん 関 係 を弱 め る。 交 通

整 備 は il夕 ん だ反 面 に ゃ 往復 ん 費 用 や ら江戸 ん 生 活 費 なん か に

財政 難 の要 因 に もな っち ょつ た。

“トチん高岩 朝 日が 照 ら し [」 向道 か る初 もうで “

“朝 山帰 りの荷 草 に揺 れ る 可愛 い山ユ リ誰 の や ら “

“宇 曾 に行 こ うか 荒 本 に出 よか  四辻 峠 の 思 案 顔 “

ハ  七瀬 のせ せ らぎ サ ラサ ラサ ラサ ラ ホ イホ イホ イ .

朝 草切 りに若 い もん が  牛 ぅひ い ち行 く時 ぁ パ ッ ト夜 の ひ き

明 け頃 じゃが  上 荷 ま じ乗 せ る分 もイル リャ 8輪 は い る早 ぅセ

ン トヽ 帰 りが遅 ぅな る。 じゃが そ りゃ もう早え な ぁ :准 でん す る

ち言 うはず 早 え き や っぱ子 ど もん 頃か るん 手練 じゃろ う。 タ ベ

出会橋 じ『 明 日加 勢 しち ゃる き 心 配 せん で ん い い』 そ っ と黒

髪 ぅ撫 で た湯上 が りん 香 り。 それ が 今 夜 も続 くの ん  皆ん なが影

か る支 え ち くる り ゃ こす 。

“行 か ざな るま い待 たせ た夜 の  月 も隠 れ た 出会 橋 “

′`  七瀬 のせ せ らぎ サ ラサ ラサ うサ ラ ホ イホ イ ホ イ “

五助 さんが竹 圏か る戻 っち くる。石合ん茶店 に ゃ好 きな『 トロ

ロ飯」が シヨシチ ヤ ック.『 ワ リ ト早か ったな ぁ』『 おお きに達

慮 の うヨバ ルルデ』 笑顔が広が る夕暮  なん とん いえん な ぁ。
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天 領 とは一江戸 幕 府 の 直轄 地 じ 江戸 中期 頃 に ゃ米ん 産 額 じ

3千 万石 あ ったぬ 25パ ーーセ ン トは 天 領 と旗 本 が 占め ち ょつ た

。 政 治 、軍事 、経 済 ん 都 市 や ら 港 湾 、鉱 山 を 中心 に『 郡 代 、代

官 に 支配 させ た .:が  大 名 に委 託 した所 もあ っち 幕府 ん主 な財

源 でん あ った。



方言 説 明

49P おばね …山の稜 線 。 ち よるよ うに … な って い るよ うに。 じ

ゃろ う一で しよ う。 ツカ ン…活 着 しな い。 グ ッタ ン シャネ

ェ…疲 れ たので しょ う。 コ ンー この。 チ ッター少 しはの ど

げ ― 一 どん な に。 じゃつ た…で した。 じやき~で す か ら。

5oP いん に ゃ―・い いえ。 す まに ゃ一水 に潜 る。 こん しが 一 この

人 が 。 イエ テ ーー ‐帰 りた い。 オ カ チ ャ ンー母 親 、 女房 。 フ

ツモ チ … よ もぎ餅 。 十 カ メ…間 に.)こ り 一ヽ ―これ に c.あ ん

た じ ゃね ぇ…あ な たで は な いで す か。 あ ぐる と一 差 し上 げ

ます 。 しちお き や・・` して おけば 。 それ じもう・一その 事で は

。 こ くう… こ こを 。 あ るめ 一か …・な いで しょうか 。 い らん

わ な 一 しな くて もよ いか ら。

51_P 本炭 ′` スー 本炭 の発 生 す るガ ス を燃 料 に運 転 .暖 気 一暖 め

て動 か す。 そん なか め … その間 に。 ば つか りに 一 だ けに。

ポ チボ チ …ゅ っ くり。 サ カ シカ リ ャ・…健 康 な ら。 シチ ョコ

ゥ・―して お きま しょ う。紀 州 …和 歌 山県 。 じ ゃが 一で すが

。 天 領 直轄 …幕 府 の管 理 .

52P なん か ん ^― な どの。 しだ い に ゃ一 当時 は。 買 わ れ ち …信 頼

され て 。 茶屋 場 …茶店 。 1本 くぬ ぎ一元 は里程 本 か も。 8

年 間 …戦 前 は高 等 小 学 校 制度 で 尋常 課 が 6年 、 高 等 課 が
':

年 だ った。

53P なん か … な どは。 な っち ょつ た ―…な って いた。 ひ い ち ‐・ひ

ぃて 。 ひ きあ け …夜 明 け。 セ ン ト… しな い と。 そ りゃ も う

一 そ れ はそれ は。 やつ ぱ …や は り。 せ ん ぜん ぃ い …‐しな く

て もよ い。 くる り ゃこす 一 くだ され ば こそ。 トロ ロ汁 …山

芋 を 擦 り下 ろ して調 味 を加 え 飯 にか けて食 べ る。 シヨ シ

チ ョッ ター・準備 して いた。 ワ リ ト…予想 以上 に。 ョバ ル ル

デ ー頂 きます か ら。

主 に天領 ん あ り方 なん か が  浮 き彫 り

され た けん ど や っば優 雅 さが垣 間見 られ た  ごた る思 い もす る。
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『 か ん ね餅 …葛餅 』

山ん大 けな本 にでん 登 っち くはず元気 ゆ う育つ カ ンネ ンカ

ズ ラは山だけ じゃの うし 畑 でん チ ッ ト荒れ どます りゃ もう時

ん間 もね ぇ遣 い回 っち ヒ トム リャセ ン.杉 でん松でん植 え くう

しょきゃ イ ツ ンマニカ巻 きち―ち ネ ジまげち トッ ト フ トラ

ンゴツ しち しまう。

『 あ げ なや た 一ネ エ ノヤ』  『 今 日は根 を掘 っち カ ンネ餅 ぃ

しち食 うか 』 話 は }1え ― 皆 ん なず れ  山 に入 っち大 ‐った ぬ 一見

つ くる と 切 ,た りは った り 若 ぇ しが そん 気 じゃき 一 時ん な

か め フ トロ クサ ン取 れ た。 Fも うよか ろ うが』『 やん な欲 が ね ぇ

の ぅ』『 今 日は こん くれ に ソチ ョヨ ウヤ』

山ん 中 オ トナ シュな った ち思 うた ら 大 けな カ ンネを 車 にホ

タ リ乗 せ ち一 日散 に 川 原 :こ オ レチ来 た。 浅瀬 にホ タ リコム ト

泥 ぅ落とし′ちアラマシ 出来上がった。『ちっと皮ぉ剥いちょか

にゃ.』 『 じゃのう』 手回 しがいいき仕事 も ハカ ドル.『 こ1シ

モウヨカロウ』『ヨンクレジ イイノカ』

あ らま し出来 た き そん ま ま 切 リクザ イ チ ロ に入 る る と杵ん

出番。 元気 者 の力仕 事 は時 ん 間 に 準 備 も出来 た。砕 い たん を水

に入 れ ち モモ グル と 自 い液 が 泥 ん 中 に滲 み で よ る。 『 よ ― しイ

ッ トキ沈 め ち ょか に ゃ』 『動 きが 早 ぇ もん じゃ き も う出来 た ど

』 『や  こ り ゃ泥水 じ ゃね ぇか』

『 こりゃぁまあ違 うん ど こん まめ しち ょきゃ 底 に沈む き』

詳 しい者 もお るき 出来上が りが楽 しいが  そ りゃま ぁ旨 くいっ

た時ん話.お もしろ半分の者 もお りゃ シラシンケ ンん者 もオ ッ

チ 賑やけ一 ことんナ ンチ。 イ ッ トキ シヨックラ 泥水 がち っと

澄み きった ち思 うた ら 下ん 方 に微か に白い色が .
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『 見 ょ :11来 よ るど シ メ シメ』 話 しゃ甲 ぇ き も う出来 たち思

う 気 早 ぇの ん お るが  そげ ほ問屋が卸 さん もん じゃ。 『 ど う見

せ ち見 ょ』 I・ 出 来 た しゃろ う』 『 うん  こ りゃ―調子 が い いど

じゃが ま ぁ何 べ ん も くり返 さん と』『何 べ んす りゃいいん な』 『

じゃの  lo回 ぐれ かの 』 |・ え  10回 もえ  こ りゃ大 事』

もうか るあ ご出 しゃ困 る ど  これか るが 正 念 場 じゃの に。 ウ ワ

ズ ミュー洗 い だ す と水 ぅ 入 れ ち まだ混 ぜ た。 じゃけん ど何 国 か

しよ る うち ―‐ ゆ う した もん じ 上澄 み ん ゴ ミヤ ラ 泥水 はだん

だん ノー～ナ ッチ ヤ ンガ チ シ ヨル ト 美 しい 白 い粘上 が残 った。

『 ま い っぺ ん や ろ うや  そす りゃ もう よか ろ うき』 I'そ うな

ふ ん な  もしヽ っぺん 』 元気 な声 に変 わ った。

やん が ち 水 L澄 み も美 しい 底ん粘 上 に も汚 い もん はね ぇ。

ま し  『 はん な手 フル イ じヨ シチ 水 ハ エ タラ 出来 上が り』 と

な った。 [｀ 本 当 は こん ま ま干 す ん じゃが  き よ うは餅 に す るか の

ぅ』 それが い いで  食 うち見 らに ゃ 話 しな らん き』『 それ も

そ う じ ゃの う』

始 め らに しち ゃ _L手 に 出来 た ごた るど 今 日は千 じち ょらん

き こん まま小 麦粉 を混 ぜち 餅 コネ シチ  ち よ いと寝 せ ち ょこ

ぅ。 『 なにえ́ ま ぁ寝 す ん の』『 そ うど お前 ど・うか る 起 こさ

れ た き寝 むて 一 ち 言 わ れ た き』 I'ま た トッポ 言 う』 『 トッパ じ

や ね ぇど」 賑 やか な事 ぃ広 が ぅ ち行 く。

い っとき しち餅 にち ぎ っち 蒸 す と蒸 気 ん 中 ぇ独 特 ん 香 り。 ま

さに カ ンネ餅 ん 出来 _Lが り。 真 白 い餅 ん 肌,ギ チ ギ チす る歯 ざわ

り。 あん荒 々 しいカ ンネ カ ズ ラた 思 わ れ ん ごた る色 ん美 しさ。

『 悪 坊 でん使 い用 じや こげ な 美 しい表 |:彗 ん 餅 に もな る。 世の 中

も人 間 も そ げ な仕組 み にの。 みん なん 笑 顔 が こば れ た。
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55P

56P

方 言 説 明

で ん …で も。 ち くは ず …行 くは ど。 カ ンネ ンカズ ラー葛

の原 本 の姿勢 。 だ け じゃの う じ…だ けで は な くて。 チ ッ

ト…少 し。 ど ます れ ば ―・その よ うにす るな らば。 ヒ トム

リャセ ン…迷 惑 で こ ま って しま う。 しち ょき ゃ一植 えて

お けば。 イ ツ ンナ カ メ ー カ・―いつ の間 にか 。 トッ ト… ま

るで。 フ トラ ンゴ ツ ー成長 しな くな って。 あ げ なや た 一

… ほん と うに迷 惑 で。 ネ ー プヤ・…他 に は例 が な い よ うな

フ トE′ クサ ン… た くさん な ことに。 も うよか ろ うか ― も

うよ いの で は。 や ん な …お前 は。 こん くれ に 一 この くら

いに.シ チ ョョ ゥャ ー・してお きま しょ う。 オ トサ シュー

静 か に。 オ レチ ー下 が って。 ホ タ 1'コ ム ト…投 げ こん で

。 ア ラマ ンー雑 に しなが ら。 じゃの ぅ一 です ね 。

手まわ しが いい―・人数が多 く流れ作業 で。ハ カ ドルー能

率が あが る。 こウコカ ロウー大丈夫で しょう。 ソンク レ

ジイイ ンカーそれだ けでょいですか。 くざいち…砕 く。

日 と杵 ――砕 いて自 に入れ杵で っいて壊す。 モモ グルー手

で当た りまわ して解 く.イ ツ トキー少 しの問。 ち ょかに

ゃ… しておかねば。 もん じゃき―・ものですか ら。 じゃね

えか―ではないですか。 こりゃまぁ… これは ま ぁ。 そん

まめ しち ょけ―・その ままに してお く。 ノラ シンケ ン…。一

生懸命。オ ツチ…お って。 ナ ンチーな どと。 シヨッタラ

ー・していた ら。

シメ シメー旨 くい った。 そげま じ…。そん なに まで。 もん

じゃ… ものです。 見せ ち見 よ一見せ なさい。 じゃが まぁ

―・で もま ぁ。 ぐれか … くらいか。 もうか る…今か ら。 ウ

ワズ ミュー…浮 いた分の水を。 しよるうち… している間

に。
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56P ゆ う した もん じ… よ く した もので。 ゴ ミや ら…汚 い もの

や ら。 ノーナ ッチ… な くな って。 ヤ ンガ チほやが で。 ン

ョル ト… して い ると。 や ろ うや 一続 け ま しょう。 そす

り ゃ… そ うす れ ば 。 そ うな―。そ うで まか 。 やん が ち ―や

が て 。 ほん な一 それ な らば。 手 フルル イ ジー 手の振 動 で

選 別 す る道 具 。 コ シチ …選 別 して。 水 はえ た ら一水 を 出

して しま った ら。 そ けれ が い いで 一 それ が よ いで す よ。

な らん き一な らな いか ら。 そ うど… そ うで す よ。 トッポ

…愉 快 な多少 色 の冗 談 。 トッパ ー冗談 ジ ョー ク。 ギ チ ギ

チ …ヽ ね ばね ば  もち もち シテ。 ヮ ルボ ウ…悪 遊 び の子 ど

もた ち。使 しヽ用 じゃ―・利 用 の 仕方 によ って は。 そ げ な …

そん な。

サ トガ ラん料 理  《イ タ ドリ》

春 先 に野 山 に 自生 す る サ トガ ラは酸 味が 強 い けん ど  それ

も旨 く使 う と歯 ざわ りん い い 山菜 ん itt品 料 理 に変 身す る。 取

りだ ちに す ぐ皮 を剥 い う 適 当 な長 さ に折  切手 もよ いが 水 に

曝 す が い い。 /ク ヌキ す る事 じ  il品 な味 にな る。水 か ら :」iし

た ら水 気 を き って  ゆ う拭 い ち油炒 め 。

味 は好 み に よ っち 甘幸、 珍 味 を 入 れ る、 ゴボ ー と共 煮 、ニ

ン ジ ン ピーマ ン なん か と炒 め る と 色彩 が鮮 やか に な る き

食 欲 も そそ る。 番 辛料 も好 み じ 使 い分 くり ゃ言 わん と そ

ん 食材 が なん じゃろ うか。 ま さかん まさか …子 ど もが学 校 帰 り

ん  空腹 ん 腹 ん 虫押 さえ に 食 うたお さな子 時 代 が  ヒヨカ ッ

ト甦 る。 ◎ 方言 説 明  取 りだ ち …取 って す ぐ。 ア ク ヌキ ー あ く

と酸 味 を飛 ばす のか コ ツ。 ユ ウ…・よ く。 甘辛 … 甘 さや辛 さん 調

子 を す る事 じ 独特 な味 に仕 上 が る いわば わが 家 の逸 品 料 理

か も。 なん じゃろ うか … なの で しょ うか 。 ヒ ョカ ッ ト…急 に。
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イ リコ飯 の接待

正月体 み を 利用 しち 子 ど も会 ん 有 志 が 自転 車 じ お祝 訪 問

ぬ ス ル コチナ ッタ。 乗 り慣 れ た 5人 が 『今 日は人 気 もい い』 ち

颯 爽 と寺 町 か る砂利 道 が  ま ぁ多 い昭 和 23年 じゃつ た。 本の上

ま じゃま ぁ人通 り も少 ね ぇが  米 す り ゅうす る農 家 が  あ っち こ

つ ちあ っち発動機 ん  ガ ソ リンの煙 りが 流 れ よ る。

大道 トンネ ル ぅ押 しあ げ ち  チ

入 れ に 一体 み しち 馬 車 引 きが こ

馬 が 1上 ま りよ った。 『'な
しか え 』

チ ョロ リー杯 や ると 馬 車 に ごろ

朝 が 早 ぇの とダ ックん もあ っち

ッ ト汗 が 出 た が  ラ ムネん差 し

こま し帰 る と な しか決 ま っち

そん はず じ ゃ 荷 も卸 した き

り乗 っち いつ ん な かめ ―‐か

うと うと積民り。

『 さ ぁ出発 』 一斉 に くだ る と 人 分 市ん町 中 に入 るが  途 中 に

汽 車 ん踏 切 りが あ る。 黒 ん煙 りが モ クモ クあ げ ち 貨物 列 車が

入 っち来 た ごた る。 遮 断 機 が おれ た き ここ じ汽 車 ん 見物 す る。

め って み られ ん 汽車 は  ふ ん と大 け な図体 じゃの ぅ。 え 一ヽと通 り

す げ た ら遮 断機 が上 が った。

『 大 分駅 に寄 る き そん ま ま右 に曲が って』 石 炭 の燃 え た匂 い

が鼻 に入 っ ら くる。 弁 当屋 ん 前 は ご馳 走 ん匂 い も。 駅 ん窓 回 じス

タ ンプ押 ξノて もらう と こん だ新 聞 社 に進ん だ 。 電 車通 りに出 る

と石 が敷 い ちあ っち ゴ トゴ ト自転 車 が パ ンクせ に ゃい いが ち。

il号 松 く ぐっち新 聞社 に  こ こでん ス タ ンプ押 して もろ うた。 新 聞

の イ ンキん 匂 いがす る き 立 ち止 ま った ら『 珍 しい こ つ―す るな

ぁ』 ち 褒 め られ たが  新 聞 記 者 じゃなか った。

『 こん だ ど こな』 『 こん だ放 送 局 ど』 竹 町 を 抜 け ち西大 分 ま

じ遠 い な ぁ じゃが 所 と ころが 舗 装 され ち ょる。 や っぱ町 じゃの

、ヽ.浜 の市 に参 っち放 送 局 に。 ア ンテ ナが高 い もん じゃき見 れ と

よ った らオ ラ ビヨル 。
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『 お宮 に参 る しが 多 い き 片寄 って通 るごつ 』 『 は い』 タマ ガ

ック 何 か 叱 られ るか ち思 うが  そ りゃなか った。 ス タ ンプ押 し

よ った ら  『 あん た ど うご苦労 さ ま』 ち キ ヤ ラ メル を 1つ ず つ

いた だ いた。『 あ 一 よか った』 本 当 は な にか もっと と 思 うた

ん じゃが。『 まだ まだ修 行が足 らん の ぅ』 み ん な大 笑 い。

帰 り道 は な しか皆 ん なユ ック リな った。無 事 す ん だ のん あ る

じゃが 楽 しい企 画 じゃつた 達 成 ん 喜 び と天 気 が よか ったん も

嬉 しい正 月ん 行 事 で ん あ った。『 来 年 も し ゅうえ』『 じゃの ぅ

天気 が よか り ゃ』 体 験 した今年 は  な にか 一つ でん変 わ った

もん に  さ らに挑 戦 して ‐―もん じゃが で

3時 間 ぐれ ― じゃつ たん 無 事 に全 員が 帰 りち一 た。迎 え ち

くれ た 忠 ち ゃん か たん  お ばん が『 ひず か ったの ぅ 怪 我 せ

ん じ 、、つ たか え  ご飯 炊 いて あ る き食 べ よ』 『 お お きに』 笑 顔

が爆 発 した。 なん と『 イ リコ飯 』『 うわ る うまそ う』『 うめ ―‐

で  よ き―炊 いち ゃ る きガ イ ト食 べ な ぁ。

あん 時ん『 い り こめ し』 ん 旨さ 生 涯忘 れ られ ん ごた った。

方 言説明 ―ス ル コ チ …催 し,な しか … なて か 。 はず じゃ… そ

ん な習慣 に。 ダ ック…疲 れ た。 ごた る… よ うで 。 ふ ん と一 ほん

とに。石 が 敷 いち …車 が線 路敷 に入 る と きけん なの で敷石 を 。

ゴ トゴ ト…反 動 で。 こつ ……事 を。 オ ラ ビヨ ル…呼 ん で い る。

ひ ずか ったの ぅ一疲 れ たで しょう。

イ リコメ シ… シ ンプル料理で小型 のイ リコを 炊 く準備 した

釜 に入れて好み によ り しょうゆ味 の水 の 9“ 1割 くらいに。

焦 げ飯がつ くと最高。熱 い時に食 しますが 冷えて も焼 く事で

かば しい乙な味 に。 イ リコの味が ひろが る 素朴 な珍料理。で

即席 な副食な しで もOKで す。 カル シュウム も取れ る。
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直入 文化 が 香 る丹 生 山

丹 生 山善 生 寺 の あ った丹生 山 は 府 内ん丹 生 や荷 小 野 《丹 生 野 じ

ゃなか ろ うか 》 と 同 じこつ 朱 が あ っち 女 性 ん 身 嗜 み に粧 うたん

じゃなか ろ うか 。 そ り ゅう練 った事 か る 練 ヶ迫 ち誰 言 うとの ぅ

名 付 け られ たん じゃなか ろ うか  周 りに ゃ栗 林 、柿 の木 、鍋 なん か

暮 ら しに も連 な る呼 び名が  今 も残 っち ょる。 それ が 当時 ん 暮 ら し

を  思 い起 こさ せ ち も くる る。

畑 所 じそれ も広 い畑 が 多 か った 穀 類ん粟 、大 豆 、何 か が 植 え ら

れ た ことや ら 里事 を取 り入 れ た ん も 食生 活が 当時 と t′ ちか な り

高 い ごた るのが  伺 え ち そ こに ゃ直 入 文化 が 入 り 後 に ゃ大 野 文化

周 りん 天領 文 化 や肥後 文化 ま じ うまい調 子 に取 り入れ た 生 き

か たん 素 晴 ら しさが  ふ っ と浮 か ん じ来 る。

そん 反 面 に ゃ非 作 に備 え た イ ビウ餅  竹 の実 さえ 食 ぶ る方 法 ま

じ 正 面 した生 き方 が互 い に 受 け継 が れ ち ょつ た ら しい。 『 子 ど

もに ゃ勉 強 させ ん でん いい』 ち 古 老 が 言 うのを 聞 くと 勉 強 じち

偉 くな る と外 に 出 ち しま う。 IFじ ゃ き人材 が の うな る』 な るほ ど

そ りゃ理 屈 に な るが  真 意 は それ に よ る『 自力 を つ くる』 励 ま し

ん 苦 言 じ ゃつ た ら しい。 そ げ な如 実 ん例 も多 い ごた る。

盆 踊 りに直入 地 区ん しが 来 る こ っちか る も出か けち仲 間 入 り。

そん 時 に ゃ特 別 に 買 うち ょつ た 麻 裏草 履 を 履 か せ ち 送 り出す心

意 気 は 苦労 す る人 た らん  優 雅 さが 滲み で て ん お る。心 ん 豊 か さは

百 姓 じあ ってん  高貴 な人 間 ら しさを  いつ も心 ん奥 に忍 ば せ た

地 域 性 が 今 も見 え 隠 れす る。

元和時代ん墓標ん墓地があ るん も  『地火ん頃ん種 まきでん八せ

ん入 りに間 にあ う』 ち 言 うごつ植 え付 けが遅れてん 諦 めん じ植

え ち よきゃ ち ゃん と実 っち くるる 作物 に感謝す る意味ん よ う。
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水 に ゃ不 自 曲 も しよ った が  古 老 た ち は 決 して 手 の 内 に ゃ ひ

も じさ は 見 せ ん き『 す まん な ぇ』 ち 遠 方 ま じ行 く井 路 が 通 る。

が 水 た ぁ チ ッタ ボ ッ ク リ しみ で た り は す る もん 。 そ ん 水 が 広 が

っち下 に 潜 り落 つ る。 水 もち ん  い い 田 ん ば に ゃ チ ッ トん 水 で

ん 賄 うち く る る もん 。

戦争 が 済 ん じ平和 に な っち 戦 中 に苦 労 した 高齢 者 に  ち っと

でん長 き しち もらお うえ ち  30年 ぶ りん盆 踊 り ゅ 若 い した ち

が復 活 した ら 思 わ ん ご褒 美 ち喜ぶ。 昔 と った杵 づ か ち ヨ ンラエ

ち 踊 りん 輪 に入 った年 寄 り も  『 長 生 き しち よか った』 ち そ

げ な企 画 に涙 ぐむ。

米 が コ ゥ ダ イ ジャ キ 大 豆 を売 りに行 くと・ 銭 と りに も役 立つ

夜 なべ に持 え る。畑 が 多 いん が 思わ ん 役 立 つ。 気 構 えん 違 いが 銭

だ けが  111の 中 じ ゃね ぇ気持 ちん  持 ちか た に変 わ っち 林 業 ん

グル ープゃ ら シイ クケん グル ープ も 競 争 じ働 き技 法 も磨 い た

。 年寄 りが 頑 張 った地 域 造 に 若 い人 た ち も受 け継 いだ 仕事 ん

取 り組 み は今 も 成 果 が実 っちお るよ う。

片 田舎 じあ ってん心 は豊 か な 理 想 郷 ん住 人 じゃ き 常 に新 し

い息 吹 きを 吹 かせ て  輝 く生 活環境 に感 謝 す る そ げ な気持 ちは

これ か ら も き っと新 風 を取 入 れた故 郷 の継 承 に 努 力 す るの で

は。 芹川 ダ ム に隣 接 した 静 か なた たず まいの  奥 座 敷 に ゃ今 []

も小鳥 が さえず り 可 愛 い い花 が い じら し く。

方 言説 明  そ り ゅう… それ を。 ごた るの か 一 ょ うなん が 。 じゃ き

…です か ら。 お る… い ます 。 ち ょき ゃ―・お けば。 ひ も じさ…空 腹

な感 じ。 チ ックボ ッタ リー少 しは漏 れ た り。 コ ウ ダイ ジヤキ ー大

手 な収入 源 だ か ら。水 もちん・―少 しの水 で も長 く使 え るょ うな 田

。 元和 時 代 … 1600年 代 の頃の墓 標 を  見 る とそれ まで に既 に

生 活 が さ れ て い た の だ ろ う。
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報 恩納 経 に捧 げ る喜 び

平成 11年 か ら巡 り会わせ た 四国遍 路 の巡礼参加 に 分割の

札所巡 りに始 ま リ ー斉 には至難 じゃっ た 満願の夢 は個人差は

ァ ッテ ン 5年 あまりん 中 じ 全員が満願 と高野山礼拝 ま じ と

にか く終ゎ っち 今年 は四国巡拝創設 ■ 200年 の 想 いでん多

い年 じゃった き 誰か ら トンノウ 今 日 もサ カ シイ ンフ お参 り

したお影で なえ になった。

春 ん彼 岸 頃 に ミツ ク ウチ  ilく

`拝

記 念 に作 った『 掛 け軸 』を 持

ち ょ っち皆 ん な じ般若 心 経 を 唱 え とに か く元 気 じこ こま じ来 た

ソ リーー感 謝 しち  89巻 ぬ唱 え る。『 あん た どげす る』『 い い

でヵテ チォ クル 』『 ア ン シニ モ  :声 か き ゆ うなえ』『 そ うで声 ぅ

カ ク リャ ミンナ イ イチ ュ ウガ エ』

『 世話 は あん た ンチ クル ル』『 イ イ デ・―タキ  させ ち も らうが

あん時ん  運 転 手 さん が 今  こっち住 ん じよ るき よ ぼ うえ』

『 そ りゃまた  いい じゃね え な つ もる話 もあ る し 失 敗談 もア

ルカ ン』『 そ り ゃ一 も う ウ ツ トーガ ~番 じゃろ うな』『 朝が ニ

ガ テ じ 迷 惑 か けた な ぇ』

『 そんか わ リ オ ス ー マ ジ 面 倒 み ち くれ た こ と』『 ち ょこ っ

と じゃけん どな』 それ ぞれ ん思 い出 が  マル ジ走 馬 灯 ん ごつ

浮 かん じゃ 7)与 え よ る。『 あん 頃 ぁ 若 か つた なえ  ~晩 ぐれ は

寝 らんでん  歩 いた もん じゃが  心 経 が ナ カナ カ 覚 えん じエ ー

ト覚 えた ら もう高 野 山 じゃつ な ぁ」

足がチツ タ 痛 ぅな ったんが  こん 頃は また巡 っち

たる想いが  なんか四国 にむ いち ょる。『 運転手 さん も

さん も 上手 じゃつ たな ぁ ゆ う面倒み ち くれたな ぁ』

見たい ご

ガイ ド

ご3



『 そ リー 10回 ん ぅち  3回 も巡 り会 うなんか め ってねえ き

ょ くょ くん  i巡 り合ゎせ ち よろこんで くれよ ったな ぇ』『 あん

まり丈夫 じゃねえき お世話を させ ち もらう事 じ 健康 にな り

たぃち そ りゃまぁ熱心 に 世話 しち くれたな』『 今でんガイ ド

しよろうか 会いてえ もん じゃな ぁ』

話 に よ る と そん ガ ィ ドさん も あれ か るは 元 気 に な っち

今 は退 職 したが 会社 も人気 者 じゃっ た き 臨 時 に雇 Fl:し ち ゃ

ガ ィ ドや ら 添乗 員 なん か に 起用 しよ る ら しい。 じゃろ ぅ話 法

も巧 み じゃ し 愛想 が い い に 世話 が ゅ ぅで きた もん じゃ。 よ る

と話 が ひ ろが り 集 ま る 目取 りなん か も 進 み で 一 た。

世話 に な り今 も 健 康 じ暮 らせ るん は ご加 護 と感 謝 し 集 い

報 恩 の納 経 を す るん も 人間 の正 しい生 き方  それ が 家 庭 の 円満

無 病 息 災 に もつ らな るち 声 がか か つた皆 ん な も 春 ん彼岸 を

タ グ リコス ル ゴタル。 そん運 転手 さん に 久 しぶ り tこ  お うた き

これ これ シカ ジカ』 と 話 した らも う 真剣 喜 くう じ くれた。

あれか る 15年 余 り 知 らぬフ リデ ン イキチ ヨラルルが 心

:こ 感謝ん想 ぃがぁ りゃ こげな集ま りん 話は当然 あ っちシカル

ベキ 人間 の素直な気持 ち じゃろう。『 ガ イ ドさん もナエ』『 ふ

ん と そげ一なりゃもう 大変 と大 事が 盆 と正月ん ごつ 来 る

ん じゃなか ろ うか。

報恩感謝ん納経は 彼岸の期間 に決 まった。 それ に 3回 も巡 り

ぁ っち 世話 しち くれ た 機転の効 く ドライバー 高速が通行止

めで 急 き ょ一般道 に くだ り 近道脇道を経 由 さ つと高速 に乗

る早業 は 巡拝者 はあま り気づかんが 回想記録 に綴 られた あ

ん遍路物語 にゃ 優 しい人たちん 心情が仄か に残 され 四国道

にそ っと 花を咲かせ ち ょるよう。

ε十
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★☆★ 春 の季節 …まわ り駒 ★★★

春先 になると種駒 《馬》が 集落 にまわ っち来 る。馬が発情す る

機会を ツカマエチ 種付 けす る もん じ 大 けな姿体ん馬が 向 こう

ん坂道 ぅ下 りよると それが解 るんか イナナ ク。種付け場 に引い

ち行 くことも おいいが  田舎 ゃ出向いち くるるんが多い。女馬

を繋 い じ種馬が  かか るごつなると :手 助 け しちか くる 場面 どま

コ ンメ子 どもどま 抱 いた母親でん 子 ど も ぅ締 めつ くる ぐれ に

興奮す るち言 う。顔 ぅたちあげち笑 い 上 にまたが っち タテガ ミ

ぅクワユル ト 大 きな動作 にゃ もうユ ッサユ ッサす る ぐれにな

るき 興奮す るん も無理 ぁね ぇ。駒主 じゃもう 全て手伝いす るき

そげな場面 も春先ん 風物詩 じゃな ぁ。

柿 の坂 に ゃ道 が 通 っち そん 頃ん 野津 原 じゃ 多 か った馬 車 が

こ くう ヒ ッキ リナ シん ごつ 通 りよ ったが 道 が  で きたんが 明治 ん

中期 ごろ 昭和 50年 の舗 装 な る ま じゃ 馬 車 を 引 く馬 が  馬 車 ん

重 み じ飛 び よ った。 そ り ゅう予 防 に作 ったん が  駒 掛 け 《駒 除 け》

じ 石 と漆喰 じ固 め た 高 さが 1, 5米 、幅 が 1米 ぐれ じゃが  馬

もそれ じデ ブ ン 被 害 か る助 か った。 が馬 車 とん 間 に 挟 まれ た人

間が  ゆ うあ りよ った。

大雨ん後 どま滑 りや しい モ ンジヤキ 重荷ん時 に ゃ ブ レーキ

掛 けてん滑 るもん じや き 馬車 ごと駒掛 けに 擦 りつ けち え―と

止まるあ りさま じゃつ た。時にゃ輪が くい こみ 馬車や ら馬や ら

一緒 に下ん縁 に飛び くうだ そげな事 もあ った ごた る。́それ じゃき

北べ らん丘 に 馬頭観音様を記 った。それか るは事故 も ウン ト少

の うなった。盆の 17日 に ゃ 馬車引 くしや ら 関係んひとたちが

お祭 りとお接待 しち 無事故ん祈願なんかす る ごつ。子 ど も会が

踊 りなんか着かざ っち。世 の中 も発展や ら つれ な う事故や らが

交差す るけん ど 人 の真心 はや っぱ 通ず る も世 の中ん ごたる。
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△△△ 方言説明 △△△   《65P分 》

ツカマエチー しつか りと捕 らえて。す る もん じ一す る ものです。

下 りよると…下 って きます と。 るんか …るので しょうか。 イナナ

ク・=馬 の泣 き声 鼻を膨 らませ気味 に して。 お いいが 一多 いので

すが。 くるるんが一 くれますので。かか るごつ なると一性交す る

よ うになれば。 どま…などは。つ くる ぐれに一つ けるよ うに も。

クヮュル ト…クヮエルと。ユ ッサユ ッサー振動す るよ うな。 ぐれ

に一 くらいに。そげな…そん な。 じゃな ぁ…よ うに見 られ ます。

ヒッキ リナ シに一‐トメ ドモな く。よ った…いま した。で きたてん

…で きて まもない。昭和 50年 -1975年 。 そりゅう一それを

()じ ゃが一ですが。デブ ンーだいぶ。 とん… との。ゆ う…よ く。

あ りよ った一あ りま した。

モ ンジャキー ものですか ら。 もん じゃき― ものですか ら。え一と

一・ゃ っと。 じゃつた…″で した。 くいこみ―は ま りこんで。や ら―・

など。 くうだ一とび こんだ。 そげな一そん な。 ごたる一よ うです

。 それ じゃき…それですか ら。べ らん …ほ うの。か るは…か らは

。 ウ ン トー・とて も。少 なの うなった…少 な くな りま した。 しや ら

ヒ トタチ。 スルゴツーサ るよ うに。つれな う一連れだ って。や ら

が一などが。 けん ど一けれ ど。や っぱ‐…やは り。 ごた る一よ うで

す。

※ ・皆さん も読むの 1こ  ダタ ンジャアルメーカ 《疲れたのでは

なで しょうか》 チ ョヨ ッ ト 《す こ し》 お もしリー話 しゅ

《はな しを》 シユ ウカマエ 《しま しょうかな ぁ》 貰 い湯

に行 った時に『 い っぱい ヨンジョくれ』 ち 言 うんで一お風

呂ひとつ貸 して ください。帰 りには『 お ごっそん な りま した

』 と お礼 …あ りが とうございま した。暖かい方百です。

-
´

＼

66

―

、 ニ

‐́~ヽ



―ぶ7

ル｀



わが 国 も敗 戦 を 迎 え ち今 ま じ 体験 も した こ とね ぇ混乱 に な

ったが や っば ま ぁ島 国 じゃつ た きか  ま ぁまあ ん 纏 ま りが 出来 ち

時 は 流 れ よ った ち思 うが  それ ぞれん厳 しい生 活環 境 :よ  格 差

もあ った ごた る。 農 家 は食べ 物 に ゃなん とか  で ん 家 にお るな ぁ

年 寄 り女 ,子 ど も。 これ か るが 大 事 でん あ った。

そ げ な世相 を チ ッ ト追 いか け ち  『 あん 日あん 頃』 ぅ 辿 っ ら

見 るん もいいん じゃな か ろ うか 。 苦 労 した過 去 は それ と しち 常

に人 ん情 けや ら支 え や らが  あ った きこす 今 が あ るんか  知 れん

ち思 うと感謝 せ に ゃな るめ ぇな ぁ。 病気 じ伏 せ っち ょつ た し 食

ぶ る もん もの う じ 代 用食 だ け じ過 ご t.た 人 も。

昭和 20年 ・…1945年 終 戦 じ マ ツカ ー サ ー元 帥が厚 木 到 着

が 30目 。戦 後 は じめ ちん 大 相 撲 は 11月 16日 開催 に な った。

もうそん 頃 に ゃ『 リンゴの歌 』『 か え り船 」 『 東 京 の花売 り娘 』

ん  レコー トが 発 売 され た。 真 空 管 ラ ジオ が 売 れ ち 下 取 り した

の でん 安 く買 え た 時 代 じゃつ た。

早 い し ゃこん 後 にす ぐ 帰 った 引 き上げ者  そ しち復 員軍 人 も

あ っち 今 ま じ若 い しは珍 しか った に ど こん こ こん若者 が もう

い つぱ い じ や っぱ 活 気 もあ ったが  そん 影 じ戦 死 した英 霊 も

無言 の帰還 の痛 ま しい光 景 も。 厳 しか った供 出 は まだ まだ  更 に

命 令が あ っち割 り当 て 消 化 が  出来 ん と代 用 ん 麦 、 トーイモ もよ

か つた ごた るが  これ また頼 って 来 る農家 じゃ そん サ ンク リに

苦 労 も続 きよ った。

配給制度 ど続 いち酒 なんか  なか なか手 に入 らん もん じゃき

闇酒、闇焼酎 も横行 しち『 かっ ぎ屋』 さんが  走 り回 リー定の時

間 にそき ぃ 行 くと物物交換 じ米 が よそに行 く。取締 りが厳 しい

バスに乗 り継 ぎ来 た に 統制 にかか ると没収 され よ った。生活ん

為 とは言え皆ん なが  苦労 した戦後 じゃつた。
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そん 頃ん 県 の ほ うわ どげ じゃつ たか  人 分 交 通 が発 足 、 県 知事

の細 田徳 寿 さん が 赴任 。 県 の 人 口は 1124513人 。 外 食 券 制

度 実 施 、 ボ ッタム宣 言受 託 。 この 間 に皇居 も空 襲 に見舞 わ れ た。

21年 一た けの こ生 活 の 言葉 ん 通 リ ー枚 は いで は食 う生 活。

栄 養 失 調 、反 対 に ヤ ミ成金続 出 、か つ ぎ屋 繁 盛 。 婦人警 官 、婦 人

民 生 委 員制度 誕 生 。 吉原廃 止 に 預金劃鎖 で 新 円 に切 り替 え 。 天 皇

が 人 間宣言 、 ビキニ で は原爆 実 験 。 フイ リッ ピンが独 立 。 た ば こ

の『 ビーース』 を 日曜 祭 日のみ  販 売 →一 人 ひ と箱 10本 入 り 7 il

。 長 谷 川町 子の『 サ ザ エ さん 』 が  夕刊 フ クニ チ に連載 開 始 。

の ど 自慢 素 人 音 楽 会 、街 灯 録 音、尋 ね 人、 な どの ラ ジオ放 送 も

開始 。 金融 緊 急 措 置 令交 付 、預 貯 金 の封 鎖 、新 円切 り替 え_実 施 。

東 京 6大 学 野 球 、全 国 中学 校 優 勝 野球大 会 復 活 、第 1回 国 体 開催

東 宝 が第 :1回 ニ ュ ー フ ェ イス募 集 で 三 船 敏 郎 や久我 美 子 な ど

を採 用 。 当 II等 の 封 切 り映 画 は 一 は た ちの 青 春、 わ が 青春 に悔 いな

し、 大 曽根 家 の 朝 、 七 つの顔 、 な どが あ った。

流 行歌  歌 謡 曲 の 発売 は 旅 役 者 の歌 、 悲 しき竹笛 、夢 見 る扇

、望 の秋 、 な どが 出回 って来 た もん の  ラ ジオか らの歌 が 刺 激 す

る曲 は 爆 発 的 に売 れ る傾 向が 。 ラ ジオ も [・ お好 み音楽 会 』 と

毎 日定 時 に放 送 す るん じ 広 が りが はやか った ごた る。

世 相 は厳 しい現 実 の世 界 で ん  若 者が 溢 る る ごた る集 落 に ゃ

物 は の うで ん 活 気 が  後 押 しす る ごつ勢 いつ い ち 心 が 豊 か に な

った ごた る 印 象 は刻 まれ よ りよ った ごた る。 署|き 上 げ者 、 復 員

者 は これか る 5年 間 くらいは 続 いち一 気 に に ぎわ いを  迎 え ち

くれ たん は嬉 しい事 。 そん影 じ ゃ苦 労 な さ った 地 区ん 役 員 さん

た ちん  労 書 は舌 筆 には尽 くきれ ん  お疲 れ 様 で した。
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思 いだ して ん セ ツナギ ーー 悲 しい思 い出 もあ る じゃろ う で ん

こ りゃ もう ドウエ ンナ ラ ン宿 命。 今が サ カ シカ リャ い い に しち

ハ リコ ミヨル ト 又 い い こ と もあ るん じゃね た。 そん 頃 ん米 ん 値

じやが公 定 価 格 じ 20年 《鈴 木 内閣 》 が 60円 。 21年 に な る

と苦 田内閣 か る片 山 内閣 に な っち 値 段 も 22()円 に な った。

22年 一 芦 田内閣 にな っ ち 700円 。 始 め ち知事 公 選 にな っち

細 田知事 当 選 、 県 の農 地 開 放 2万 ヘ ク ター ル達 成。 空 飛 ぶ 円盤が

現 れ  金 属 回 収 じ広 瀬 中佐 な どん 銅 像 も撤 去 、わ が 国 初 の女性

野 球 じ野 外 集 団 見 合 い i;樹 催 。 イ

巻 じゃ悪 性 インフ レ、百 万 円宝 く じ登 場 、 シ ョーートス ヵ― |、 が

流 行 、共 同 募 金 始 ま り、地 方 議 員 に婦 人 も進 出、隣 組 廃 止。 63
制 の新学 制 発 足 。 当用漢 字 、現 在 か な使 いに よ る国定 教 科 書 を

使 用 開始 。 教 育 基 本 法学 校 教 育法公 布 。 6334制 男 女共 学 に。

菊田一夫作 IⅢ 鐘 の鳴 る丘』放送開始 、人気番組 に。 占橋広之進

4(,OM自 由型で世界新.以後 2年 間 に 23回 の新記録。キ ャス

リ―ヽン台風 、関東地方に死者 2247人 の大水害を もた らした。

第 1回 共同募金募金総額 6億 円 (′ 赤 い羽運動 も始 まる。 N II Kの

映画の世 界 は 安城家の舞踏会、今 ひ とたび、戦争 と平和 など

の封切 り。歌 の世界では 胸 の振 り子 、東京 ブギ ウギ 、誰か夢 な

き、あ らホ ン トか しら、雨のオラ ング坂、 トンガ リ帽子 、三 日月

娘 、なげ きの ピェ ロ、港が見 え る丘 、などが発売 して人気が ひろ

まつた ごた る。

戦 後 2年 目 にに な っち 引 き上 げ復 員 なん かん じが  増 え た も

ん じゃき 景 気 もち っとず つ ゆ うな ったが  就 職 は厳 しか った。
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この年 に ゃ寺 町 に『 子 供 会 』 が うぶ 声 あ げ た。 そん 前 に入倉

に ゃ『 字 曾 子供 会』 もあ っち 戦 乱か ら生 き伸 び た 子供 は そ

りゃ も う元気 印 じゃつ た。 手 足 しゅ汚 して ん ど こま しで ん  遊

び歩 いち子供 が 多 い き ―一人 ぐれ オ ラ ンデ ン 親 も気 が つ かん

問 ぇよそ じ ヨバ レチ帰 っち くる子 もお った もん じゃ。 もん じ

隣近 所 か もうイ ケ ウチ ト いつ しょ じゃつ た。

2〔)年 一帝 国銀 行 じ毒 殺 事 件 発生 、 大分 大 学 設 置 、 九 州地 方 じ

豪 雨 5()年 来 の被害 。朝 倉 文 夫 が文化 勲 童 受 賞 。 ス トラ イキ続 出

リーゼ ン トス タイル流 行 、警 視 庁 に自バ イ復 活 、 l10番 誕生 。

公営 競輪 は じま る、

第 1回 NHKの ど 自慢 全 国 IIン クー ル 神 田共立 講 堂 で実施 。

美 空 ひば りが 《11、 》横 浜 国 際劇場 で  美空 和 校 の名 前 で デ ビユ

ー。 日本初 の サ マ ー タ イム実 施 … 5■ 1),時刻 を 1時 間 早 めて。

プ ロ野球 で初 の サ イター 横 浜 ゲー リック球 場 で、 巨人 対 中 目戦

が 。福 井 県 で 大 地震 発生  死 者 3769人 家 屋 全壊 6000戸 に

のは る。米 軍 の勧 め に よ り警 視 庁 は 犯罪 専 用電話 1_10番 を。

小 倉 市 で初 の競輪 開催 4日 間 で  5500()人 が 来 場 す る。

映 画 …酔 い どれ 天使 、夜 の女 たち、王将 、三 百六 十五 夜 、 肉体 の。

門 。 歌 で は 一愛 の灯 か げ 、流 れ の旅 路 、 フラ ンチス カ の鐘 、男 一

匹 の歌 、湯 の 町 エ レジー‐、長 崎 のザ ボ ン売 り、 異国 の [〕
‐、 た そが

れ の恋 、東京 の星 根 の 下 な どが 流行 した。

NHKト ンチ教室 が 人 気 番組 、 ロ ン ドンで オ リン ピ ック開催 も

子 ど もの 日制 定 で 当 日 東 京 か ら小 田原 まで『 子供 列 車 』が走 り

その 原稿 を運 ぶ伝書 鳩 が  事 故 で 災難 にあ ,た 記 事 が  あ っち

死 を傷 む詩 を 石 原が書 い た ら 当時 N ll K大 分 の児 童 合 唱 団 の

杉 日指 揮者 が 作 曲 して 放 送 その功 労 を悼 ん だ事 も。 こげ なエ ピ

ソー ドもあ った昭和 23年 の  回想 記 録 か ら じゃけん ど。
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24年 …チ ッ ト落 ち着 き も出 ち 祭 りど まけ っ く しゃ賑 や こ ぅな

っち 若 い者ん の は け 日 もゆ うな った。 青 年 団 が 頑 張 る と 子 供会

も負 け ち ょらん じ 寺 町 か る広 が ったん が  盆 頃 に ゃ本 町 い っぱ い

な っち  1・ 若草 子 供 会 』 に な った。 そ リー青年 団 が 指導 ん  応援 も

す る き張 り切 っち ょる。 子供 会 館 も作 っち くれ た 。

一軒 の家 ん 土間 を貸 しち くれ た き 手 弦 ん 人ん 世話 じ大 分 図書 館

か る 巡 回 文庫 を借 り受 け ち 毎 月 301■ が 子供 た ち に 回 され た

もん じゃ き 読 書 熱 もたか ま った。 盆 踊 りにで ん 着 飾 った もん じ

なん と美 しい事 じゃつ た。 晩 の練 習 も町筋 じす る き こ書 か け ち く

る る しもあ っち 手 は揃 った もん じゃつ た。

天 皇 巡 行が こん年 あ っち  そん 時間 の 中 に馬 ん 飼 育 に 熱 心 な人

ん 2人 が 特 別 な 拝 謁 に な った。 御手 洗 吾一 郎 さん な 親 子 馬を 引

きつ れ ちお褒 めの 言葉 も 直接 頂戴 した ち感 激 しち ょつ た。 人分県

の各 地 を一巡 し ら 人 間 天皇 の 証 を庶 民 と過 ごす そん  姿 は誠 に涙

ぐま しい もん でん あ った。

九 州 ん 第 1回 引 き上 げ り列 車 は大 分 に も。 こん 年 に ゃ 日の丸 ん使

用 も許 され 体 面 交通 実 施 にな っち右 側 通 行 に。 酒 類 の統 制が解 除

され お年 玉つ き年 賀 はが き も発 売 、野 菜 も自由販 売 に な った。料 飲

店 再 開。 湯川 博 士 が ノー ベ ル賞 受 賞。 米 の値 段 も 1725円 にな っ、

た。

法隆寺金堂が漏電で火災全焼、国宝壁画 12面 も焼失。東京消防

庁が火災専用電話 と して 119番 設置。 ビヤホール復活 し東京 じゃ

21ヶ 所が営業再開。後楽園 に初 の国営競馬 の場 外馬券売 り場が

設置。新制国立大学 69校 が 各都道府県に設置 し駅弁大学 とも

言われた。下山、三鷹 、松川事件 など国鉄の事故 が 相次 いで発生

した。 フジヤマ ノ トビウオの異名で 古橋広之進 が世界記録を続 出

す る。 ソ連か るん引 き上 げ船 も 2000人 乗 せ ち舞鶴 に入 った。
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映 画 …青 い山脈 、晩 春 、銀 座 カ ンカ ン娘 、野 良 大 、悲 しき口笛

なん かが 上 映 され よ った。 歌 ん世 界 は歌 謡 曲が 多 ぅな った 一 月 よ

りの 使者 、 東 京 の 空 青 い空 、青 い山脈 、母 紅 梅 、 イ コマ ンテ の夜

、長 崎 の鐘 、 三 味 線 ブギ ウギ 、 か りそ め の恋 、 み かん の花 咲 く丘

、 なん かが 盛 ん に歌 わ れ よ った。

子 供 会大 分 連 合 会 大 会 が 春 日公 園 じあ っち野 津原 か る も 本

町若 草子 供 会 が参 加 。大 分バ スん ボ ンネ ッ トに高 い職 旗 を 靡 か せ

ち 車 体 の横 に ゃ洗 た く張 り板 を利 用  子供 会 大会 の プ ラカーード

を付 け 大 分 に乗 り こむの にバ ス会 社 も 快 く協力 して くれ た。

帰 路 は公 園 か ら人 分 駅 ま じ 歩 いて の演 11」 が 津 目 もされ た。

帰 って 子供 会 館 で  ご苦労 様 と休 憩 す る と 電 気 が パ ッ ト灯 い

た き 皆 ん なが タマ ガ ル ト 小 野久 一 さん が『 会 社 の ご褒 美 で 」

と 笑顔 で紹 介 し ら くれ た。 頑張 った子供 会 に こげ な プ レゼ ン

トもま っち ょたな  うれ しいな ぁ。 こん 頃ん 会 員 は 8()人 が 5班

に別 れ ち 一緒 に切 磋 琢 磨 しよ ったん は 思 い 出 :こ 鮮 明 に残 る。

25年 ・・・朝 鮮 動 乱 特 需 ブー́ム、千 円札 発行 、 バ チ ンコ大 流 行 、

魚 、 味噌 、 し ょうゆ、 たば こが 自由販 売 に。 社 用族 流 行 の 頃。

吉 [日 内閣 で 米 の価 格 は 2064円 じゃつ た。

水 素場 爆 弾 が実 験 され 帝 国銀 行 毒 殺 事 件 の平 沢被 告 に死 刑 の

判 決 。 キ ジア台 風 大 分 県を襲 う。 マ ッカ ーザ ー警察 予備 隊 創 設 を

指 令。 自杵 市 発 足 。 大 分大学 開学 。

野津原中学校校舎落成式 じ『子供金 の歌』 発表。子供会文化祭

開催、大分市子供会連合会の研修会 《教育会館》 に 参加 しち

若草『 子供会 と若草文庫利用』の 体験発表会 に参加す る。活動

が認 め られ て  実 績 の積重 ねが この後

結 びつ い ちい った。

27年に県知事表
、ξ等 イ

・ヽ｀ヽ

ヽ 、
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この年 か ら年 令 ん数 え か たが  満 年 令 に な った。 聖 徳 太 子 ん新

1000円 札が 発 行 され 、 山本 富 士 子 が 第 1回 ミス ロ本 に入 選 。

短 期 大 学 149校 が 発足 。 巨人軍 の藤 本 英 雄 投 手 プ ロ野 球 史 上

初 の完 全 試 合 《対 西 日本 戦 》 、 国 宝 金 閣寺 が 青 年 僧 侶 の 『 美 に対

す る嫉 妬 』 か ら放 火 され 全 焼 。

映 画 … また逢 う 日まで 、 きけわ だ つ み の声 、暴 力 の街 な どが 。

歌 の世 界 一。越後 獅 子 の歌 、 あ ざみ の歌 、 イコマ ン テの夜 、 買物

ブギ 、 白 い花 の咲 く頃 な ど。 、

生 活 …電 気 洗 た く機 が 売 れ始 め た。 パ チ ンコ大 流 行 、 ほ とん ど

の統 制 物 資 も自由販 売 に な った。

◆ ◇ ◇  方 言説 明 ◇ ◆◇

67P

68P

69P

や っぱ…やは り。 ま ふまあん … まず まずの。でん ―で も

。 これか るが一・これか らが問題。 そげな・―そん な。 チ ッ

ト… すこ し。 こす… こそ。 な るめ――な ぁ…‐な らないで し

ょう。の う じ―な くて .ト ーイモー け藷.サ ンク リー討

計画が。 じゃき・―ですか ら。

どげ じゃつた…ど うで したか。

セ ツナギーーー・悔 しく悲 しい。 ドゥエ ン十 ラン…ど うに も

な らない。サカ シカ リャー健康 で死気 な ら。ハ リコ ミヨ

ル ト…頑張 って ぃると。米価格 60キ I卜・当時ん政府公

定価格。 もん じゃき… ものですか ら。

あ っち― あ って。 こげ な 一 こん な。 オ ラ ノデ ン… い な く

て れ ,ヨ バ レチ …招 待 案 内 され て。 イケ ウチ・…親 戚 関 係

の家 や人 。 ★  天皇 巡 行 …戦 後 天皇 が 全国 を巡 行 しち

戦 争 ん つ め跡 を 見 た り ご苦 労 を ね ぎ ら う旅 行 で  大 分

県 に は 24年 に回 られ た 。

けつ くしゃ一結 構 。 か け ち くる… 世話 して くれ た。

70P

71P
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'71P は け ぐち もゆ うな った・…力 や知 恵 の 出 し場 もで け ち

エ ネル ギ ー発 散 もで きる。手弦 一 人脈 に よ る連 帯 に よ

った 企 画が 常 に うま く行 く。 か け ち くる一音響 な ど

ん加 勢 も して くれて い た。 年 賀 はが き―・現 在 の はが き

の 出始 め 、 3円 の に寄 付 金 が少 しつ い た もの。

72P 大 分 バ スの協 力 …子供 会 活動 に ゃ も ぅ全 面 的 に協 力 し

ち くれ ち スポ ー ツ大 会 参加 の 当 日は い ろん な面 で の

迷 惑 を 快 く引 き受 けて くれ た。

電 気 の 協 力・̈ 若 草 子供 会 館 に突 然  明 か りが灯 った の

も 小 野 久 ― さん の 日利 で 特 別 に会 の あ る夜 は灯 し

〔くれ た。

,1(屋 さん 一子 供 会 文 化祭 の 会場 に貸 して くれ ち 作 品

展 示 な ど に終 日使 わせ ち もろ うた。

昭和 26年 一人野 lll発 電が発足 しち 試験通電開始、民間放送

ん『 ラ ジオ大分.1開 局。津久見市政施行、全国 に公衆

電話 《交換手受付で》開始。美人交換 手が対応 して

相手を呼 び出 してつな ぎ 通話が で きた。

一般 家 庭 か らの通話 で  混 み合 い早 く頼 み た い場 合 は

1'普 通 通 話 電 話 』 で忙 しい時 には  『 至 急 』 で又 は『 特

急 で お願 い」 と 申 し′込 む とその 手立 て を して  つな ぎ

料 金 は その 分  格 差 が あ った。 その場 合 は料 金を そ の場

じ聞 き 家 庭 の電 話 機 の場 合 は 請 求 書 で 払 い こむ事 に

な っち ょつ た。 や っぱ金 ん 世 の 中 じゃな。

世相 …糸 偏 景 気 、 五百 円札発行 、米 屋 の登 録 制 。 コール ドパ ー

マ流行 、 ラ ジオ 体 操 復 活 、 ロ ングス カ ーート流 行 。 ほん の 2,3

年 の仲 間 ぇこげ ― 世 の 中 目ま ぐる しゅ 変 わ っち行 くん が 。

でん 貧 しさは まだ じゃが  心 は た しか に豊 か じゃつ た ごた る。

（́　、ヽ
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男性 ん シ ョー トカ ッ ト流 行 、 正 |]に 第 1回 紅 白歌 合戦 の放 送 に

ゃ 男女 それ ぞ れ歌 手が 7人 ず つ  出場 。名 古 屋 で始 ま ったパ チ

ンコが  全 国 に広 ま り大 流 行 と な った。 大 阪市 に初 の ワ ンマ ンバ

スが 登 場  6台 が初運 転 を 始 め た。 プ ロ野 球 第 1回 オ ー ル ス ター

戦 が  甲子 園球 場 で開催 。

東京 銀 座 に街 灯 106本 復 活 、 東京 都 内 の露 天 6000軒 が 廃

止。 浅 香 光代 、大 江美智 子 、 松 竹 演芸 場 で女 剣 劇 公 演 。 以 後 ブー

ム に な った。 NHKレ ビが 正式 放 送 を 開始 。 朝 日、毎 日、 読 売 な

どが 夕刊 再 開 c

日本 初 の LPレ コー ド 《コ ロム ビア》 発売 。 5球 ス ‐―パ ー ラ ジ

オ 出現 。

映 画 … カル メ ン故郷 に帰 る、 自由学 校 、 め し、 麦秋 、愛 妻物 語

。 歌 … さす らいの旅 路 、私 は街 の子 、 あの丘 越 え て 、高 原 の駅 よ 、

さ よ うな ら、 な どが。

※  ソフ トク リ 一ヽムが  ―
進駐 軍 に よ って持 ち こ まれ て

‐
ひ ろが り

は じめ た。

大 分 合 同新 聞 も 朝 、夕 刊 セ ツ ト発 行 《5月 1日 よ り》

童話会 …心 あ る人たちが戦後の 幼児教育、子供会組織 に関心が強

うな っち 各地にそげ な世話をす る 青年組織が次 々と

発足 して連携を強め 童 話の話合 い交流がは じまった。時

も同 じゅしち NHK=IPょ り  『若草 子供会ん歩み』ん 放送が

取 り上げ られち 発足か るわずか 5年 め に 県内 に多 くの フア ンも

で きた ごた る。

それだけ地域ん少年教育が が らりと変わ った もん

じゃき 学校 も難 しか ったんかん知れん。童話ん交流がやんが ち

伝承 、民話ん発掘 に も連 な っち 行 くこちなるが起伏は大 きい。
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美 しさ と貧 しさの共 存

大 友 氏 の没 落 後 、豊 後 は大 友 勢力 の復 活 を恐 れ た き 徳 川氏 は

巧 妙 な地勢 応 用策 じ 10万 石 以下 の小藩 に分 割 した。 然 しいわ

ば暗 黒 の時 代 の政 治 ん  流 れ ん 中でん 先祖 た ち ゃ 異 常 な ほ ゲ英

知 を もっち 辛 抱 強 ぅ非 力 と政 治ん 矛 盾 を乗 り越 え ち 文 化 的

に江 戸 、京 坂 に比 べ ら劣 らん  成 果を あ げ よ った。

小 藩 の非 力 産 業 なん かん 後 進性を  子 弟ん教 育 に人材 育 成 に

ょ っ ち 補 うちす る熱 意 ん  :現 れでん あ ろ う。 そ り ゅう進 む る人

ゃ 支援す る 人 た ちん 連帯 は そん ま ま継 続 され ち来 た。 そげ な

土地 柄 、 人間 性 も低 流 にあ る もん じゃ き いつ ん なか め ― か定 番

に な っち  そん ま ま いつ ん な か め―か  自然 に継 続 しよ った。

戦 後 ん 21年 の供 出割 り当 て は 米穀 類 は 435500石 .じ

トイ モは lo267()001貫 4う やつ た そ うな。 ム トウな数 量 じゃ

ったが  1知 事 もそれ な ら県 民 t)『 よ しや れ 一』 ち お しま くる

ごっ て ―た ち 言 ぅ。 野 津原 ん 場 合 も勇 ま しか った 村 長 に肩 ぉ並

べ ち 出す  そん 小 気 味 ん い い 事。苦 も見 た けん どな。

22年 に ゃ農 地 ん 開 放  喜 くうだ 百姓 した ち ゃ も ぅ小 作納 め

ん 時代 は終 ゎ った ち 天 下晴 れ てん農 家 に な った。 が地 主 が ムゲ

不 ― チ年 ん 暮 れ に ゃ 」 ソ ツ ト米 を持 参 した し も あ った そ うな

。 開放 した農 地 は 2万 ヘ ク タール  ま ぁ見事 に小 作 人の物 に な

ったが それ か るが  大 事 で ん あ った ごた る。

県 の広報 『 県政 の窓 』 も発 行 。県政 情 報 、財政 方 針 、 なん か も

公 表 され 教 育 民生 部 、農 地 部 、土本 部 、農 地 課 、労 政 課 なん か

もで きた こた る。 そ げ な中 じ台風 は 何 べ ん も人 分 県 に ゃ来 ち

も う被害 も多 きか ったが  ゆ うま ぁ性 根 が ひ じい き ホ ク リナ ゲ

なが ら頑張 った 戦後ん生活環境 じゃっ た ごた る。
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ふ るさ との 民 話  のつ は る物語 :ま  平 成 1_9年 3月 に『野 津 原

伝 統文化 継 承 の 会 」 が  ま とめて野 津 原 支所 が  発 行 した もの で

この内か ら今回 は  5編 を 紹 介 いた します 。

『 咳 の お地 蔵 さん 』

こん話 しゃ おば あ さん が  若 か った頃 ん お話 。畑 ん 上 に大 け

な クスん 木 の そベ ー  お地 蔵 さん が マ ツ ラ ンち ょつ た。 こ こん

お地蔵 さん な『 咳 に ゆ う効 く』 ち 評 判 じゃつ た き 多 くん 人 た

ちが線 香 や ら 花 を もっ ちお参 りに 来 よ った そ うな。

あ る 日ん こ と お地蔵 さん の前の  道 が 狭 い もん じゃき お じ

いさんが 広 く す る ごつ な った。 そん 近 くに ゃ 大 きな岩場が

あ っち そ り ゅ う砕 くな ぁ おお ご とん  ごた った。

岩を砕 きよ ‐Ⅲた ら 誤 っち飛 び ち った 石 ん カケ ラが  お地 蔵

さん の首 に 当 た った もん じゃき お じい さん な とて ん心 配 しち

す ぐ 手 当 です る と 別 ん 位 置 に移 す こ ら しま した。

あ る風 ん 強 い雨降 りん 夜 ん こと お ば あ さん が  急 に熱 を だ し

ら  『寒 い 、寒 い』 ち 言 い出 した。 そ しt,2,3日 熱 が続 い た

けん ど い っ こ うに下 が る気 配が ね ぇき 家 ん 人 が 心 配 し ど う

もおか しい と 祈 と う し に見 ち も らい ま した。

『 お地蔵 さんが倒れ ち 雨 じビシ ョヌ レにな っち 寒が っち ょ

る」 そん ために ど うや ら  i'お ばあさんが  熱を 出 しち ょる

よう、1 そ う言われ た 家 の人たちは 早速 お地蔵 さんの 所 に

行 ってみ ると お地蔵 さん は倒れ  それ に雨 じ ビシ ョヌレに

なっちょたんです。

お地蔵 さん は移 したが  まだ お堂 が 無 か ったん で した。
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そ こ じ お しい さん な  き ち ん と お 堂 を 作 って  そ ん お 堂 に

お 地 蔵 様 を 移 し  『 慌 て て  ご免 な さ い」 と お わ び した の で

お 地 蔵 さ ま も き っ と喜 ん だ の で し ょ・)っ

不 思議 な こ とに おば ぁさん の  熱 も下 が って  元気 にな り

病 気 もよ うな りま した。 お ば あ さん も ―早速: お地 蔵 さん に参 り

お礼 を 言 い ま したが  お 地 蔵 さん も 嬉 しそ うに見 え ま した。

今 で も この  お地 蔵 さん な 咳 に よ く効 くち

お参 りに来 る人 が  多 い よ うです 。

また この  お地 蔵 さん は 子 ど もが  大 好 き じ

とて ん  に こに こ して い る ごた る  もん じゃき

じ遊 ん だ り 時 に ゃワヤ ク した り す るけん ど

ゅ う 遊 ぶ ち 大 人 も喜 ん で います 。

言 わ れ る き

いつ も可愛 いい 花がさ しちゃるんな きっと子 ど もたちが

あげよるん じゃろうな ぁ。

◇◇◇ 方言説明 ◇◇◇

77P こん … この。 頃 ん ―‐頃 の。 大 け な一大 きな。 そベ ー

…側 に。 マ ツ ラ レチ ョル ー供 えてお祀 り してあ る。

ここん … こ この 。 ゆ う… よ く。来 よ った そ うな一来 て

いたょ うで す。 もん じゃ き― もので す か ら。 ごつ な っ

た…す るよ うに な った。 ひ り ゅう… それ を 。 ごた っち

…ょ うで した。 よ った ら一ヽ して いた ら。 こち・―こ とに

。 そ しち・―そ して。 けん と一 けれ ど。 が つ ち ょる一苦

労 している。

78P そこじ…そ こで。 ごた る―̂よ うです。 ワヤ ク…悪戯。

もん じゃき― ものですか ら。

遊 び に行 くと

子 ど も も そば

怪 我 もセ ン ジ
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『 工 藤三 助 物 語 』

む か しむ か し 江 戸 時代 の こ とで した。野 津 原 に ゃ 芹 川 や ら

七 瀬 川 が あ るけん ど 谷 よ り高 い台地 に ゃ 川 か る水 を  引 けん

き苦 労 しよ ったん で す 。

そん ため に  雨水 や らチ ッ トん  湧 水 じ田ん ぼ を 作 りよ った

もん じゃ き チ ッ トロ照 りが つ づ くと もう水 不 足 じ 米 や ら

作物 ぅ作 るに 難儀 を しよ ったん で す 。

そん 頃  毎 年 ん よ うに 水 不 足 に悩 み よ る 村 人 たちを 見 ち

なん とか  こん 高 台 ま じ水 を  弔|い ち来 る こた ぁ 出来 め 一か ち

考 え  調 べ た あ げ く :こ  思 案 しょ った ひ とが  お ったん で す 。

工 藤 三 助 さん は それ に取 り組 む こちな っち 水 路ん通 り易 い

場所 を  捜 しは じめ たん じゃつ た。 山ん 中を ア ンゲ コ ンゲ  見ち

高 さ も 場 所 も そ りゃ もう 大 事 じゃつ た ごた る。

そん ころは 豊 後 ん 国 は く多 くの 殿 様が 納 め る 領 地 じゃつ

た もん じゃ き そん 土地 に勝 手 に  入 るなん か は トテ ン 出来 ん

話 で ん あ った。 ひ ょい と捕 まれ ば 殺 され るか ん 知 れん 。 牢 屋 に

入 れ らる る事 じ ゃつ ち あ る。

じゃき人 目につ かん ごつ  うま い具合 に『 キ ヨ リ』 :こ  な った

り  『 たば こ売 り』 に な った り しち 夜 もあ れ これ  知 恵 を 出

した 方 法 じ ま ぁそれ こす  :大 変 な苦労 が続 い た ごた る。

そ う こ う しよ る と 百姓 した ち も 顔 な じみ に な る と 話 相 手

に もな っち  ま さか そ げな事 た ぁ 知 らん もん じゃき 詳 しい

地 理 も流 れ も 解 る ごつ な っち ょつ た。が さて  1水 を 引 くとな り

ゃ とでん 他 所 の 国 の領地  悩 み が 多 か った ごた る。
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苦 労 した 年 月 じ え ― と水 が 引 け そ うな 水 路 ん 予 定 が 出 来 ち

さ て  これ か らん 手 続 きが  問 題 に な った 。 隣 ん 竹 田 領 地 か るん

水 を  も ら うん は  と て ん と て ん  難 しい問 題 じ ゃつ た 。

『 よ じ 当 た って砕 け ろ』 と 決心 じち竹 田 ん殿 様 に お願 い

に 出 か け ま した。 一 生 懸命 に『 お願 いヽヽた します 』 と お願 いを

続 け ま したが  首 を たて にふ って  くれ ませ ん 。

そ れ が領 地 の境 で ん  水 を 引 くなんか は  とて ん考 え られ ん 話

じゃね ぇ。 よ そん 領 地 に水 を 引 かせ る とて ん 考 え られ ん  話 じ

ゃつ た事 なん で 。 じゃが そん 水 が ね ぇと 水 路 は [L来 ん の で す 。

三 助 はそれ でん  なん へ ん で ん殿 様 に お願 いん 行 き帰 りが

も ぅ『 あ き らめ たか 』 ち竹 田ん 殿 様 が  果 れ る ま じ続 い た もん じ

『 こ りゃ―‐気骨 ん あ るやつ まと 感心 じち し も ぅた。 それ に ゃ

自分 の儲 け じ ゃね ぇ 村 人を 救 う為 の そん 熱 意 に や っぱ 打 た

れ た ん じゃ あ るめ ―か。

と うと う殿 様 が  熱 心 さに心 動 か され  川 の水 を 引 くこつ ぅ許

す  こちな )́た 。 人ん 心 を動 か す  並大抵 じ ゃなか ったが  人 ん

相 手 を 見 る心 は や っぱ持 ちて ぇ もん じん あ る。

三 助 は早 速 工事 に着 手  険 しい [Ц か ら山 に 切 り立 った 谷 か ら

谷 に と 沢 山 な人 ん 力 を図 面 に従 った 工事 は竹 田領 地 の 中 じ

時 に ゃ音 もたて なが ら 時 に ゃ話 し声賑 や か な それ で ん 一 度

許 した三助 の熱 意 に ゃ 文句 もい やが らせ もノ ウ ジ |1贋 調 に進 み

T・ 青 ′■、 1,_一 一  日几 い ― 戯
―

■―フ  曇 極 キ を 十
一 ―

二  厳
'上 幸

'ノ
ヽ た つ い― t)'Xl氷 マ`― 想 膨綱 ソ 0 メヽ村 り

´
ご ふ 4し αdくヽ ノ  エ供 /ヽ

ヽ 面 い 仮 し に ■Lの ′こ こ 轟 フ o

必 要以上の場所 は荒 らさん。後かたずけはキチ ンとす る。人 に

オオ タラ『 あいさつを きちん とす る』 なんか も厳 しく。
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皆 ん な も働 い た  案 外 調 子 ゆ う じ :進 ん じ コ リ ャ よ か った  ち

童 び ょ った  あ る 日の こ と じ ゃつ た 。 これ ま じ出 会 ぅた こ と も

ね ぇ ごた る  大 け な 岩 に ブ ッ ツ カ ッチ  し も う た 。

じゃ もん じゃ き 工事 は進 まん じ 撃 じ砕 い た石 ん コケ ラは

一 日にエ ー ト弁 当箱  い っぱ い ぐれ しか ね ぇ。 代 わ るかわ るに

撃 ぅ打 つが  ビク トンセ ン 大 け な岩 に ゃ も う因 っち しもうた

『どうした ことか』 三助 さん も 工事 しよ る人 たち も もう

歯がいいや ら 悔 しいや ら 情 けね ぇや ら。 時間はなんぼあ って

ん  どげ もな らん じ 今 日も弁当箱 い ,ぱ いが え― と。

金 はか か る し そん う ち人 夫 た ち も 仕 事 が ノヽカ ドラ ンキ  :気

の ど き― ち ヨ :ヨ ウ しもで だ した。

Fオ]り 果 て た三 助 さん な  こん岩場 に座 っち 不動 経 を 唱 ゆ るこ

と 33日 間 。 もう三 助 さん も 痩 せ ひ こけ ち シモ ゥタ。 工 事ん

人 たち も詰 め ち 来 ん ごつ な った しや ら 他 ん仕 事 じこれ ん人 も

あ っち チ ッ トウに なつ ち ょつ た。

真剣 に不動 経 を 唱 え る こ と 33日 が 過 ぎた頃 じゃつ た。 三助

さんがん  夢 枕 に不 動様 ん  お告 げが知 らされ た。

『岩 の上 じ ドン ドン火 を 燃 や しち 岩 が 真 っ赤 に な った時 ぃ

す ぐ水か け ち岩 を 砕 く』 そす りゃ… … …ハ ッと目が さめ た三助

さん な 早 速 皆 ん な に  『 こげ こげ』 ち話 した。 けん ど もう他ん

したちは  あん ま り相 手 に  しち くれん じゃつ た。

一人 じお告 げ ん il聴 りに 岩 の上 じ火を燃 や し始 め た き 他ん

した ち も チ ッ トズ ッ又  加 勢す る ごつ 戻 っち来 た。 山 に ゃ煙 り

が ムクム ク。 真 っ赤 に な った岩 に 一散 に水 ぅか け た と ころ。
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あ げ 一固 か った岩 が  ジ ャ ラジャラ ま るで  砂 利 を ヘ ネ クル

ごつ砕 け ち 三 助 さん の 執 念 が  不 動 様 を動 か しち くれ た そ

げ な有 難 い嬉 しい思 い じ 涙 が ほ こ り じ汚 れ た 顔 を流 れ よ る

こん 岩 が 取 れ た もん じゃ き こん 後 は工 事 もハ カ ドッチ み

るみ る予 定 とお りん  仕 事 が 出来 よ った。 5年 ほず か か ったが

遂 に そん 願 いは完成 しち くれ た。 三 助 は完 成後  岩 堀 に使 う

た槌 や 撃 なん かを 不 動 岩 近 くに埋 め ち 感謝 の意 味 を こめ ち

槌 塚 を 造 った。

こん 井 路 が 出来 ちか らは 田ん ぼ も多 ぅな っち 米 もガ イ ト

出来 だ した。 こげ ―‐しち野 津 原ん 農 業 は 特 に稲 作 を 考 え る時

忘 れ ち ゃな らん 功 績 者 は工 藤 三助 さん ち思 うが 。

☆  当 時 は『 カギオ ノ井 路 』 ち 言 って いたが 改良 重 ね て  今

は『 世 利 川井 路』 と 言わ れ よ る。
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『 お礼 の踊 り』

春 ん ば か ば か 陽気 ん あ る 日 じ ゃつ た。 天女 が 下界 を雲 ん間 か る

見 りよ った。 す る と宇 曾山のふ もとを  :走 りまわ っち遊 び よ った

女ん 子が  小 石 に ツ マ ズ イ チ こけ ち足 ぅク ジイ タ ごた る。 足 ぅ

じっと見 ち ゃ又  泣 きだ しそ うに な る。 そ り ゅ う見 よ った天 女 は

『 ど う しゅ うか』 ち  ち ょこ っと迷 い よ った。

や っと起 き上 が った娘 は

ったが 大 粒 ん涙 を 流 しち

痛 む 足 か る流 る る血 を  じっと見 よ

と うと う泣 き で一 ち しも ぅた。

気持 ちん 優 しい天 女 は  じっと しち ょれん じ 番 兵ん す きを 見

ち す るす る っと下 界 に お りち来 た 。『 痛 いの  可愛 いそ うに

ど う しょ う』 あ た りを 見回 しち サ||ん 側 に あ った  フツを取 る

と両 手 じ ヽヽ っ しょ うけん め い に 揉 む と そん 葉 っぱを 娘 ん 足

ん傷 口に  じわ っと張 りつ け た。

不思 議 な こち ―痛 み が 止ま ったん か  娘 も落 ち着 いたん か  涙

が え ――と上 ま る と じ D(1天女 ん 顔 を 見 上 げ た。優 しそ うな天 女

を見 ち 嬉 しさが 体 じ ゅうに  伝 わ っち くる ごた った。

『心 配 せ ん で ん い いの よ 天 か ら見 て いて  心 配 じゃか ら下 り

て来 たので す 』 娘 は立 ち 上が る と ペ コ リと頭 を下 げ『 お礼 に

何を しま し ょ うか』 と 言 うと 天 女 は『 踊 りを 見せ て くれ ます

か』 と 言 い ま した。

娘 は体 に い っぱ い 本 の葉 や ら花 や らをつ け ると 手 振 り もよ

く 上手 に踊 って 見せ ま した。 あ ま りの上 手 さ に 見惚 れて い ま

した天女 も 時 間 の たつ の も忘 れ て  いか に も楽 しそ うで した。

じゃもんで  時間のたつの も つ いつ い忘れて しまいま した。
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ひ ょか っと気 が っ いた  1天 女 が『 あ らも う 暗 くな りそ う』

と心 配 に な りま した。 娘 も折 角  イ中良 しに な ったの にち 少 し

寂 しくな った ごた るが  こん ま まち ゅ訳 に も いか ん もん じゃ

き  Fも う帰 らな い と ま た き っと踊 り見せ て 』

そ う言 うと天 女 は 雲 を 呼 び寄 せて 天 上 に 上 が って しま

い ま した。

いつ までん  見 送 っち ょる娘 ん  日に ゃ又  涙 が 溢 れ ち よつ

た ごた る。 でん こん ま ま に ゃ な られん もん じゃき 諦 め ち

又 ぃっ か  き っと合 え る じゃろ うき それ まで待 っ こち  しま

した。

家 に急 い じ帰 りか けたが  又足が痛 みだ しま した(,そ り ゃ一

一生 懸 命 に 踊 つて 見せ たか らでん  あ ったん で す。無 理 に使

ぅたか らでん  あ ったん で す 。 それ ぐれ ―娘 も 嬉 しか ったん

で した。

それ が 元 じ 娘 は寝 っ い ち  しまいま した。『 も う治 らな い

か も一… …』 そ げ な事 も考 え ま した。 が 娘 は  『 踊 つたの で

足 が痛 くな った なん か  考 ぇて は いけ ない と も 思 い ま した。

析 角 お 友だ ち に な ったの で す 。 その人 の セ イ に して は  い け

なぃ ことです 。

寝 た ま まにな って  何 日た つたで しようか  娘 が あの天 女 と

遊 ぶ夢 を見 ま した。『 こ つち に い らっ しやい よ`1 手招 きす

る天女 に 思 わ ず手 を  さ いだ しま した。 天 女 は その 手を  し

っか り握 る と 
―
静 か に天 上 に引 き上 げて  くれ たの で す。

夢 の なかで娘 は 天 女 とニ コニ コ しなが ら 楽 し く遊 ん で い

ま した。天女 の ご恩 返 しの  案 内か も知 れ ませ ん ね。

ヽ
■口い

、ヽ
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それ か らの二 人 は 天 国で仲 よ く過 ご しち 踊 りを 見 せ た り

お話 ゅ聞 いた り 楽 しい El日 が 過 ぎた そ うで す 。

◎◎◎ 方言説明 ◎◎◎

83P じゃつ た 一・で した。 天女 …天 に住 む娘 神 。 下界 を雲 の

下 の世 界。 遊 び よ った 一‐遊 ん で いた。 そ り ゅう一 それ

を 。 ど う しゅうか 一ヽど う しま し ょ うか。 ち ょこ っ と一

少 し。 で 一ち ―だ して。 じ っと し ら ょれ ん じ…落 ち着

か な くて。 フツー・よ もぎ。 じわ ―ぅと・―しず か に。 こち

― … こ とに。 え ― と・―や っと。 ごた った… よ うで した

。 じゃか ら…です か ら。 しゃ もん じ―です か ら。

874P ひ ょか っと…突然 に。 あ らもう一そん なに早 く。 ごた

るが一 よ うですが。 いかん もん じ ,き・―そん な訳 に ゃ

ゆか ないので。 もん じゃき一 ものですか ら。 そ りゃ―

それは。見せたか らでん …見せ たためで も。 それ ぐれ

―……その くらいは。 セイに して・―理 [11に しては。 さい

出 した ―‐差 し出 t′ た 。

851)過 ご し ら一・過 ご して。
ヽ

『 孝 女 と大 蛇 ん話 』

むか し判 田か る野 津原 に 気 の優 しい娘 が 嫁 に来 らょつ た。

こん 家 に ゃ年 寄 りん  お じい さん が  お りま した。 若 い夫 婦 が

野 良 仕 事 に 出 か くると お じい さん な 山 に行 っち木 を切 り

炭 を焼 く 仕 事 を しよ ったん と。

.あ る 日の こ と じゃつ た お じい さん な  山 に木 を 切 りに行

ったが  i誤 っち木 を背負 った まん ま 谷 底 に落 ちて しも ぅた。
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そん 日の夕 方 に な ってん  お じいさん な帰 っち  こん もん じゃ

き 夫婦 は心 配 しち 山道 を ア ンゲ コ ンゲ  捜 しまわ っち ょつ た

。 す る と ど う じ ゃろ う谷底 か る ウ メキ声 が 聞 こえ た か る 急

い じ降 りち行 くと 倒 れ ち ょる お じい さん が 見 つ か った。

夫 婦 は苦 しん じ ょる お じいさん ぬ 急 い じ家 に連 れ ち帰 る と

手 当 てを  したん じゃが  いつ までん ウ ンウ ン :苦 しむ もん じゃ

き 困 っち しまい ま した。 『 どげ した もん か 』 思 案 に くれ ち ょ

た 時 ぃ ふ と 嫁 は打 ち身 に効 く薬 が  判 田 ん 実 家 に あ る こつ ぅ

思 いで ぇたん で す 。

留守 を夫 に頼 む と 暗す み道 を一人 じ行 くこ ち しま した。銅 製

ん 鏡 を胸 に さげ  ―一人 タイマ ツを頼 りに 夜 道 を 出 か け ま した。

人 藪 ご しゃ昼 でん 男 してん  オ ジイ ョウチ場 所 じゃが  嫁 は薬 ゅ

質 いた さ ,こ もう そ げん こつ ぅ考 え ち ょれん じ ス タス ク歩 きま

した。時 に ゃイ ドラに  ひ )́か け られ た り しち。

い っと き行 った所 じ ち ょい と前 を 見 ると なん と大 蛇 が道 を

ふ さ い しょつ た。 大 蛇 は タ イ マ ツん 灯 が  オ ジ カ ッタ ンカ向か っ

ち来 ません 。 じっと動 か な い き  『 あ なたは ヨ コ ン主 で す か  私

は 先を急 いで い ま す
‐

ど うか道 を開 けて くれ ま せん か 』 i嫁 は 自

分 の用件 を話 した と ころ 大 蛇 は『 つ いて来 な さい」 と 言 うよ

うに 前を進 み ま した。

大 蛇 の道 案 内ん お か げ じ 夜 もあ けん うち に 家 に着 くことが

出来 ち そ しち薬 も分 けて貰 う それ もで き ま した。 急 いで家 に

帰 り着 くと 痛 む体 で待 ′́ち ょる お じい さん の打 ち身 の 手 当

て を しま した。す る とアゲ ー痛 が っ ち ょつ た に  不思 議 と痛 みが

取 れ たん か  ス ウス ウ眠 りだ したん で す。

ほ っと した嫁 さん も 大 役 を果 た した思 い じ座 り込 み ま した。
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おかげ じ お じいさんは  たいそ う元気 にな ったん と。嫁があ

ん大蛇 に出会 った頃  お じいさんを 見ていた夫が『 金色に輝 く

大蛇が 嫁を隣村 まで案内 しち ょる』 夢を見 ち ょたち 言 うん

です。

女 一 人ん 身 じ夜 ん 山道 を  6時 間 もか け ち で ん  歩 き続 け ち

お じいさん が ん 為 に 薬 を も らいに行 った  そん 親 孝 行 に大蛇 も

き っ と 心 打 たれ たん じゃろ う。 じゃ き応 援 したん じゃ あ るめ

え か なえ。 こん 話 は大 藪越 しに語 り 継 が れ ち ょる話 です 。

0● ●  方 言 説 明  000

85P

86P

87P

さん な… さん わ。 しょ ったん と・―して い たの で す。判 [I]

地 域 の名 前 で大 分 市 大 字 上判 田の 内 。

こん もん じゃ き― こ な い もの です か らc,ア ング ヨ ンゲ …

あ っち こ っち に。 ど う じゃろ う一 ど うで しょ う。 ウメキ

声 …苦 しむ声 。 じょ る… くる しん で い る。 したん じゃが

・―したの で す が 。 ど け しば た もん か … ど う した ものか。

実 家 一生 まれ た家 。 鋼 製 の鏡 ―魔 除 け に。 タ イマ ツー‐松

の根 の肥 え た部 分 を 燃 料 に した明 か り。 ア シ イヨウナ …

お そ ろ しい よ うな。 そ げん こつ う… そん な こ とを。 イ ド

ラ ーの ば ら。 ち ょい と―少 し。ふ さ い じょつ た 一ふ さ い

て いた、 通 せ ん ぼ 。 コ ヨ ン主 ― こ この神 様 。 あ けん うち

… あ け な い うち に。 アゲ ーー ーあん な に。 ス ウス ウー気持

ち よ さそ うに落 ち着 いて。座 り込 む ―安 心 した あ ま りに

そ こに座 り込 む。

しち ょる一 して い る。 か け ち ‐―か けて 。 じゃろ う一‐で し

ようoじ や き―で す か ら。 あ るめ ―か … じゃな いで しょ

うか。 ★  家伝 薬 … その家 に古 くか ら伝 わ る 独特 な薬

で薬 草 ゃ技 法 で 作 り出 した いわば 漢 方 薬 と言 え るで し

ょ う。 効果 が あ るの で大 切 に受 け継 が れ ち ょる。
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『報恩かず ら』

そん 昔  平 助 は病 気 じ寝 ち ょる 母 を残 しち今 日 も 降 る雪 ん

中 じ山 に『 かず ら』 を  :取 りに行 っち よつ た。 か ず らを取 っち

炭 俵 を編 む  ふ ん と細 々 と した暮 ら しを  親子 二人 じ しよ った。

お昼 を チ ッ ト過 げ た 頃 じゃつ たか  家 か る も っち来 た冷 て ぇ

『 粟 飯 弁 当』 を 開 いち食 べ ょ うか ち 思 うた時 じゃつ た。

みす ば ら しい旅 ん  老人 が 疲 れ はて た ゴ タ ル 足取 り じ歩 い ち

来 た ぬ  見 らいか に も 疲 れ た そん 足取 り :こ  今 開 いて ば っか し

ん弁 当を 差 し出 しち『 一 緒 に食 べ ません か 』 ち 勧 め た 。 老 人

も ヨ ッポ ズ嬉 しか ったん か  お なか も空 い ち ょつ たん か  ま る じ

座 り込 む こた る 格 好 じそ き――腰 か くる と お し頂 いた姿 は も・う

か な りん お年 寄 りん ごた る。

お礼 を い い なが ら 冷 た い粟 飯 を 食 べ 始 め た。 もう何 年 も遍 路

しよ るん じ ゃろ う 頬 は おて ち痩 せた姿 |ま  ヒ ョイ トス リャ もう

なん 日 も 食 べ ち ょ らん のか ん 知 れ ん (,

食 べ残 った分 も押 し返 す ごつ う  『 よか った らお持 ち に な っち

又  食べ た い と きにで も_1と  渡 した。 老 人 は先 を急 ぐの か  そ

れ を丁 寧 に受 け取 る と 粉 雪 の舞 う道 を トボ トボ と 歩 き始 め た

見送 った もの の 老 人 の事 が気 に な っち 後 を少 し違 いか け ち

坂 の 下 ま じ足 跡 を辿 っち行 くと そん 老 人 か ら声 を か け られ た

。『 ご恩返 しは 出来 ないが  少 しカ ズ ラを 取 って 先 ほ どカ ズ ラ

取 り した場 所 に お いて あ ります 。 芝 を 払 って使 ―って くだ さ い』

粉雪が舞 うので す ぐ引 き返 した平助 は そん コ ンモ リ積 まれ

た 芝を取 っち見 ると なん とそ こに ゃ沢 山の カズラが山の よ

うに積ん じあ りま した。平助 に しちみ りゃ気持 ちん弁 当 じゃに。
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老 人 が 歩 い ち行 く そ ん 後 ろ姿 は 降 る雪 に足 跡 も見 え ん ごつ

な っち シモ ウ タが  平 助 は 日頭 が ア ツー な った。

はん の思 うち差 し出 した  :粟 飯  それ も冷 たか った に いか に

も美 味 しそ うに 食べ ち くれ た あん  横 顔 。優 しい仏 さ まん よ う

な。…… …い ゃ も しか した ら 仏 様 が 貧 しい 平助 母 子 に ムゲネ

エ ち思 うち 加 勢 しち くれ たん か 。

それ とん  宇 曾ん天 狗 さん じゃつ たん か。

家 に運 ん じ 雪 も降 る き 早 じまい した平助 は 家 に帰 ると

母親 に  こん こつ―話 した 。『 じゃつ たん な や っぱ ハ リコ ミヨ

ッタキ』 涙 が こばれ ち 母 親 は嬉 しさ に 日の前 が 霞 む。

/＼ △△  方 言説 明 △ △ △

歩 い ち…・歩 いて 。 見 えん ごつ な っち…み え な い よ うにな

って しまい。 /モ ウ ク… しま った。 ア ツー… 熱 くな り。

1承 ん の 一軽 い気 持 ちで。 冷 たか った に一冷 た いの だ った

の に。 くれ た 。いくだ さ った。 あん …あの。 ム ゲ ネ ーーち…

か わ い そ うに と同情 して。 くれ たん か ― くだ つ たん じゃ

な いだ ろ うか で,

か ず ら一つ るの よ うな植 物 を利 用 して材料 にす る。 みす

ば ら しい…貧 しそ うな。 ゴ タル ‐…よ うな。 ヒヨイ トス リ

ャ‐…も しかす れ ば 。 トボ トボ ー足取 り も悪 く疲 れ 果 て た

よ うな。 コ ンモ リー小 さ く平 らに盛 られ た。 食べ ち ょら

ん の か …たべ て い な い よ うな。 しよ るん じゃろ う一 して

い るの だ しょう。 ま る じ‐…ま るで。ふ ん と一本 当 は。

宇曾山…野津原 の東南 に位 置す る 子 ど もの虫封 じに霊験 あ らた
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☆☆★ 道 じるべ ★☆☆

人 間 な詳 し ゅ何 でん 知 っち ょる ち 自分 な思 うち ょるが  案 外

知 らん こ とが 多 い もん じ ま ぁそれが 人 生 かん知 れ ん が 。 そ こ じ

能力 や ら博 学 ん じが  1物 知 りがハ リク ウ ジ 世の た め人ん 為 ん

案 内役 にな っち 皆ん なを  弓lき 連 れ ち くる るが  平 和 な約 束 に も

な る ごた る。 自分 さえ ヨカ リャ じの う じ 皆 ん なが ユ ウな りゃ

f]分 もユ ウナ ル  そげ な し くみが こん 頃 は  クズ レコ リコル。

先人 が実 際 に体 験 した事 か る 自分が ん 思 い考 え を タ シチ そ

ん答 え を 2じ 割 ると 平 均 点が で るん じゃが 早 取 りす る しが

お ると ドンナ コッ しよ る と 残 りが 少 の ぅな る。 困 ,た コ ンニ ヤ

ク じゃが な ぇ。 そ こ じそん  先 人 た ちん 百 う話 す こつ ぅ .幾 つ か

並べ ま した 。

§ 知 っ た か ふ りは ボ ロ も出 るが  知 らぬ ふ りん に ゃ味 もあ る §

子 ど も怒 るな来 た道 じ ゃね ぇか。 年 寄 り笑 うな これ か ら行 く道

で。来 た道 も行 く道 もそ りも一 人旅 じ 皆 ん なが 来 る道  行 く道

てん あ る。 これか る歩 く道 ん今 日ん 道 ゃ 通 り直 しが で けん i首 じ

ゃき ゆ う考え ち間違 が わん ごつ  す るん が儲 け道 。心合 わ せ ん

人ん 道 。

『福沢諭吉翁ん心訓』

世 の 中 じ一 番 楽 し ゅ う じ立派 な仕 事 は 一生 涯 ず っと貫 け る

仕 事 を も っち ょる こ とん よ う。一 番惨 め なん は  人間 と してん 教

養 ん ね ぇ事 ん ごた る。 寂 しいん は  す
~る

事 の ね ぇ生 活 。醜 いん は

他 人 の生 活 ぅ羨 ま しが る事 。 そ り ゃ行 うん は難 しい かん 知 れん

が 人並 み ち思 ゃそげ ― 苦 に もな らん の じゃね ぇ。
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世 の 中 じ一 番尊 いん は 人 ん 為 に奉仕 しち 決 しちそ り ゅ恩 に

きせ ん 事 じゃろ う。 一番美 しい事 ぁ す べ て ん 物 に 《者 》 愛 情 を

もつ 事ん よ う。残 念 じゃが 一 番 悲 しい事 ぁ 嘘 ぅつ くことん ごた

る。 嘘 は そん 時 ぁ ぐあ いゆ ぅ 繕 うて ん ボ ロは 出 る もん。 そん 時

に ゃ もう 日 ごろん 他 ん  :嘘 も一緒 に 出 ち くる き ケ ック シ ャ多 ぅ

な っち が い とな るん で。

※ ※ ※ つ もり違 い  ※ ※ ※

人 間 は『 つ もり』 が  案 外 ピ ン |ヽ はずれ ん 時 もあ る。早 く気 づ

くこ と じ恥 もか かん じす む  こ とだ って あ る。 も し親 しい人 か る

耳 打 ち され た ら 有 難 い感 謝 の言 葉 ち 思 うん が得 かん な。

高 いつ も り じ低 いんが ―

深 いつ も り じ浅 いんが …

サlラ いつ も り じ薄 いん が 一

強 いつ も り じ弱 いん が …

多 いつ も り じ少 な いが 一

教 養 。

知 識 。

人 情 。

根 性 。

分 別 。

低 いつ もり

浅 いつ もり

薄 いつ もり

弱 いつ もの

少 ないつ も

じ高 いん か ―‐気 位 。

じ深 いんが 一欲 望 。・

じ厚 いんが …面 皮 .

じ強 いんが 一 自我 。

り じ多 いんが …無 駄 。

ど うで しょ うか な 気 が つ い ち修 正す る事 こそ 人 間本来 の倫 理

これ か らで ん  まだ まだ間 に あ うん で。 自分 が ん 欠 点 に ゃわ り と

トロイ。 じゃが 気 が つ き 苦 言 ぬ言 うち くる る しが お る そ り ゃ

もう信 頼 と見 込 みが あ りゃ こす 。 問違 いを悔 い改 め ち こす  人 間

の心 は浄化 もす る もん 。 言わ れ て 正 さん じゃ心 配 。 言われ ち反 発

す るん じゃ もう望 み な し じゃなか ろ うか。

右が いいち言われ ち素直 |こ  右 に行 くと幸せ人生 勿論苦労 は

つ き もん じゃが。右 ち言われ ち i左 に向いち行 くと チ ヨィ トは

楽 しい事ばか り。 じゃが苦労ん ねえ な ぁ 楽 も又ねん じ倍 もね ぇ

かん知れん。『 ハ タラク』 た ぁ はたを楽にす る意味ん ごた る。
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△ △ △  人 生 は 60歳 か ら △ △ △

高 野 山普 門 院 ご住 職 ん 人 生訓 に こげ な話 が ぁ った き面 白 い。

浄 土 か るん お迎 え が 来 る が『 人生 は 60歳 か ら』 じや き 早 ぅ

来 て ん 用事 が済 まん と 準 備 が 出来 ん き待 っち も らう 事 に な っ

ち迷 惑 じゃろ うき 次 の ょ うな返 答 は どげ か な ぁ。

60歳 ん 頃 は まだ まだ 地域 で ん活躍 盛 り。 社 会 でん現 職 もあ

っち顔 も広 ぃ。 そん 頃 に ゃ向 こ う も忙 しか ろ う き そん じの 立場

や ら健康 なん か も考 ぇ ち 選 別せ ん と大事 に な り ゃせ んか  心 配

に な っち くる。

70歳 にな っち迎 えが来 た ら  『 ま ぁ留 守 と言 え ば いい』『 ど

き出か けち ょん の 、1『 今 な太 平 洋 ん 島ん問 題 が 』 そげ な話 題 を

言 ぅと『 こん じゃまだ大 事 な役 割 が 』 ち  チエ ツク しち帰 る じや

ろ う。′元気 盛 りん しに 慌 て ち あ っち行 か る り ゃ まだ まだ 困 る

こち な る指導 者 じゃ き。

80歳 に な っち 迎 えが 来 た ら『 まだ早 す ぎ るで』 ち 帰 って も

らやいいん じゃね ぇ。 あ ‐つち も忙 しか ろ うが  こ
'ち

も『 こん じ

ゃ出番 も多 ぃ し 知 りた い事 も闘 か に ゃな らん 』 き や りか けた

仕 事 もフ トロ クサ ン 抱 え くう じ ょるん で 。 取 り組 ん じょるだ け

で ん  10年 さ き ま じゃ手 が 放 せ ん きな。

90歳 に な っち迎 ぇが きた ら  『 そげ ― 急 い じ何 事 な  こ っち

ん 用事 が ま ぁ片 づ い ち しまわ ん に』 そげ ~急 が ん でん 足腰 しゃ

達 者 じゃ きな。 あん た こす 帰 リコケ ンゴツ しよえ。 10年 先 でん

又 あ うか な ぁ。 な しあげ 一忙 し
'せ

に ゃ 手 が 足 らん の じやろ う

か ふん と こ つち も忙 しい に な ぇ。 そ う こ う しよ りゃ 来 ん ごつ

な ろ う。 そ り して ん 熱心 な し じゃな ぁ も う課 長 ど ころか な。 じ

ゃ 100歳 か る先 は 又  こん 続 きは 続 20号 に な又 .
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会え ぬ 出来 ぬ悔 しさ

人 間 の躾修 行 に時 間 が惜 しま る るが 限 られ た時 間 で ん ま まに

な らん そげな シ ジ ャッチ居 る もん 。 いつ もは ソゲ ー ノ ウデ ン 時間

が ま まな らん と イ チベ ー そ げ な恨 め しさ も 涙 に ま じ誘 い ま くる

。 『 もう長 ぅ会 うち ょ らん が 』  『 むげね ぇの う』 ま まな らん今

は 辛抱 が まん せ に ゃ。

炭 出 しす りゃチ ョ イ トは 時 間 もあ るけん ど そん 時 ぁ相 手が都

△ 悪 い 世 の 中 ま ま な らん の ぅ。 会 わん と尚更 ンテ エん が 人情 か。

『 な にや そげ――シチ ョラ ンノ カ』 ]'ウ ン……・一』 生返 事 もゆ う解

る ごた る年頃  『 こんだ いつ が 都 合 いいん か 』 『 炭 だ しが ]_0日 じ

ゃ き 次ん 日な らい い き .1

『 ヨ ウ コウど都 合 |ま どげか 』 『 行事が入 っち ょる き や っぱ な』

うなだれ ち涙 が 出 そ うな戸  『 ふ ん との ぅ 日の前 にお ん にの ゃ

シタ カ ロウガ  む げの こされ 』 『 そ うで  ア ツ チ もそげ 一―思 いよ る

じゃろ うが』『 そ う ぐれ え か  の や』 話 し ゅ う問 くと五 助 さん な

『 よ し解 った おれ が会 う ち くるわ い』

『 て いげえに ゃ なん とか正面せんか  こき来 ると悪 いか』『 そ

りゃ相 手 もシタカ ロゥガ  ここ じゃ炭 まみれ にな っち それ こそぇ

す むげねえ 白い肌が汚 る りゃ ドケナル』『 ジャロウ じゃきそ く

う何 とか しちの』 五助 さんが言 うのん解 るが  ここ じホゲ シチか

る 打ち壊 しにな りゃもう 惨 めになっち辛抱我慢 したが  無駄に

な りゃせんか ち 1気 にな り苦 にな っち しま ぅ。

じゃがそげな若 い しん心ん  我慢 もや っぱ結局 は それが勝 ちに

結 びち――ち行 くこちなった。『 あん な店長 さんが  ゆ う頑張 ったき

1週 間休み ゅくれたんで』『何 や そ りゃまたデカ シタの ぅ』 相手

ん若者 に も知 らせ た ら や っぱ転 げ回 るごつ嬉 しか った ごたる。
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『 さか しか ったん な』『 うん … …』 い っ時 ぁ次 ん 声 もで らん

じゃっ た が  もう長 い問 ん あれ これ が  シ トゥジ待 って ょるが 。

「 こん 前 ん 続 きん話 し ゅシチ間 か せ ょ』『 あれ ジ ャツ タナふ ん な

こ き腰 か く り ゃぃ ぃゎ  ち っと汚 る るかん 』『 い― こ と炭 だ しん

加 勢 に来 た き 汚 れ てん い いん で』

二人 と もそ げな気 持 ち じゃき 汚 リュと何 も構 う こ と もね ぇ

半 月 ぶ りん 待 ち グ ッタ 時 間が削 られ よつ た。『 ず つとセ ンジ ヤ

ッ クキ  シカ ト忘 れ た カ ン』  『 あ げ ん こつ 言 うどげん 所 か るで

ん い い事  始 めち ょ くれ』 『
‐
じゃな  ほん なば ちぼ ち  ス ル カ ナ

ジ ャ』 思 い出は尽 きん けん ど 行 き )́戻 りつん 話 が え ――と軌 道

に乗 った 頃 に ゃ 仄 か な夢 も見 よ る ごた る。

炭 はま っ黒 じゃが  ふ た りん心 は純 真無垢 じ それ に ゃ染 ま ら

ん ごつ そよ風 に 吹 き散 らしち行 くごた る。 |「 ふん とシタカ ッタ

ンデ』『 ウ ッ トをそ うで でん ここ じスルナ ンカ いい もん じゃ

な ぁ』  l・ じゃろ う 黒 い炭 じやきかん  知れん な る こん白 い

肌が フ トロク引き立つわ い』 [｀ ちゃ一ウ ッ トどげ じゅう』

尽 きぬ話 が どこま じ続 くんか  シタカ ッタあん話  こげな話題

が行 った り来 たり しち もう夕 目が西ん山に近づ いた。『ぼちば

ちイナ ン ト怒、スるりゃせん』『 いん げ シ ョワネ ェデ  1晩 ま じオ ッ

テ ンィ イガ』『 リャマ ァ そ りゃ無理 じゃね ぇ きちん とせ :こ ゃ

な』『 じゃな ご免』

方 言 説 明 93p シ ジ ヤツ チ…そ の 人 た ち も。 ソゲ ノー デ ン…

そ うな くて も。 /テ ヽ
一 一した い。 シチ ョラ ン ノカ・…して いな い の

です か .ウ ンーは い。 コ ウ ヨウ… これ これで 。 ア ッチ …相 手。 そ

う ぐれ ― か … その通 りで。 て いげえ に ゃ一大 概 に は。 ドケ ナ ル ー

ど うな ります。 ジャ ローで しょう。

シカ メ ー しか たを 。 じゃが 一です が 。 ウ ツ トー …私 。 イ ナ ン ト…

帰 らな い と。 リャマ ァ… び つ くり した あ りさ ま。
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野 津 原 に関わ った『 夢 と ロマ ン」 の 人 た ち

日本 革 命 〈古代 〉 一九 州 平 定 の帰 路 に 立ち寄 った 御 座 岳に 一油 し

た翌 朝 の野 津原 の 景 観 に 心 和 ませ て祠 を建 て

剣 を納 め て『 里の安 寧 と里 人の幸 せ を』祈念 。

源義経 《戦 国 》・̈ 一源 平 合 戦 で武勲 を 立 て たが  兄 の軍 勢 に追 わ れ

る憂 き目。 大野 軍 i」 が ,1碍 城 に招 く途 中で 愛 宕

城 で の休 憩 が 予定 され ていた。 叶 わ め夢 に。

工 藤三助 《江 戸 》・―肥 後 領 谷 村 や野津 原 に 水 路 を 引 いて農民経 済

の 向上 に 献 身 的 な努 力を した  そ の功績碑 は

湛 水 にあ り 坂本 竜 馬 た ち も仰 き見 て長 崎 に。

伊能 忠敬 《江戸 》・・文化 《:181(〕 》 年 間 全 国 を 測 量 野 津原 も竹 田

か ら  12月 25日 〔や27日 まで肥 後街道 中心

に測 量  現 在 の基 盤 資料 に な った。 画期的。

勝 海舟 《幕 末 〉・一―軍 艦 奉 行 が密 命を 受 けて 坂 本 竜馬 も同伴 して

往 復 に野 津 原 に泊 痛 。『 住 み よ い気 候風」1に 恵

まれ て』 と 回想 日記 に記 され て い る。

―一万 田尚人 《近 世 》 ‐…昭 和 2]年 目銀 総 裁  29年 大 蔵 大 臣.サ ン

フラ ンシス コ対 日講 和 会 議 委 員 の 一人。 32年
まで 蔵 相 を務 め た。 諏 訪 村 今畑 出身 。 気骨人 .

郷士 《江戸→現 世》一肥後領 にな って以来 領主 の側近 と して郷土

の発展 に。律儀な施政 に取 り組 む心情が継承 さ

れて 里の人たちの気風情愛 を育てている。

この よ うな人 た ちの模 範 が  あ ったか ら野 津 原 は現 在 も 経 済 は乏

しくと も心 は豊 か に 明 日に 向 か って 進 ん で い る と 信 じて い る .
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野 津 原 の こばれ 話

大 和 武尊 が 南九 州 の平 定 か らの帰 路  宇 曾 連 山 じ一 夜 を明か した

翌 朝  眺 め た野 津 原 の里 は『 なん と和 や か な素 晴 ら しい里 `1と  心

につ よ く印象 にの こ ったの で  祠を たて て 貪11を 納 め た と言 う。 今 も

そ の実:1は  山 を順 番 に移 動 して 宇 曾 岳 に入 り そ こ に創 建 した

『宇 曾 岳神 社 』 の 奉納 して あ る。

源平合戦 で武勲をたてたの に 兄の軍勢 に追われて 大野軍団が

迎え ょうと 〈擬城 に》 途 中の野津原愛宕城 に迎え る 予定を して

いたが行 く手をはばまれて 東北に逃走 した との事。残念 な話が今

も語 り草 とな って 悔 iハ やヽ ら残念や ら。

工 |1蓼 三助 さんが 世利 川 井 路 な ど 3つ の井 路 開発 に執 念 を燃 や し

た 功績 の碑 か 湛水 に あ る。 難 渋 した I11事 の 書 労 の場 所 は「 不動岩

の 工事 .]領 地肥 後 o「)人 た ち の苦渋 を  見 るに忍 び な か った人間 の

生 き方 は長 く讃 え られ て い る。

伊 能 忠 敬 が 日本 中の 測量 を  その途 中で野 津 原 も測 った。 当時 の

技 術 と して は素 晴 ら しい 足 跡が現 在 も地 図 作 成 |こ  大 きな役 割 を

果 た して い る。

勝 海舞]と 坂 本 竜 馬 が  長 崎 :こ 密 命で 往復 した途 中 で  野 津原 も通

り泊 ま り里 の 味 も堪能 した 、日想 記録 に もの どか な里 と して  人情

も『 もて な しの心 も』 滲 み 出 て い る。

春 の 山桜 、新緑 。 夏 のせ せ らぎ、蛍 。 秋 の紅 葉  まつ り。 冬 の

星 空 に新 しい年 を迎 え る 夢 を結 んで。 そん な故郷 に生 まれ  育 っ

た私 た ちは  故郷 を愛 し これ か らも引 き継 いで行 く 力 に な りた
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湛水 ち ゅ う地 区が あ るが  長 湯 か る山 ん 中 や ら ヌキ ぅ通 っち

ヒ ヨカ ツ ト顔 う覗 か せ ち ょる。 工 藤 三助 さん が 長 ぇ間 か か っち

谷 や庄 内 だ げ じゃね ぇ 野 津 原 に も水 ぅ 引か に ゃち どん くれ

苦 労 したか 。 1水 が来 るんが 当 た り前ん ごつ 思 うと罰が あ た るが

今 で ん  こ こ じゃ祭 りが され よ る。

そん取 入 回 ま し行 っち見 る と  ゆ うま ぁこ こ

うち湛 水 ま じもち フ ン ト 頭 が さが る。

灰を漉 した灰 汁 じ木綿洗た くす りゃ

今でん 使 いよ るお年寄 りが あ るんで。

連 れ の

もう見事 に汚れが落てち

こうだ いな もん じゃ。

か る 水 ぅ

§ l者 を く ぐ っち  こ こ ま じ来 た と

顔 を 覗 か す  い じら しさ

三助 まつ りに 揃 うた揃 うた

稲 の 出穂 ま し ょ う揃 うた。 §  三 助 踊 り唄 か ら

チ ッ トデ ン水 が 湛 る と もう飛 び上 が っち喜 ぶ 。 それが 身 に染

み ち ‐―ち ょる き 雨 ど ま降 る と ツボ サ キ ぃ穴 ほ っち 水 た めた

もん じゃ。 屋 根 ん 水  イデん 水  じゃ き水 に対 す る 根性 は もう

並 大 抵 じ ゃなか った。 祭 りよ ば れ ち  ウ ドンが 出 された。 湯つ け

ウ ドン… じゃ き た 。ぷ りん 湯 に  ウ ドンが 泳 ぐこた る。

す くうちス ス リ食 いなが ら 残 りん 湯 を もろ うち 帰 りて ぇな

ぁち内緒 話 ゆ シ ヨ ックラ  『 シツ レイ じゃが  何 すん の』 ち 聞

い ちみ た ら  『 これ じ髪 ぅ洗 うた ら ピカ ピカ す るん と あ なた

達 ん黒 髪 が 美 しいん な そげ な事 もあ るの じゃ な いです か 』 ち

申 し上 げ た。 褒 め られ た嬉 しさ に 新 しい湯 に足 した ―つけ湯 を

帰 りに持 たせ た ら そん 晩 に ヤ ウ チ ゴ ッサ ン 髪 洗 い した そ うな

。 どん くれ  嬉 しか った 事か 。 日 に浮 か ぶ なえ。
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,跳 ね釣瓶 ん 水 が 汲 み あ げ らるる と 側 に 出 した盟 ん 中 に灰 汁

に  ツケ チ ャツ タ本 綿 の野 良 着 。真新 しいベ ベ ンゴツ美 しい色

に な った。 生 活ん 知 恵 も体 験 す りゃこす  理 屈 も解 り先 人が

どん くれ水 に苦労 した か も  ピ ン ト頭 に響 くごた る。

§ 山が高 い ぅち 待 た る る水 が

本 の葉 揺 ら しち 里 につ く

三助 祭 りの 涙 に濡 れ ち

里 に帰 った 娘 も濡 れ る。 § 三 助 踊 り唄 か ら

『 どげ ― な い ま まで水 に苦 労 したん じ ゃき :水 に恵 まれ て

ん そん 気 持 ち ゅ忘 れ ん ごつ  『 タマ リ ミズ』 に: しち ゃた

ど げ な。 そ り ゃい い な ぁ いつ までん 水 は  で 一 じせ ん とな ′

こ こま じ来 る きい いん で  :途 中 じ来 ん ごつ な り ゃ もう人事 じ

ゃ きな ぇ。

『 湛水 』 なん と 響 きん い い呼 び名。 諏訪 村 ん 西 ん 端 じゃが

肥 後 ん  殿 様 に ゃ 一番 近 ぇん で。 又す ぐ『 夕ヘ ラク言 う』『 じ

ゃね えん で  有難 い 事 じゃ ち思 う そん心 ん 現 れ じゃ こ と』

1｀ じゃな ぁ こ りゃす まん じや った  コ ラエ ヨエ』 笑 顔 が

帰 ったの ん  水 ん音 が 優雅 に も 聞 こえ る きか ん 知 れ ん 。

ひ も しい時 ぁ人 ん 言 う言 葉 で ん 腹 に響 くが  満 腹 ん 時 に

ゃち った『 悪 口言 わ れ てん `! 腹 もた たん ごつ  オオ ヨ ウニ

なれ るる もん じゃ。 3つ ん 井 路 を作 った 工 藤 二助 さん の

功 績 ん記 念 碑 が  湛 水 地 区 ん なかへん に建 っち ょる。 私 財 も

継 ぎ込ん だ ん じゃろ う し 自身 も浮動 明王 ん 夢 の お告 げ も

あ ったが  それ だ け浮 動 明 工 も 惚 れ たん かん 知 れ ん 。

水ん流れ涼 しげな響 き 人ん心 ま じ涼 しゅしち くるる。
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『 五助 さん が ん痩馬 』

もう夕暮 れ近 ぇ坂 道 ぅ グ ックゴタル馬 を  ヒ ―ヽチ帰 りよ るな

馬 子 ん 五助 さん  見か けは痩 せ ヒ】ヶチ ョル ガ カ は強 い し気 持

チ ャ通 ず る き 長 年 の仕 事相 手 でん あ る。 峠 ん 茶店 が ま ぁ ユ ー

チ ョツタキ  片 グ ロ ン畑 脇 い 馬 を イ イツ クル ト 『 マ ァシヨ ン

ナ』『 シヨ ンデ  五助 さん じゃな  ま ぁ寄 ん な ぁ』

『 あ りゃ今 日は馬 は …・』『 あん 痩 せ馬 な 畑 ん くリツ ノー ジ ョ

イ タ』『 ソ リャ ム ゲ ネエ コ ト こ っち連 れ ち くりゃ 一ヽ』『 工』

百 わ れた優 しい 茶 店 ん ジ イサ ンの 言葉 に ホ ロ リ涙 が .『 い い

ん な お客 ん 邪 目な らせ ん の』『 も う客 もね ぇわ な』  『 今 日は

どラ じゃな』『 で  ジャキ残 り じゃが  馬 に食 わ せ な ぁ』

茶店ん おや じも 痩 せ た馬 と ハ リコムぬ 見 る と ムゲ ノウナ

ル キ残 り もん じゃが  食 わせ たか ったん ジ ャ ロ ウ。 馬 も食 い物 の

匂 い に 元気 が 出 た ゴ タル。 カ ドグチっ な ぐと 手 桶 に ビラを

入 れ ち コヵ ス もチ ッ ト フ リカ ケ ク。 I‐ リャーー済 まん な ぁ ミ

ヨお 前 や働 くき お接 待 食 わ せ ち クルル ト』 『 ォ接 待  ほず じゃ

ね えが残 り物 ん で』

うまそうに合ぶ る 痩せ馬ん顔 に ゃ嬉 し涙が  〔こじん じゅるご

た る。時のマニ クウチ シモ ゥタ桶ん底を  :長 い舌 じなめ まわ し

よ る。そん はず  ビラにコカ スま じ 馬 に しち見 り ゅ ご馳走で

ん あろ う。五助 さん も 茶店ん親父 もジー ト ミ トレチ ョツタ。

ガ  『五助 さん  チ ョイ ト待 ちな ぁ 旨そ うに食 う馬ん姿 にゃ

憎 めん何か言 うゴタル 気持 ちが伝わつ ち来 たんか。

『思 いデータ事が あるき』 何事かちおや tiん  千先 ぅ見よる

と コングは ビラに きな粉 マプ シタ ンを 桶 にち っとずつ 入

れ よる。そん番 りが盆 に供 ゆる とキマメ シにそ っ くり。痩せ馬

が舌先 ゥア ング コ ング マ ツ シチャ 旨そ うιヽI食 いよ る。 なん と

そバ′ビ予も 痩 せ馬ん ごた る。



『 五助 さん』 ダ マ シ 大 けな声 じ言 うき タマガ ッチ振 り向 く

と  『み な ぁ 痩 せ馬が 食 いよ る ビラは 馬 ん 舌 とグア イユ ウ

か らま っち  ビラ も痩 せ馬 ん ゴツ 見え ん か な ぁ』『 り ゃ一 フ ン

ト舌 が セ リ回す あん ビラ は  ヒキ マ ワ シん ビラ と一緒 じゃな ぁ。

『 ど うな  これか るは  ヒキ マ ワ シュ 痩 せ 馬 ち言 うな ぁ』

Fヤ セ ウマ   ヤセ ウマ』  『 い い響 きで  ヤセ ウマ  ヤ セ ウ

マ 決 め た  の れん に も そ げ―書 こ ぅ』『 フ ン ト イ イナ ァ』

ヤセ ウマか  それ が広 が っち 今 ま じヒキ マ メ
`シ

ち 百 い よ った

ビラが  『 やせ う ま』 と しち独立 した ごた る。 五助 さんが ん 痩 馬

が  お接 待 受 けた お礼 に  ヒヨカ ッ トこげ な 名前 が 生 まれ た。

そ才しか るは  峠 ん 名物 食 ヽヽ物 と しち 評 判 が 広 が った そ うな。

疫 せ た馬 で ん  頑 張 った ご褒 美 か  茶店 ん親 父 の優 しさ ヒ ョン

チ所 か ら 飛 び出 した言 葉  瓢 笙 か ら駒 が で た 午 と しにふ さわ

しい 風 物 詩 ん ゴ タル  trl承 が肥 後 街 道ん  茶 店 に あ った な ―

五助 自身 が  話  広 ぐるに ゃお こが ま しいん か 。

ヤセ ウマ ー各地 に諸説 あれ これ だが  どれ が 工 しい とか は別 と

しち 人 と馬 との関 わ りあ いに 生 まれ た話 に ゃ昔 か る 馬 は人

の協 力者 と してん  大 切 な動 物 でん あ った。 戦 時下 に ゃ戦 地 に も

趣 き 徴 用 もされ た例 もあ り 軍 馬 と して の 唄 も残 され ち ょる。

ヤ セ ウマ ん 由来 に も 登場 す るん も 遅 か り しの感 じ じゃが  こ

の と しが『 午 と し』 ゆえ に 意義 もあ りそ う。

肥後街道 を行 き来す る 馬を代表 しち飾 る方 言物語 仲間 に入

っち これか らは :愛 され るん じゃなか ろうか。 きな粉 マ プ シタ

ヤセ ウマ…夏の食べ物の代表 と しち 盆か ら天国 に帰 る仏様の

みやげを縛 る大切 な 紐の役 目も果 たす。涼 しい夏の食べ物 と し

て 代用食 に もな り 珍客のお もてな しに も 格別 な食感 もあ り
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あ とが き

東 日本 の地 震 津 波 に 原子 発電事故 なん か あ って 《H23年 》

か ら 6年 目 に な り収 東 ん 決 定 ま しゃ ま ぁ時 間が か か るん じゃ

ろ うな。震 災 地 に も方 言 葉 を  分割 しち約 40冊 送 り 数 箇所 か

るは『 頑張 るか ら』 と 力 強 い礼状 も届 き ま した。 猛 暑 と厳寒 と

世 界 中見て ん  事 件 事 故 ん 多 か った 年 でん あ った ごた る。

今回 は『 戦 後 20年 → 26年 』 ま じん  農 村 の生 活 なん かを

分審」 (1》 じ 取 り上 げ ま した。復興 は序 序 じゃつ たか  め ざ ま

しゅ復活 した 足 跡 を 。 肥 後 街 道 に続 い ち 表往 選 街 道 も 《4回 》

じ石 合 ま じ辿 りち ― た。 馬 子 ん 五 助 さん が旅 ん じと ゆ・うつ きあ

いなが ら歩 く 故郷 野 津 原 は や っぱ い い な ぁち 自慢 じとな る。

方 言葉 が 調 東 、 阪神 なん か じ愛読 しち くる る も 愛 読 者 皆 さん

の支援 じ発 行 出来 るか らで す 。 あれか る 26年 目 ::[I子 も 37111に

な り 大 分 図 書 館 に も永 久 保 存 して くだ さ り 手元 にの うな って

ん取 り組 ん だ 証 は  ち ゃん と残 りま した。 野 津 原村 報 か る→広 報

のつ は る に続 く故 郷 ん 記 録 冊 子 と しち 残 され た の も感謝 あ る

のみです 。

方言 単語 ん 分 割掲 載 も  『 こ』 の『 ン』 ま じ進 み  14266
語 にな り 次 号 じゃ『 さ』 の『 ア』 か る 又 は じま ります。最後

は も しか す り ゃ 20年 ぐれ先 かん知 れ ん が  ご支援 よ う しく

お願 い 申 します 。読 者 の 影 の支 援 も多 ぅな っち 今 年 ん 表紙 面 は

版 画家 じ有 名 な 寺 司勝 次 郎 先生 です 。 無 理 にお願 い しま した ら

快 く ご了解 頂 き本 当 に嬉 しい限 りです 。 次 号 で は水 墨 画長老 の

酒井 治郎先 生 の  ご協 力 で す 。 厚 くお礼 を 中 し上 げ ます 。

ご愛読者 の皆様  ご健勝 にお過 しの程を ご祈念 申 して います

。又次画をお楽 しみの程 を。識 にあ りが と うございま した。
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伝 言 板 続編 m19号 は発 足 26周 年 に 巡 り会 い ま して

『 民 話 の つ は る物 語 5編 』 を 掲 載 して い ます 。

素 人 集 団 が 毎 年取 り組 み発 行 の 方 言集 で全 て を

手 づ く りで  通 して ま い りま した。 限定 1_00冊 の

収 拾 、編 集 、監修 、 印 刷 、製 本 、 な どお か しな冊 子

で恥 ず か しい限 りで  恐縮 して い ます ()

次号 に も 戦 後 27年 か らん 時 代 回想 、表 往 還 街道 は石 合 か ら

荒 木 谷 、方 言 子 ど も、女性 の底 力 、 故 郷 の味 、五助

の あ げ な話 ヨゲ ナ話 、 玉手 箱 、民 話 伝 承 、方 言 入 り

民 話 の旅 、方 言単 語 、 何 かが並 ぶ 予定 で す。 五 助 が

年 寄 らぬん も不思 議 じゃが  ご愛 読 くだ さ る 多 く

の皆 様 も 若 くお元 気 で 開 いて くだ さ る その 刹 那

を 会 員 一 同 は  とて も感 謝 の気 持 ちで  お待 ち して

い ます 。

調査編 集印刷製本  ス タ ッフ

小野寿祐、佐藤源治、那須政子 、赤星 ヨ シ ミ.

人 分 市 大 字 竹 矢  野 津 原 方 言 調 査 会
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